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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Parallel Serverを Oracle8i環境でインストール、構成および管
理する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 対象読者

� 前提条件

� このマニュアルの構成

� 関連ドキュメント

� 表記規則

参照参照参照参照 :

� Oracle Parallel Serverのあるリリースから別のリリースへの機能変更
については、『Oracle8i Parallel Server概要』を参照してください。
vii



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルに記載されている情報は、主として Oracle Parallel Serverのインストールと
構成を担当するネットワーク管理者およびデータベース管理者（DBA）を対象としていま
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件
このマニュアルの前提となる知識は、次のとおりです。

� ターゲット・オペレーティング・システム、およびクラスタとネットワークのハード
ウェアへのインストールとテストを完了していること

� オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念
viii



ix

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の 5部で構成されています。

第第第第 I部部部部 : Oracle Parallel Serverのインストール概要のインストール概要のインストール概要のインストール概要

第 1章「インストールおよび構
成プロセスの概要」

Oracle Parallel Serverの主な機能とコンポーネントについて説明します。

第第第第 II部部部部 : Oracle Parallel Serverのインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成のインストールと構成

第 2章「インストールの前処理」 Oracle Parallel Serverのインストールに伴う特定のハードウェアとソフトウェア、
ロー・デバイスおよびインストール前処理の要件について説明します。

第 3章「Oracle Parallel Server
データベースのインストールと
作成」

Oracle Parallel Serverに必要なコンポーネントのインストール方法について説明
します。

第 4章「追加構成の問題点」 クライアントおよび初期化ファイルの構成方法について説明します。

第 5章「高可用性機能の構成」 透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）、プライマリ・インスタンス
およびセカンダリ・インスタンスの構成方法について説明します。

第第第第 III部部部部 : Oracle Parallel Server Managementのインストールと使用方法のインストールと使用方法のインストールと使用方法のインストールと使用方法

第 6章「Oracle Parallel Server 
Managementのインストールと
構成」

Parallel Server管理用の Oracle Enterprise Managerと Oracle Performance 
Managerをインストールして構成するタスクについて説明します。

第 7章「Oracle Parallel Server 
Managementによる Oracle 
Parallel Serverの管理」

Oracle Parallel Serverの初期化ファイルと、Oracle Enterprise Manager Console
による Oracle Parallel Serverの管理について説明します。

第 8章「Oracle Performance 
Managerによるパフォーマンス
の監視」

Oracle Parallel Serverデータベースの測定値のチャートを生成するための、Oracle 
Performance Managerの使用方法について説明します。

第第第第 IV部部部部 : インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加

第 9章「インスタンスとノード
の追加」

既存のクラスタにノードを追加する方法と、単一インスタンス・データベースか
ら複数インスタンス・データベースに移行する方法について説明します。

第第第第 V部部部部 : 参照情報参照情報参照情報参照情報

付録 A「ディレクトリ構造」 Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造について説明します。

付録 B「UNIX上の Oracle 
Parallel Server Managementに関
する参照情報」

UNIX上の Oracle Parallel Server Managementに関する参照情報について説明し
ます。

付録 C「トラブルシューティン
グ」

Oracle Parallel Server構成に関する一般的な問題を解決する方法について説明し
ます。



関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次のドキュメントを参照してください。

インストレーション・ガイドインストレーション・ガイドインストレーション・ガイドインストレーション・ガイド
� 『Oracle8i for Sun SPARC Solarisインストレーション・ガイド』

� 『Oracle8i for HP 9000 Servers and Workstationsインストレーション・ガイド』

� 『Oracle8i for IBM AIXインストレーション・ガイド』

� 『Oracle8i for Windows NTインストレーション・ガイド』

� 『Oracle Diagnostics Pack インストレーション・ガイド』

オペレーティング・システム固有の管理ガイドオペレーティング・システム固有の管理ガイドオペレーティング・システム固有の管理ガイドオペレーティング・システム固有の管理ガイド
� 『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』

� 『Oracle8i for HP 9000 Servers and Workstations管理者リファレンス』

� 『Oracle8i for IBM AIX管理者リファレンス』

� 『Oracle Parallel Server for Windows NT管理者ガイド』

� 『Oracle8i for Windows NT管理者ガイド』

Oracle Parallel Serverドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント
� 『Oracle8i Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』

� 『Oracle8i Parallel Server概要』

Oracle Parallel Server Management
� 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』

� 『Oracle Diagnostics Packスタート・ガイド』

Oracle Serverドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント
� 『Oracle8i 概要』

� 『Oracle8i Net8管理者ガイド』

� 『Oracle8i リファレンス・マニュアル』
x



表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルで使用している表記規則は、次のとおりです。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

大文字 SQLコマンド、キーワードおよび初期化パラメータを示します。

太字太字太字太字 用語集で定義されている用語を示します。

小文字のクーリエ ファイル名、ディレクトリおよびコマンドを示します。

固定幅フォント ユーザー入力およびコード例を示します。

イタリック 変数を示します。

UNIX上の $ORACLE_
HOMEとWindowsプ
ラットフォーム上の
ORACLE_HOME

この Optimal Flexible Architecture（OFA）対応のリリースでは、すべ
てのサブディレクトリが最上位の ORACLE_HOME ディレクトリに格納さ
れるとは限りません。ORACLE_BASEディレクトリに複数の Oracle
ホーム・ディレクトリが含まれる場合があります。

< > ユーザー指定の名前を囲みます。

[ ] 1つ選択するかまたは選択しなくてもいいオプション項目の選択肢を囲
みます。

{ } 必須の項目を囲みます。

... コード例の省略記号は、例の一部が省略されていることを意味します。
xi
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第第第第I部部部部

 Oracle Parallel Serverのインストール概要のインストール概要のインストール概要のインストール概要

第 I部では、Oracle Parallel Serverのインストールおよび構成に必要なコンポーネントの概
要について説明します。第 I部の内容は、次のとおりです。

� 第 1章「インストールおよび構成プロセスの概要」 





インストールおよび構成プロセスの
1

インストールおよび構成プロセスの概要インストールおよび構成プロセスの概要インストールおよび構成プロセスの概要インストールおよび構成プロセスの概要

この章では、Oracle Parallel Serverの構成および配置に必要なコンポーネントを示し、
Oracle Parallel Serverのインストール・プロセスの概要について説明します。この情報は、
Oracle Parallel Serverを Oracle8i 環境でインストールして構成するための準備と計画作成に
役立ちます。

この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Parallel Serverの概要

� Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント

� インストール概要

� データベースの構成概要

� データベース作成方法の選択
概要 1-1



Oracle Parallel Serverの概要
Oracle Parallel Serverの概要の概要の概要の概要
Oracle Parallel Serverは、複数のインスタンスが共有データベースにアクセスできるように
するアーキテクチャです。Oracle Parallel Serverの機能は、次のとおりです。

� 作業負荷をノード間に分散させることによる優れた拡張性。

� 複数ノードがデータベースにアクセスすることによる高可用性。あるノードに障害が起
きても、残りのノードからは引き続きデータベースにアクセスできます。

各 Oracle Parallel Serverインスタンスインスタンスインスタンスインスタンス、つまり、実行中の Oracle8i ソフトウェアのインスタ
ンスは、システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（System Global Area: SGA））））および Oracleバックグラ
ウンド・プロセスからなっています。SGAは、インスタンスのデータと制御情報を含んだ、
共有メモリー・リージョンです。ユーザーは、共有データベース内の情報にアクセスするた
めに、任意のインスタンスに接続できます。

Oracle Parallel Serverインスタンスは、次のコンポーネントと調整されます。

参照参照参照参照 : 『Oracle8i Parallel Server概要』を参照してください。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

ノード インスタンスが常駐するサーバー。

クラスタ 物理的に相互接続された一連のノードと単一の共有ディスク記憶域サブ
システム。

データベース 同じデータ・ファイルにアクセスするすべてのインスタンスの集合。
データベースは、クラスタ内で定義されているノード上でのみ実行され
る Oracle Parallel Serverインスタンスの集合に限定されます。

データベース名は、インストール時に入力したデータベース名およびド
メインからなるグローバル・データベース名によって定義されます。
データベース名は、クラスタ内で一意です。
1-2 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



Oracle Parallel Serverの概要
インストールおよび構成プロセスの概要 1-3

すべてのインスタンスにより共有される要素は、次のとおりです。

� 同じデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル・セット・セット・セット・セット

� データベースを起動および実行する同じ制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル

データ・ファイルおよび制御ファイルは、複数のノード間で共有されるロー・ディスク・デ
バイスに格納されます。

あるノードに障害が起きても、クライアント・アプリケーション（それ用に作成されたも
の）は、ユーザーを他のノードにルート変更できます。正常なノードのうちの 1つのノード
は、他のノードが試行していた未完了のトランザクションをロールバックして、自動的にリ
カバリを実行します。これにより、データベースの論理の一貫性が保証されます。

各インスタンスには、固有の REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル・セットがあります。インスタンスは、
固有の REDOログ・ファイルを使用しますが、その REDOログ・ファイルは、ロー・デバ
イスに存在する必要があります。このことによって、各ノードは他のノードにかわってリカ
バリを実行できます。

注意注意注意注意 : インスタンスにはデータ・ファイルが含まれていないので、デー
タ・ファイルをマウントしなくてもインスタンスを起動できます。



Oracle Parallel Serverの概要
図 1-1に、2つの Oracleインスタンスと、データ・ファイルが格納されている共有ディスク
の関係を示します。

図図図図 1-1  Oracle Parallel Serverインスタンスおよび共有データ・ファイル・アーキテクチャインスタンスおよび共有データ・ファイル・アーキテクチャインスタンスおよび共有データ・ファイル・アーキテクチャインスタンスおよび共有データ・ファイル・アーキテクチャ

バックグラウンド・プロセス�

ノード 1 ノード 2

SGA

バックグラウンド・プロセス�

SGA

共通データベース・ファイルを含む共有ディスク�
�

Oracle インスタンス OP1 Oracle インスタンス OP2
1-4 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネントソフトウェアのコンポーネントソフトウェアのコンポーネントソフトウェアのコンポーネント
Oracle Parallel Serverのコンポーネントは、次のとおりです。

オペレーティング・システム固有のレイヤーオペレーティング・システム固有のレイヤーオペレーティング・システム固有のレイヤーオペレーティング・システム固有のレイヤー
Oracle Parallel Serverソフトウェアのインストール前に、ベンダー提供で、Oracle認定済の
オペレーティング・システム固有のレイヤーをインストールする必要があります。オペレー
ティング・システム固有のレイヤーによって、Oracle Parallel Serverに必要な、主要な OS/
クラスタ・ソフト・サービスがマップされます。このレイヤーは、次の表に示すように、ベ
ンダーによって開発された 2つの主なソフトウェア・コンポーネントで構成されています。

これらは、Oracle Parallel Serverの正常操作に必要な、主要なサービスを提供するコンポー
ネントであり、各種クライアント（統合分散ロック・マネージャなど）で使用されます。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

Oracle8i Enterprise 
Edition

データベース管理用のアプリケーションとファイルを提供します。
Oracle Parallel Serverの他のすべてのコンポーネントは、Oracle8i 
Enterprise Editionの最上位レイヤーにあります。

Oracle Parallel Server Oracle Parallel Serverに必要なスクリプト、初期化パラメータ・ファイ
ルおよびデータ・ファイルを提供します。

Oracle Parallel Server 
Management

Oracle Enterprise Manager Consoleから Parallel Serverと Parallel 
Serverインスタンスのアクティビティを 1箇所で開始、停止および監視
できるようにします。

参照参照参照参照 :

� 第 5章

� 第 6章

オペレーティング・
システム固有のレイ
ヤー

ベンダーが開発した複数のソフトウェア・コンポーネントからなってい
ます。オペレーティング・システム固有のレイヤーによって、Oracle 
Parallel Serverの正常操作に必要な、主要な OS/クラスタ・ソフト・
サービスがマップされます。

参照参照参照参照 : 次の「オペレーティング・システム固有のレイヤー」を参照して
ください。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

Cluster Manager（CM） クラスタとインスタンスのメンバー
シップの状態を検出します。

プロセス間通信（IPC） 様々なノード上のインスタンス間で
信頼性の高いメッセージ転送を実現
します。
インストールおよび構成プロセスの概要 1-5



Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
図 1-2に、2つのノードを持つクラスタのオペレーティング・システム固有のコンポーネン
トを示します。

図図図図 1-2  オペレーティング・システム固有のコンポーネントオペレーティング・システム固有のコンポーネントオペレーティング・システム固有のコンポーネントオペレーティング・システム固有のコンポーネント

Oracle インスタンス OP1 Oracle インスタンス OP2
ノード 1 ノード 2

CM IPC

Parallel Server 
OSD

CM IPC

Parallel Server API Parallel Server API

　　共通データベース・ファイルを含む共有ディスク�

バックグラウンド・プロセス 

SGA

バックグラウンド・プロセス�

SGA

Oracle インスタンス OP1 Oracle インスタンス OP2
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インストール概要
インストール概要インストール概要インストール概要インストール概要
Oracle Parallel Serverソフトウェアをインストールするには、次のコンポーネントが必要で
す。

� オペレーティング・システム固有のレイヤー

� Oracle8i Enterprise Edition

� Oracle Parallel Server

上記のブロックの作成と同様、次の順序でコンポーネントをインストールする必要がありま
す。

1. ベンダーの指示に従って、オペレーティング・システム固有のレイヤーをインストール
します。

2. Oracle8i Enterprise Editionの CD-ROMから、Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle 
Parallel Serverをインストールします。

注意注意注意注意 : インストール時に Oracle Parallel Serverデータベースを作成する
場合は、第 2章のロー・デバイス作成の指示に従ってください。インス
トール時に起動される Oracle Database Configuration Assistantが、デバ
イスが設定されていることを前提とするため、ロー・デバイスの作成が必
要となります。

OPS

Oracle8i Enterprise Edition

オペレーティング・システム固有のレイヤー�
インストールおよび構成プロセスの概要 1-7



データベースの構成概要
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データベースの構成概要データベースの構成概要データベースの構成概要データベースの構成概要
Oracle Parallel Serverコンポーネントがインストールされると、データベースが作成可能に
なります。データベースの作成には、次の 2つのステップが必要です。

1. 次のファイル用に、ロー・デバイスを設定します。

� 共有データ・ファイル

� 共有制御ファイル

� 各ノードの REDOログ・ファイル

2. Oracle Database Configuration Assistantアプリケーションまたは手動操作によって、
データベースを作成します。

データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択
Oracle Database Configuration Assistantまたは手動操作によって、データベースを作成でき
ます。次の表に、2つの方法を示します。

作成方法作成方法作成方法作成方法 説明説明説明説明

Oracle Database 
Configuration Assistant

Oracle Database Configuration Assistantは、Online Transaction 
Processing（OLTP）、WarehousingまたはMultipurpose環境用に
データベースを作成できる、グラフィカル・ユーザー・インタ
フェース（GUI）・ツールです。Oracle Database Configuration 
Assistanceは、Optimal Flexible Architecture（（（（OFA））））を使用して
データベースを作成します。これによって、データベース・ファイ
ルおよび管理ファイル（初期化パラメータ・ファイルを含む）の命
名および配置が標準に従って行われます。さらに、表領域の標準
セットが作成されます。

データベースの作成または手動でのスタンドアロン・ツールの実行
を選択すると、Oracle Database Configuration Assistantは、Oracle 
Universal Installerによって自動的に起動されます。

手動 既存スクリプトをすでに所有している場合、または必要なデータ・
ファイルおよび表領域が Oracle Database Configuration Assistant
によって作成されるものと異なる場合は、データベースを手動で作
成する必要があります。



Oracle Database Configuration Assistantの使用
Oracle Database Configuration Assistantの使用の使用の使用の使用
この項の内容は、次のとおりです。

� Oracle Database Configuration Assistantのメリット

� データベース環境の選択

� データベース作成方法の選択

� Oracle Database Configuration Assistantによって作成されたデータベースについて

Oracle Database Configuration Assistantのメリットのメリットのメリットのメリット
Oracle Database Configuration Assistantには、次のメリットがあります。

� Optimal Flexible Architecture（OFA）が使用されます。

� 高速に処理されます。データベースを長時間かけて作成するのではなく、既成のデータ
ベースをコピーできます。このデータベースはMultipurposeデータベースであり、多
くのユーザーの環境に適しています。後でカスタマイズすることもできます。

� 適切なパラメータの設定方法があらかじめ判断されるため、ユーザーは設定方法の判断
に時間がかかりません。

� データベースがカスタマイズされます。初期データベースのコピーを選択しない場合で
も、Online Transaction Processing（OLTP）、WarehousingまたはMultipurposeデータ
ベースを作成するスクリプトを生成するように、Oracle Database Configuration 
Assistantに指示できます。ユーザーに必要なのは、Oracle Database Configuration 
Assistantによって表示されるいくつかの質問に答えることのみです。指定ユーザーの数
を超えている場合は、マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））に関
するパラメータが自動的に含められます。
インストールおよび構成プロセスの概要 1-9



Oracle Database Configuration Assistantの使用
データベース環境の選択データベース環境の選択データベース環境の選択データベース環境の選択
Oracle Database Configuration Assistantを使用すると、次のいずれかの環境向けのデータ
ベースを作成できます。ご使用のデータベースに適切な環境を選択してください。

データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択
Oracle Universal Installerを実行し、Oracle8i Enterprise Editionを選択する場合、
Typicalインストールまたは Customインストールの選択肢が表示されます。どちらの
インストール・タイプを使用してもデータベースを作成できます。

Typicalおよび Customインストール・タイプを使用して作成されたデータベースのタ
イプ（OLTP、WarehousingおよびMultipurpose）およびユーザーの入力内容は、次の
とおりです。これらの選択内容を確認して、データベース要件およびデータベース作成
技術に最も適したデータベースを指定してください。

環境環境環境環境 説明説明説明説明

Online Transaction 
Processing（OLTP）

OLTP環境のデータベースは、毎日、多くの同時（同時接続）
ユーザーからの数千または数百万のトランザクションを処理
する必要があります。これらのトランザクションは、データ
ベース表の読込み（SELECT文）、書込み（INSERTおよび
UPDATE文）および削除（DELETE文）データからなりま
す。ユーザーは、現在のほとんどのデータに迅速にアクセス
できる必要があります。そのため、データベース・パフォー
マンスは、スループット（スピード）およびデータの可用性
の観点から定義されます。

Warehousing Warehousing環境のデータベースは、少量のレコードの単純
フェッチから、多数の異なる表から何千ものレコードをソー
トする大量の複雑な問合せまで、様々な問合せ（通常は読取
り専用）を処理する必要があります。そのため、データベー
ス・パフォーマンスは、応答時間の観点から定義されます。

Multipurpose Multipurposeデータベースは、OLTP環境および
Warehousing環境の両方をサポートします。
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Oracle Database Configuration Assistantの使用
実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 実行結果実行結果実行結果実行結果

1. 「Typical」インストール・
タイプを選択します。

インストールの最後に Oracle Database Configuration Assistantが自動的に起動さ
れ、すぐに使用できる構成済のMultipurposeデータベースが CD-ROMからコ
ピーされます。これを、シード・データベースシード・データベースシード・データベースシード・データベースまたは初期データベース初期データベース初期データベース初期データベースといいま
す。

効率的に作成するため、ユーザーは何も入力する必要はありません。

1. 「Custom」インストール・
タイプを選択します。

2. データベースの作成を確認
するプロンプトが表示され
たら、「Yes」を選択します。

3. Oracle Database 
Configuration Assistantか
ら、2つの作成タイプのう
ちどちらを選択するかを確
認するプロンプトが表示さ
れます。

- 「Typical」データベース
作成タイプ

- 「Custom」データベース
作成タイプ

データベース作成における Oracle Database Configuration Assistantの役割は、選
択する作成タイプによって異なります。

「「「「Typical」データベース作成タイプ」データベース作成タイプ」データベース作成タイプ」データベース作成タイプ

2つの選択肢があります。データベース作成における Oracle Database 
Configuration Assistantの役割は、選択内容によって異なります。それぞれを選択
した場合、次のように処理されます。

� Copy existing database files from the CD

Oracle Database Configuration Assistantは、Typicalインストール時と同じ
データベースを作成します。ユーザーは、何も入力する必要はありません。

� Create new database files

標準の initsid.oraファイルおよび initdb_name.oraファイルを使用し
て、OLTPデータベース、WarehousingデータベースまたはMultipurpose
データベース用にデータベース・スクリプトを動的に作成する前に、複数の
データベース環境に関する質問が表示されます。

注意注意注意注意 : 20人以上のユーザーが OLTPデータベース用に指定されている場合、
MTSパラメータが initdb_name.oraファイルに設定されます。

「「「「Custom」データベース作成タイプ」データベース作成タイプ」データベース作成タイプ」データベース作成タイプ

Oracle Database Configuration Assistantは、環境（OLTP、Warehousing、
Multipurpose）に一致するよう完全にカスタマイズされたデータベースの作成お
よび選択するデータベース構成モード（サーバーまたはマルチスレッド・サー
バー専用）にユーザーを導きます。次の項目のカスタマイズなど、高度なデータ
ベース作成を行ったことがある場合のみ、このオプションを選択してください。

� MTSパラメータ

� データ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルの設定

� 表領域サイズ

� データベース・メモリー・パラメータ

� アーカイブ形式およびアーカイブ先

� トレース・ファイルの宛先

� キャラクタ・セット値
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Oracle Database Configuration Assistantの使用
Oracle Database Configuration Assistantによって作成されたデータベースについてによって作成されたデータベースについてによって作成されたデータベースについてによって作成されたデータベースについて
Oracle Database Configuration Assistantを使用して構成されたデータベースは、次の要素で
構成されます。

� 表領域およびデータ・ファイル

� REDOログ・ファイル

� 制御ファイル

� ロールバック・セグメント

� 初期化パラメータ・ファイル

� initsid.oraファイルによるインスタンスの一意識別

表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル
Oracle Parallel Serverデータベースは、表領域表領域表領域表領域という領域のより小さな論理領域に分割され
ています。各表領域は、1つのデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルに対応し、ロー・デバイスに格納されます。
Oracle Parallel Serverデータベースで使用される表領域名には、次のタイプのデータが含ま
れています。

表領域名表領域名表領域名表領域名 内容内容内容内容

SYSTEM データベースに必要な表、ビューおよびストアド・プロシージャ
の定義を含む、データ・ディクショナリからなっています。この
領域の情報は自動的にメンテナンスされます。SYSTEM表領域
は、すべての Oracle8i データベースにあります。

USER アプリケーション・データからなります。表を作成しデータを入
力するにつれて、この領域はデータで満たされていきます。

TEMP SQL文の処理時に作成された一時表または索引（あるいはその両
方）。非常に大規模な表の ANALYZE COMPUTE STATISTICSの
ように大量のソートが必要な SQL文、または GROUP BY、
ORDER BYまたは DISTINCTを含む SQL文を実行する場合は、
この表領域の拡張が必要です。

RBS ロールバック・セグメントからなります。ロールバック・セグメ
ントは、トランザクションによって変更される前のデータを記録
し、変更を元に戻すことができるエクステント・セットです。

INDX USER表領域のデータに対応付けられた索引を格納します。

TOOLS Oracle Enterprise Managerの表を格納します。

DRSYS Oracle8i interMedia Text用のデータからなります。
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Oracle Database Configuration Assistantの使用
Typicalデータベース作成タイプでは、表領域名を変更できません。Customデータベース作
成タイプでは、SYSTEMを除く表領域名を変更できます。

各表領域は、1つのデータベース・ファイルによって表わされます。Typicalデータベース作
成タイプによって作成されるデータ・ファイル名は、オペレーティング・システムによって
異なります。UNIXの場合、ファイル名の設定を求めるプロンプトが表示されます。
Windows NTの場合、次の表のシンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名が使用されます。

Customデータベース作成タイプでは、異なるシンボリック名を指定できます。

REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル
各ノードには、2つの REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルが構成されます。REDOログ・ファイルは、す
べてのデータ変更の記録を保持するために使用されます。データがディスクに書き込まれる
前にデータベースに障害が起きた場合、REDOログ・ファイルから変更が取得されます。こ
れによって、データが失われるのを防ぎます。REDOログ・ファイルは、ロー・デバイスに
格納されます。

REDOログ・ファイルは、循環方式で使用されます。まず、最初のファイルが一杯になり、
次に 2つ目のファイルが一杯になります。次に、最初のファイルが再使用されて、一杯にな
ると、次に 2つ目のファイルが再使用されて一杯になる、というように使用されます。

Typicalデータベース作成タイプによって作成される REDOログ・ファイルは、オペレー
ティング・システムによって異なります。UNIXの場合、ファイル名の設定を求めるプロン
プトが表示されます。Windows NTの場合、¥¥.¥db_namethread_numberのシンボリッ
ク・リンク名が使用されます。この場合、threadはノードのスレッド IDで、numberは
REDOログ・ファイルの番号（1または 2）です。Customデータベース作成タイプでは、
REDOログ・ファイル名またはシンボリック・リンク名の指定を求めるプロンプトが表示さ
れます。

表領域表領域表領域表領域 Windows NTのシンボリック・リンクのシンボリック・リンクのシンボリック・リンクのシンボリック・リンク

SYSTEM ¥¥.¥db_name_system1 

USERS ¥¥.¥db_name_users1

TEMP ¥¥.¥db_name_temp1

RBS ¥¥.¥db_name_rbs1

INDX ¥¥.¥db_name_indx1

TOOLS ¥¥.¥db_name_tools1

DRSYS ¥¥.¥db_name_drsys1
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Oracle Database Configuration Assistantの使用
制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル
データベースには 2つの制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイルが構成されます。制御ファイルは、データベースの起
動および実行に必要な管理ファイルです。制御ファイルは、データベースの物理構造を記録
します。たとえば、制御ファイルには、データベース名や、データベースのデータ・ファイ
ルおよび REDOログ・ファイルの名前と場所などが含まれます。制御ファイルは、ロー・
デバイスに格納されます。

Typicalデータベース作成タイプによって作成される制御ファイルは、オペレーティング・
システムによって異なります。UNIXの場合、ファイル名の設定を求めるプロンプトが表示
されます。Windows NTの場合、¥¥.¥control1および ¥¥.¥control2のシンボリック・
リンク名が使用されます。Customデータベース作成タイプでは、制御ファイル名またはシ
ンボリック・リンク名の指定を求めるプロンプトが表示されます。

ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメント
各ノードには、2つのロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントが構成されます。ロールバック・セグメン
トは、各トランザクションによって変更されたデータ（コミット済かどうかに関係なく）の
古い値を記録します。すべてのデータベースには、1つ以上のロールバック・セグメントが
あります。これは、トランザクションがロールバックされるイベントでのトランザクション
処理を記録するデータベースの一部です。ロールバック・セグメントは、読取り一貫性の提
供、トランザクションのロールバックおよびデータベースのリカバリに使用されます。ロー
ルバック・セグメントは、RBS表領域に常駐するファイルではなく、データベース・オブ
ジェクトであることに注意してください。

Typicalまたは Customデータベース作成タイプによって作成されるロールバック・セグメ
ントの名前は、rbsthread_numberです。この場合、threadはノードのスレッド IDで、
numberはロールバック・セグメントの番号（1または 2）です。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル
各ノードには、インスタンス固有の初期化パラメータ・ファイルおよび Oracle Parallel 
Serverデータベースの初期化パラメータ・ファイルがあります。

Typicalデータベース作成タイプでは、初期化パラメータ・ファイルは、UNIXの場合、
$ORACLE_BASE/admin/db_name/pfileに格納され、Windows NTの場合、
ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥pfileに格納されます。次の表に、初期化パラメータ・
ファイルを示します。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル 説明説明説明説明

initsid.ora 各ノードのインスタンスには、initsid.oraファイル
があり、この場合、sidはインスタンスの Oracleシステシステシステシステ
ム識別子（ム識別子（ム識別子（ム識別子（Oracle System Identifier: SID））））です。この
ファイルは、インスタンス関連パラメータでインスタン
スを一意に定義します。このファイルは、
initdb_name.oraファイルをコールします。
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Customデータベース・タイプを使用すると、initdb_name.oraファイルの場所を設定で
きます。

initsid.oraファイルによるインスタンスの一意識別ファイルによるインスタンスの一意識別ファイルによるインスタンスの一意識別ファイルによるインスタンスの一意識別
initsid.oraファイルは、次の要素を含む多数の要素の影響を受けます。

initdb_name.ora Oracle Parallel Serverデータベースのパラメータは、
initdb_name.oraファイルに格納され、この場合、
db_nameはデータベース名です。このファイルは、ノー
ド間で共有される共通データベース・パラメータを示し
ます。このファイルは、各ノードに常駐します。

参照参照参照参照 : これらのファイルの詳細は、4-4ページの「初期化パラメータ・
ファイルの理解」を参照してください。

要素要素要素要素 説明説明説明説明

Oracleシステム識別子
（SID）

ノードのインスタンスを一意識別します。

各ノードの SIDは、initdb_name.oraファイルの DB_NAMEパ
ラメータで指定されたデータベース名と、一意スレッド IDから
なっています。スレッド IDはクラスタ内の最初のインスタンスを
表す 1で始まり、2番目以降のインスタンスの IDは 1ずつ大きく
なります。

SIDは、UNIXプラットフォームでは ORACLE_SID環境変数とし
て定義され、Windows NTでは ORACLE_SIDレジストリ・エント
リとして定義されます。

インスタンス名 インスタンス名を表し、複数インスタンスが共通のサービス名を共
有する場合に、特定のインスタンスを一意に識別するために使用さ
れます。

インスタンス名は、SIDと同じです。インスタンス名は、
initsid.oraファイルの INSTANCE_NAMEパラメータによって
示されます。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル 説明説明説明説明
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インスタンス番号 データ・ブロックのエクステントを特定のインスタンスに対応付け
ます。

インスタンス番号は、その番号に割り当てられたエクステントを挿
入および更新時にインスタンスが使用することを保証します。その
インスタンス番号を使用して再起動されない限り、インスタンスは
他の空きリストのデータ・ブロックを使用できません。

INSTANCE_NUMBER初期化パラメータでデータ・ブロックのエク
ステントをインスタンスに対応付けると、様々な SQLオプション
を使用できます。

インスタンス番号は、initsid.oraファイルの INSTANCE_
NUMBERパラメータによって示されます。

ロールバック・セグメント 各ノードには、2つのロールバック・セグメントが構成されます。
ロールバック・セグメントは、各トランザクションによって変更さ
れたデータ（コミット済かどうかに関係なく）の古い値を記録しま
す。すべてのデータベースには、1つ以上のロールバック・セグメ
ントがあります。これは、トランザクションがロールバックされる
イベントでのトランザクション処理を記録するデータベースの一部
です。ロールバック・セグメントは、読取り一貫性の提供、トラン
ザクションのロールバックおよびデータベースのリカバリに使用さ
れます。

Oracle Database Configuration Assistantによって作成されるロール
バック・セグメントは、rbsthread_numberで識別されます。この場
合、threadはノードのスレッド IDで、numberはロールバック・セ
グメントの番号（1または 2）です。たとえば、クラスタ内の最初
のノードのロールバック・セグメントは、rbs1_1および rbs1_2と
なります。

ロールバック・セグメントは、initsid.oraファイルの
ROLLBACK_SEGMENTSパラメータによって示されます。

スレッド ID インスタンスが使用する REDOスレッドを指定します。いずれの使
用可能な REDOスレッド番号も使用できますが、他のインスタンス
と同じスレッド番号は使用できません。また、REDOスレッドが使
用禁止になっているインスタンスは起動できません。スレッドが他
のインスタンスで使用されている場合や、スレッドが使用禁止に
なっている場合は、インスタンスはデータベースをマウントできま
せん。

スレッドはクラスタ内の最初のインスタンスの場合はノード 1で始
まり、2番目以降のインスタンスの場合 1ずつ大きくなります。
REDOスレッド番号は、データ変更が記録される REDOログ・
ファイルの命名に使用されます。REDOログ・ファイルの生成時
に、特定のノードの REDOログ・ファイルを容易に識別できるよう
にするためにスレッドが組み込まれます。

スレッドは、initsid.oraファイルの THREADパラメータに
よって示されます。

要素要素要素要素 説明説明説明説明
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手動操作の使用
データベース名が OPで、スレッド IDが 1、2および 3の場合は、各ノードの SIDは次のよ
うになります。

DB_NAMEが OPで、スレッド IDが 1、2および 3の場合は、インスタンスの要素は次のよ
うになります。

 手動操作の使用手動操作の使用手動操作の使用手動操作の使用
Oracle Database Configurationは、主に、新規のインストールおよび構成を対象としていま
す。ご使用の環境にカスタマイズされた既存スクリプトがすでにある場合は、インストール
後にデータベースを手動で作成することをお薦めします。詳細は、3-29ページの「手動操作
での作成」を参照してください。 

スレッドスレッドスレッドスレッド ID SID

1 op1

2 op2

3 op3

コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ スレッドスレッドスレッドスレッド ID SID INSTANCE_NAME ROLLBACK_SEGMENT名名名名

コンピュータ A 1 op1 op1 rbs1-1、rbs1-2

コンピュータ B 2 op2 op2 rbs2-1、rbs2-2

コンピュータ C 3 op3 op3 rbs3_1、rbs3_2
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第第第第II部部部部

 Oracle Parallel Serverのインストールのインストールのインストールのインストール

と構成と構成と構成と構成

第 II部では、Oracle Parallel Serverのインストールおよび構成プロセスについて説明しま
す。第 II部の内容は、次のとおりです。

� 第 2章「インストールの前処理」

� 第 3章「Oracle Parallel Serverデータベースのインストールと作成」

� 第 4章「追加構成の問題点」

� 第 5章「高可用性機能の構成」





インストールの前
2

インストールの前処理インストールの前処理インストールの前処理インストールの前処理

この章では、Oracle Parallel Serverのインストールに関する事前の要件について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� システムのインストール要件

� ロー・デバイスの設定

� インストール前処理のステップ
処理 2-1



システムのインストール要件
システムのインストール要件システムのインストール要件システムのインストール要件システムのインストール要件
インストール前に、システムが後述のインストール要件を満たしているかどうかを検証しま
す。

� Oracle8i Parallel Serverノードのハードウェア要件とソフトウェア要件

� Oracle Enterprise Managerのハードウェア要件とソフトウェア要件

� 共有ディスク・サブシステム

Oracle8i Parallel Serverノードのハードウェア要件とソフトウェア要件ノードのハードウェア要件とソフトウェア要件ノードのハードウェア要件とソフトウェア要件ノードのハードウェア要件とソフトウェア要件
ノードごとにハードウェアとソフトウェアの要件を検証します。

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア
クラスタ内の各ノードには、次のハードウェアが必要です。

❏ オペレーティング・システム固有のインストレーション・ガイドに記載されたオペレー
ティング・システム固有のハードウェア

❏ 外部共有ハード・ディスク

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
クラスタ内の各ノードには、次のソフトウェアが必要です。

❏ オペレーティング・システム固有のインストレーション・ガイドに記載されたオペレー
ティング・システム固有のソフトウェア

❏ 認定ベンダーから提供されるオペレーティング・システム固有のレイヤー

❏ Oracle8i Enterprise Edition

❏ Net8 Server

❏ Oracle Parallel Server

❏ Oracle Intelligent Agentリリース 8.1.6（Oracle Enterprise Managerを使用している場
合）

❏ オンライン・マニュアルを表示するための次のいずれかのWebブラウザ

– Netscape Navigatorバージョン 3.0以上 

http://www.netscape.com

– Microsoft Internet Explorerバージョン 3.0以上 

http://www.microsoft.com
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システムのインストール要件
Oracle Enterprise Managerのハードウェア要件とソフトウェア要件のハードウェア要件とソフトウェア要件のハードウェア要件とソフトウェア要件のハードウェア要件とソフトウェア要件
Oracle Enterprise Managerバージョン 2は、Console、ツールおよびサービス・パッケージ、
管理サーバーと Oracle Intelligent Agentのネットワークからなる管理フレームワークです。

個々の Oracle Enterprise Managerコンポーネントを別々のマシンで実行したり、個々のマ
シン上の異なるコンポーネントを併合して Oracle環境全体を管理できます。

コンポーネントは、次のとおりです。

� Consoleおよび DBA Studio

� Management Server

� リポジトリ・データベース

� ネットワークを介したエージェントでの管理ターゲット

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

Consoleおよび
DBA Studio

Consoleは、Oracle Intelligent Agent（ノードにインストール）と
連動して、1台のコンソールからデータベース管理を実行します。

DBA Studioが専用マシンにあるか、またはManagement Serverに
接続せずにスタンドアロン・モードで実行される場合、
tnsnames.oraファイルを構成する必要があります。このファイ
ルには、インスタンス用のエントリが含まれている必要がありま
す。

Management Server Management Serverでは、Consoleから要求された機能が実行され
ます。

Management Serverがリポジトリ・データベースと異なる専用マシ
ンにある場合、リポジトリ・データベースと通信するには Net8を
インストールして構成する必要があります。

リポジトリ・データベース リポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベースは、Oracle Enterprise Managerから要求
されるデータが格納されている Oracleデータベース内の表の集合
です。

リポジトリは、バージョン 7.3.4以上の Oracleデータベースに格納
する必要があります。

ネットワークを介したエー
ジェントでの管理ターゲッ
ト

管理ターゲットは、Oracle Enterprise Managerで集中管理できる
サービスやエンティティです。たとえば、ノード、データベース、
Webサーバー、リスナー、ページング・サービスなどは、その一例
です。

各 Oracle Parallel Serverには、リリース 8.1.6またはそれ以前の
Oracle Intelligent Agentをインストールする必要があります。
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システムのインストール要件
オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システム  

� Windows NTバージョン 4.0

� Solaris 2.6

Enterprise Managerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア  

� Oracle Enterprise Managerバージョン 2

� Oracle Diagnostics Packバージョン 2

Oracle Diagnostics Packには、Oracle Performance Managerアプリケーションが含まれ
ています。このアプリケーションを使用すると、Parallel Server用の様々なグラフィッ
ク・パフォーマンス統計チャートを選択できます。

� Diagnostics Packがインストールされているマシン上の Net8 Client。また、
Management Server、Database Administration Applicationsおよび Consoleがそれぞれ
専用マシンにある場合は、Net8 Clientが必要です。

リポジトリとしてサポートしているリポジトリとしてサポートしているリポジトリとしてサポートしているリポジトリとしてサポートしている Oracleデータベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョン  

データベース・リポジトリ・マシン上の 8.1.6、8.1.5、8.0.5、8.0.4、8.0.3、7.3.4

サポートしているサポートしているサポートしているサポートしている Oracle Intelligent Agent  

すべての Oracle Parallel Serverノード上の 8.1.6

Oracle Intelligent Agentは、Oracle8i Enterprise Editionの CD-ROMからインストールでき
ます。

注意注意注意注意 : Consoleおよび DBA Studioは、Windows 95/98でも実行できま
す。Management Serverとリポジトリは、これらのプラットフォームでは
実行できません。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.6のデータベースには、旧リリースの Oracle 
Enterprise Managerと Oracle Diagnostics Packを使用することもできま
す。詳細は、Oracle Enterprise Managerのドキュメントを参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : ディスク領域およびメモリー要件の詳細は、『Oracle インストレー
ション・ガイド』を参照してください。
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ロー・デバイスの設定
共有ディスク・サブシステム共有ディスク・サブシステム共有ディスク・サブシステム共有ディスク・サブシステム
Oracle Parallel Serverの場合、共有ディスク・サブシステムに共有ロー・パーティションを
含める必要があります。Oracle8i のすべてのデータ・ファイル、ログ・ファイルおよび制御
ファイルは、共有ロー・パーティションに格納されます。

ロー・デバイスの設定ロー・デバイスの設定ロー・デバイスの設定ロー・デバイスの設定
クラスタは、クラスタのすべてのノード間での共有ファイル・システムへのアクセスを提供
しません。そのため、データ・ファイル、REDOログ・ファイルおよび制御ファイルは、
ロー・デバイスに格納されます。データ・ファイルと制御ファイルは、すべてのインスタン
スに共有されます。固有の REDOログ・ファイルはインスタンスごとにありますが、リカ
バリ時には、すべてのインスタンスがすべてのログ・ファイルにアクセスする必要がありま
す。

インストール前にロー・デバイスが設定されているかどうかを確認してください。ロー・デ
バイスを設定せずに Oracle Database Configuration Assistantを実行すると、データベース
は作成されません。

Oracle Database Configuration Assistantでデータベース・ファイルを作成するには、データ
ベースを作成する前に、正確な数のロー・デバイスを設定する必要があります。必要な
ロー・デバイスの数は、次のとおりです。

� データ・ファイル用に 6つ

� Oracle8i interMedia用に 1つ（使用する場合）

� 制御ファイル用に 2つ

� 各ノードの REDOログ・ファイル用に 2つ

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverデータベースのインスタンスごとに固有の
ログ・ファイルがありますが、制御ファイルとデータ・ファイルはクラス
タ内のインスタンスに共有されます。ただし、ログ・ファイルは、他のイ
ンスタンスからアクセス可能でありかつ読取り可能にする必要がありま
す。
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ロー・デバイスの設定
Oracle Database Configuration Assistantで使用可能な Typicalデータベース作成タイプは、
次の表に示すサイズでファイルを作成します。ロー・パーティションは、ファイル・サイズ
より 1MB以上大きいサイズである必要があります。

Oracle Database Configuration Assistantで使用可能な Customデータベース作成タイプを使
用すると、ファイル・サイズおよびブロック・サイズを指定できます。ロー・パーティショ
ンによって、カスタマイズ・サイズの確保に十分な領域が提供されていることを確認してく
ださい。

Oracle Database Configuration Assistantでデータベースを作成する計画がない場合、作成す
る必要のあるロー・デバイスの数は、作成を計画しているデータ・ファイル、REDOログ・
ファイルおよび制御ファイルの数によって異なります。

ロー・デバイスが作成されるべきサイズロー・デバイスが作成されるべきサイズロー・デバイスが作成されるべきサイズロー・デバイスが作成されるべきサイズ ファイル・サイズファイル・サイズファイル・サイズファイル・サイズ

SYSTEM表領域 200MB

USERS表領域 108MB

TEMP表領域 Multipurposeデータベースまたは Online 
Transaction Processing（OLTP）データベース用に
72MB

Warehousingデータベース用に 520MB

注意注意注意注意 : Multipurposeは、Typicalインストール・タ
イプのデフォルトです。

RBS表領域 Multipurposeデータベースまたは OLTPデータ
ベース用に 520MB

Warehousingデータベース用に 1032MB

INDX表領域 58MB

TOOLS表領域 12MB

DRYSYS表領域 80MB

第 1制御ファイル 100MB

第 2制御ファイル 100MB

ノードごとの 2つの REDOログ・ファイル 1MB

参照参照参照参照 : データベース作成の詳細は、1-8ページの「データベース作成方法
の選択」を参照してください。

注意注意注意注意 : ファイル・サイズは後で変更できますが、Windows NT上の
ロー・デバイスは、一度作成したら拡張または縮小しません。そのため、
ファイル・サイズではロー・デバイスのサイズを拡張できません。
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ロー・デバイスの設定
ロー・デバイスの作成は、次の項で説明されているように、オペレーティング・システムに
よって異なります。

� UNIX

� Windows NT

UNIX
UNIXオペレーティング・システム上でロー・デバイスを作成する手順は、次のとおりで
す。

1. ロー・デバイスを作成します。

2. データ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルを作成します。どんな
ファイル名でも使用できます。簡素化のため、ロー・デバイス・タイプに一致するファ
イル名の使用をお薦めします。たとえば、次のようなファイル名です。

参照参照参照参照 : ご使用の UNIXオペレーティング・システムの『Oracle8i 管理者
リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : ロー・デバイスを作成するには、root権限を所有している必要が
あります。

ファイル名の例ファイル名の例ファイル名の例ファイル名の例 ロー・デバイスロー・デバイスロー・デバイスロー・デバイス

db_name_system01.dbf SYSTEM表領域のロー・デバイス

db_name_user01.dbf USERS表領域のロー・デバイス

db_name_temp01.dbf TEMP表領域のロー・デバイス

db_name_rbs01.dbf RBS表領域のロー・デバイス

db_name_indx01.dbf INDX表領域のロー・デバイス

db_name_tools01.dbf TOOLS表領域のロー・デバイス

db_name_drysys01.dbf DRYSYS表領域のロー・デバイス

db_name_control01.clt 第 1制御ファイルのロー・デバイス

db_name_control02.clt 第 2制御ファイルのロー・デバイス

db_name_redothread_number.log

threadはノードのスレッド IDで、numberは
ノードのログ番号（1または 2）です。

ノードごとの REDOログ・ファイル
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ロー・デバイスの設定
3. Typicalインストール・タイプを使用する計画がある場合は、次のステップを実行しま
す。

a. Oracle Universal Installerを実行する予定のノード上で、各ロー・デバイスのファ
イル名を示すエントリを含む ASCIIファイルを次の形式で作成します。

database_object raw_device_file

database_objectはロー・デバイス・オブジェクトを示し、raw_device_fileはデータ・
ファイル、制御ファイルまたは REDOログ・ファイルのパスを示します。次の表
に、Oracle Database Configuration Assistantが期待するデータベース・オブジェク
トを示します。

2つのノードを持つクラスタの場合、ASCIIファイルは次の例のようになります。

注意注意注意注意 : このステップは、Customインストール・タイプには必要ありません。

データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト 使用対象使用対象使用対象使用対象

system1 SYSTEM表領域のデータ・ファイル

users1 USERS表領域のデータ・ファイル

temp1 TEMP表領域のデータ・ファイル

rbs1 RBS表領域のデータ・ファイル

indx1 INDX表領域のデータ・ファイル

tools1 TOOLS表領域のデータ・ファイル

drysys1 DRYSYS表領域のデータ・ファイル

control1 第 1制御ファイル

control2 第 2制御ファイル

redothread_number

threadはノードのスレッド ID
で、numberはノードのログ番
号（1または 2）です。

REDOログ・ファイル

各ノードには、2つのエントリが必要です。最初の
ノードのエントリは次のようになります。
redo1_1
redo1_2

2番目のノードのエントリは次のようになります。
redo2_1
redo2_2
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ロー・デバイスの設定
system1          device/path/op_system1.dbf
users1           device/path/op_user1.dbf
temp1            device/path/op_temp1.dbf
rbs1             device/path/op_rbs1.dbf
indx1            device/path/op_indx1.dbf
tools1           device/path/op_tools1.dbf
drsys1           device/path/op_drsys1.dbf
control1         device/path/op_control1.clt
control2         device/path/op_control2.clt
redo1_1          device/path/op_redo1_1.log
redo1_2          device/path/op_redo1_2.log
redo2_1          device/path/op_redo2_1.log
redo2_2          device/path/op_redo2_2.log

b. 環境変数 DBCA_RAW_CONFIGを、この ASCIIファイルの場所を指すように設定
します。

Oracle Database Configuration Assistantは、データベースの作成時にこの環境変数
を検索し、ASCIIファイルの内容を読み取り、表領域の作成時に、データ・ファイ
ルに対して、表の右側の列で示されているファイル名を使用します。

Windows NT
Windows NTでは、真の分散ファイル・システムをサポートしていません。そのため、デー
タ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルは、フォーマットされていない
ロー・デバイスに常駐します。

拡張パーティションは、データベース・ファイル用に複数論理パーティションが割当てられ
るディスク上のロー領域を指します。

Windows NT上のロー・デバイスは、通常のファイル・システムのように、関連付けられた
ファイル名またはドライブ名を持たないため、拡張パーティション拡張パーティション拡張パーティション拡張パーティションが最初に作成され、ディ
スク上のロー領域を指します。次に 複数の論理パーティションが作成され、次の形式でシンシンシンシン
ボリック・リンク名ボリック・リンク名ボリック・リンク名ボリック・リンク名が割り当てられます。

¥¥.¥symbolic_link_name 

シンボリック・リンクは、論理パーティションの名前を簡素化します。たとえば、SYSTEM
表領域の場合は、¥¥.¥op_system1です。SYSTEM表領域が作成されると、データ・ファ
イルのコピーは、特定の論理パーティションにリンクする ¥¥.¥op_system1で作成されま
す。

Oracle Database Configuration Assistantがデータベースを作成する場合、作成されたシンボ
リック・リンクを検証し、ファイルをロー・デバイスに格納します。
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ロー・デバイスの設定
Windows NT上では、作成しているデータベースに対して論理パーティションおよびシンボ
リック・リンクを作成します。

Database Configuration Assistantによって実行される Typicalデータベース作成タイプでは、
次の表に示すようなシンボリック・リンク名が必要です。

参照参照参照参照 : 論理パーティションおよびシンボリック・リンク作成の詳細は、
『Oracle Parallel Server for Windows NT管理者ガイド』を参照してくださ
い。

シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名 使用対象使用対象使用対象使用対象

¥¥.¥db_name_system1 SYSTEM表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_users1 USERS表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_temp1 TEMP表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_rbs1 RBS表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_indx1 INDX表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_tools1 TOOLS表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_drsys1 DRSYS表領域のデータ・ファイル

¥¥.¥db_name_control1 第 1制御ファイル

¥¥.¥db_name_control2 第 2制御ファイル

¥¥.¥db_name_redothread_number

threadはノードのスレッド IDで、
numberはノードのログ番号（1または
2）です。

REDOログ・ファイル

各ノードには、2つの REDOログ・ファ
イルが必要です。データベース名が OP
の場合、最初のノードのリンク名は、次
のようになります。
op_redo1_1
op_redo1_2

最初のノードのリンク名は次のようにな
ります。

op_redo2_1
op_redo2_2
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インストール前処理のステップ
インストール前処理のステップインストール前処理のステップインストール前処理のステップインストール前処理のステップ
インストール前に次のステップを実行します。

1. ベンダー提供のオペレーティング・システム固有のレイヤーをインストールします。こ
のレイヤーは、Oracle認定済である必要があります。

2. ベンダーのドキュメントに記載されている説明に従って、クラスタウェアで診断しま
す。

3. 2-5ページの「ロー・デバイスの設定」で記載されている説明に従って、ロー・デバイ
スを作成します。

4. UNIXクラスタの場合は、rootユーザーとして次のステップを実行します。

a. クラスタのすべてのノードの /etc/groupファイル内で、OSDBAグループが定義
されているかどうかを確認します。OSDBAのグループ名と番号（および、インス
トール時に指定する計画がある場合は、OSOPERグループ）は、1つのデータベー
スにアクセスする UNIXクラスタのすべてのノードに共通である必要があります。
OSDBAおよび OSOPERグループのデフォルトの UNIXグループ名は、dbaです。

b. クラスタの各ノード上で、次のように指定して oracleアカウントを作成します。

- アカウントは OSDBAグループのメンバーである。

- アカウントは Oracleソフトウェアのインストールと更新専用である。

- アカウントはリモート・ディレクトリへの書込み権限を持つ。

c. 各ノード上で次のように指定して、Oracleソフトウェア・ディレクトリ構造の最上
位になるマウント・ポイント・ディレクトリを作成します。

- 各ノード上のマウント・ポイント名は、最初のノード上のマウント・ポイント名
と同じである。

- oracleアカウントは読取り、書込みおよび実行権限を持つ。

d. Oracle Universal Installerを実行予定のノード上で、oracleアカウントの .rhosts
ファイルまたは /etc/hosts.equivファイルにクラスタ内のすべてのノードのエ
ントリを追加し、ユーザー等価関係を設定します。

e. ステップの完了後に rootアカウントを終了します。

5. UNIXクラスタの場合は、oracleアカウントとしてクラスタ内の各ノードへのリモート・
ログイン（rlogin）を実行し、oracleアカウントのユーザー等価関係をチェックし
ます。パスワードを求めるプロンプトが表示された場合、oracleアカウントには全ノー
ド上で同じ属性を与えられていません。Oracle Universal Installerでは、ユーザー等価
関係がなければ、rcpコマンドを使用して Oracle製品をリモート・ディレクトリにコ
ピーできません。
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インストール前処理のステップ
注意注意注意注意 : UNIXクラスタには、単一インスタンス環境と同様の環境設定も
必要です。これらの手順と UNIXオペレーティング・システム固有の
Oracle Parallel Serverインストールの前処理手順については、ご使用の
UNIXオペレーティング・システムの『Oracle8i インストレーション・ガ
イド』を参照してください。
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Oracle Parallel Serverデータベースの
3

Oracle Parallel Serverデータベースのデータベースのデータベースのデータベースの

インストールと作成インストールと作成インストールと作成インストールと作成

この章では、Oracle Parallel Serverソフトウェアをインストールして、Oracle Parallel 
Serverデータベースを作成する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� インストール・タイプ

� インストール手順

� Typicalインストール

� Customインストール

� インストールされた構成の理解

� リリース 8.1への移行またはアップグレード

� 複数の Oracleホーム

� インストール後のデータベースの作成

� パラレル・モードでのデータベースの起動

� インスタンスが実行中かどうかの検証

� データベースの削除
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インストール・タイプ
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
インストール時に選択するインストール・タイプとデータベースのタイプによって、インス
トールと構成に関する情報の決定方法が決まります。

Oracle Universal Installerの実行時には、次のインストール・タイプから Oracle8i Enterprise 
Editionと Oracle Parallel Serverのインストール方法を選択できます。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 説明説明説明説明

Typical 事前構成済の初期データベース、ライセンス取得可能な Oracleオ
プション（Oracle Parallel Serverを含む）、ネットワーキング・サー
ビス、Oracle8i ユーティリティおよびオンライン・マニュアルがイ
ンストールされます。これは、完全なデータベース・パッケージを
希望する新規ユーザーや経験豊富なユーザー向けの推奨インストー
ル・タイプです。

インストールの終了時に Oracle Database Configuration Assistant
が実行され、Oracle Parallel Serverデータベースの作成およびデー
タベースの初期化が行われます。

Custom Oracle8i Enterprise Editionや Oracle Parallel Serverなどの製品を自
由に選択し、CD-ROMからクラスタ内のノードの任意のサブセッ
トにインストールできます。Oracle8i Enterprise Editionを選択する
と、Oracle Database Configuration Assistantを起動するかどうかを
選択できます。Oracle Database Configuration Assistantから作成で
きるデータベースは、次のとおりです。

� 初期データベース

� Online Transaction Processing（OLTP）データベース

� 意思決定支援システム（DSS）データベース

� Multipurposeデータベース（OLTPおよび DSS処理の混合）

Oracle Database Configuration Assistantを実行しない場合、後から
それを実行して Oracle Parallel Serverを構成できます。

データベースをインストールしない場合、データベースを手動で作
成できます。

参照参照参照参照 : Oracle Database Configuration Assistantによるデータベース作成の
詳細は、1-9ページの「Oracle Database Configuration Assistantの使用」を
参照してください。

注意注意注意注意 : Minimalインストール・タイプは、Oracle Parallel Serverではサ
ポートされていません。
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インストール手順
インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順
インストール時、ソフトウェア・コンポーネントは Oracle Universal Installerを実行してい
るノードにインストールされ、クラスタ内で選択したノードに送信されます。

Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle Parallel Serverをインストールする手順は、次のと
おりです。

1. 2-11ページの「インストール前処理のステップ」のタスクを完了しているかどうかを確
認します。

2. Oracle Universal Installerを実行する前に、Installerを実行する予定のノードから、
ユーザーに他のノードへの管理権限があるかどうかを、次のオペレーティング・システ
ム固有の手順で確認します。

3. Oracle8i Enterprise Editionをクラスタ内の 1つのノードにインストールします。

オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システム 検証方法検証方法検証方法検証方法

UNIX ローカル・ノードを含む、他のノードへのリモート・コ
ピー（rcp）を実行します。

Windows NT クラスタを構成するノードごとに次のコマンドを入力しま
す。Cドライブにコピーする場合は、次のコマンドを入力
します。

NET USE ¥¥host_name¥C$ 

host_nameは、Cluster Managerの DefinedNodesレジスト
リに定義したホスト名です。

接続が成功すると、次のように表示されます。

The command completed successfully.

クラスタ内の各ノードに同じユーザー名とパスワードを使
用するか、ドメイン・ユーザー名を使用することをお薦め
します。ドメイン・ユーザー名を使用する場合は、各ノー
ド上で管理権限を持つユーザー名とパスワードを使用して
ドメインにログインします。

参照参照参照参照 :

� ご使用の UNIXオペレーティング・システムの『Oracle8i インスト
レーション・ガイド』を参照してください。

� 『Oracle8i for Windows NTインストレーション・ガイド』を参照して
ください。
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インストール手順
4. Oracle Parallel Serverを正常にインストールするには、次のタスクを実行する必要があ
ります。

a. 「Available Products」ページで「Oracle8i Enterpise Edition」を選択します。

b. 「Installation Types」ページで「Typical」または「Custom」を選択します。これら
のインストール・タイプの詳細は、3-5ページの「Typicalインストール」または
3-5ページの「Customインストール」を参照してください。

c. 「Custom」インストールを実行する場合は、「Available Product Components」ペー
ジで Oracle Database Optionsフォルダの下の「Oracle Parallel Server」が選択され
ていることを確認します。

Oracle Universal Installerでは、Cluster Managerクラスタウェアが正しく構成され
ていない場合は、Oracle Parallel Serverは表示されません。詳細は、OSDベンダー
のドキュメントを参照してください。

d. 「Cluster Node selection screen」ページから、ソフトウェアのインストール元とな
るノードを選択します。

インストールを実行中のノードは、 自動的に選択されます。

ノード・リストに期待したノードが表示されない場合は、ベンダー提供のクラスタ
ウェアがインストールされていないか、実行されていないか、正しく構成されてい
ないことを示します。

 

クラスタウェアがインストールされていない場合は、「Previous」をクリックし、
そのノードにクラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（Cluster Manager: CM））））をインストールして
から、「Next」をクリックします。これでノードが表示されます。

e. 「Database Identification」ページに、op.us.acme.comのように、データベース
名およびドメインからなる適切なグローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名を入力し、インスタ
ンスごとの Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））に使用される
共通接頭辞を受け入れるか、変更します。

各インスタンスには、ここに入力した共通接頭辞と自動生成されるスレッド IDか
らなる SIDが与えられます。たとえば、opと入力すると、クラスタ内の最初のイ
ンスタンスの SIDは op1、2番目のインスタンスの SIDは op2となります。

インストール中には、他のノードに、インストールされるコンポーネントを示す
メッセージは表示されません。

参照参照参照参照 : ベンダーのドキュメントを参照してください。
3-4 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



Customインストール
Typicalインストールインストールインストールインストール
Typicalインストール・タイプを選択すると、何も入力しなくても、ソフトウェアのインス
トール後に Net8 Configuration Assistantおよび Oracle Database Configuration Assistant
が実行されます。Oracle Database Configuration Assistantは初期データベースを作成し、
ネットワーク構成に必要な情報を追加します。データベース作成中に、Oracle Database 
Configuration Assistantでは、ロー・デバイスが各表領域ごとに作成されたかどうかが検証
されます。ロー・デバイスの構成は、2-5ページの「ロー・デバイスの設定」で完了してい
る必要があります。ロー・デバイスが正しく設定されていない場合は、Oracle Database 
Configuration Assistantではデータベースを作成できません。

Customインストールインストールインストールインストール
Oracle Universal Installerでは、次のどちらの方法でデータベースを作成するかの選択を求
めるプロンプトが表示されます。

� インストール中に Oracle Database Configuration Assistantを使用する方法

� インストール後に Oracle Database Configuration Assistantを使用するか、または他の手
動操作を行う方法

この項の内容は、次のとおりです。

� インストール中の Net8 Configuration Assistant

� インストール中の Oracle Database Configuration Assistant

参照参照参照参照 : インストール後にデータベースを作成する場合は、3-23ページの
「インストール後のデータベースの作成」を参照してください。
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Customインストール
インストール中のインストール中のインストール中のインストール中の Net8 Configuration Assistant
Net8 Configuration Assistantおよび Oracle Database Configuration Assistant（選択によっ
て異なります）は、ソフトウェアのインストール後に実行されます。

Net8 Configuration Assistantでは、次のウィザードのページが表示されます。

「Perform typical configuration」を選択し、Typicalインストールでネットワーク構成を作成
します。選択しない場合は、ディレクトリ・サービス・アクセスの構成、リスナーの構成お
よびネーミング・メソッドの構成を求めるプロンプトが表示されます。

注意注意注意注意 : リスナーを構成する場合、Oracle Enterprise Managerでは、
TCP/IPが必須です。TCP/IPプロトコルをポート 1521で使用することを
お薦めします。

登録済のポート 1521を使用しない場合は、LOCAL_LISTENERパラメー
タを initsid.oraファイル内に設定し、ネーミング・メソッドを使用し
て変換する必要があります。Net8 Configuration Assistantの後に実行され
る Oracle Database Configuration Assistantでは、このパラメータが正し
く構成されます。

listener.ora内でデフォルト以外のポート番号を構成する方法につい
ては、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 7章「リスナーの構成」を参照
してください。
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Customインストール
インストール中のインストール中のインストール中のインストール中の Oracle Database Configuration Assistant
インストール中に Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成
する方法を選択すると、次のウィザードのページが表示されます。

データベースを作成するには、「Typical」または「Custom」データベース作成タイプを選択
します。

Oracle Database Configuration Assistantはデータベースを作成し、ネットワーク構成に必要
な情報を追加します。ディレクトリ・アクセスが Net8 Configuration Assistantで構成され
た場合、データベース・サービスへのエントリは、そのディレクトリに追加されます。ディ
レクトリ・アクセスが構成されたクライアントも、データベース・サービスのネットワーク
情報にアクセスでき、tnsnames.oraファイルを使用せずにデータベースに接続できます。

データベース作成中に、Oracle Database Configuration Assistantでは、各表領域ごとに
ロー・デバイスが作成されたかどうかが検証されます。ロー・デバイスの構成は、2-5ペー
ジの「ロー・デバイスの設定」で完了している必要があります。ロー・デバイスが正しく設
定されていない場合は、Oracle Database Configuration Assistantではデータベースを作成で
きません。

参照参照参照参照 : データベース作成タイプの詳細は、1-10ページの「データベース
作成方法の選択」を参照してください。

参照参照参照参照 : LDAP対応のディレクトリ・サポートの詳細は、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』の第 2章「Net8の概念」を参照してください。
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インストールされた構成の理解
インストールされた構成の理解インストールされた構成の理解インストールされた構成の理解インストールされた構成の理解
Net8 Configuration Assistantおよび Oracle Database Configuration Assistantでは、正常な
データベース作成の要件および Oracle Parallel Serverの Oracle Enterprise Manager検出の
要件がすべて一致しています。次の項では、構成された環境について詳しく説明します。

� Optimal Flexible Architecture

� オペレーティング・システム固有の構成

� 初期化パラメータ・ファイル（initsid.oraおよび initdb_name.oraファイル）

� リスナー（listener.oraファイル）

� ディレクトリ・サーバー・アクセス（ldap.oraファイル）

� ネット・サービス名（tnsnames.oraファイル）

� プロファイル（sqlnet.oraファイル）

注意注意注意注意 : 構成ファイルは、クラスタ内のすべてのノードで作成されます。
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インストールされた構成の理解
Optimal Flexible Architecture
Oracle Database Configuration Assistanceは、Optimal Flexible Architecture（（（（OFA））））のガ
イドラインに従って、必要な Oracle Parallel Serverファイルを作成します。それによって、
データベース・ファイルおよび管理ファイル（初期化パラメータ・ファイルを含む）の命名
および配置が標準に従って行われます。

オペレーティング・システム固有の構成オペレーティング・システム固有の構成オペレーティング・システム固有の構成オペレーティング・システム固有の構成
次の項では、オペレーティング・システム固有の構成上の問題について説明します。

� UNIX上の oratabファイル

� UNIX上の db_name.confファイル

� Windows NT上の Oracle Parallel Serverデータベースのためのレジストリ値

� Windows NT上のサービス作成

UNIX上の上の上の上の oratabファイルファイルファイルファイル 
Oracle Parallel Serverデータベースのエントリが、oratabファイルに作成されます。
Oracle Enterprise Managerでは、サービス検出時にこのファイルを使用して、データベース
が Oracle Parallel Serverであるかどうかと、そのデータベース名を判断します。

Oracle Parallel Serverのエントリの構文は、次のとおりです。

db_name:$ORACLE_HOME:N

db_nameは Oracle Parallel Serverデータベースに与えられたデータベース名、
$ORACLE_HOMEはデータベースへのディレクトリ・パス、Nはマシンの再起動時にデータ
ベースが起動されないことを示します。たとえば、データベース名 opのエントリは、次の
とおりです。

OP:/private/system/op:N

UNIX上の上の上の上の db_name.confファイルファイルファイルファイル
db_name.confというファイルが、$ORACLE_HOME/opsに作成されます。Oracle 
Enterprise Managerでは、サービス検出中にこのファイルを使用して、ノードで実行される
インスタンスを判断します。

参照参照参照参照 : OFAファイル構造を理解するには、付録 A「ディレクトリ構造」
を参照してください。
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インストールされた構成の理解
このファイルには、次のパラメータが含まれます。

たとえば、データベース名 opのエントリは次のとおりです。

node_list="1-2" 
inst_oracle_sid=(op1, op2)
lsnr_listener_name="listener"

Windows NT上の上の上の上の Oracle Parallel Serverデータベースのためのレジストリ値データベースのためのレジストリ値データベースのためのレジストリ値データベースのためのレジストリ値
Windows NTでは、ノードで実行されるすべての Oracle Parallel Serverが、レジストリに
よってサブキー HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PMの下に表示さ
れます。このサブキーの下に、各 Oracle Parallel Serverクラスタの専用レジストリ・サブ
キーがあります。Oracle Enterprise Managerでは、その情報を使用して、Oracle Parallel 
Serverのデータベース名、インスタンスおよびノードを検出します。

次の「Registry Editor」画面は、データベース名 opのサブキーを示しています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

node_list Oracle Parallel Server用のノードを定義します。ノード番号は、
Cluster Managerソフトウェアによって決定されます。

inst_oracle_sid クラスタ内の各インスタンス用の SIDを定義します。

lsnr_listener_name 各インスタンス用のリスナー名を定義します。
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インストールされた構成の理解
opには、op1および op2という 2つのインスタンス用のエントリが含まれています。レジ
ストリ値名は、インスタンス用のノードの数で、最初のノードは 0で始まります。2番目の
ノードは、それに続く値 1です。次の表に、これらのレジストリ値を説明します。

Windows NT上のサービス作成上のサービス作成上のサービス作成上のサービス作成
各ノードは、ノード上のインスタンスに対して OracleServicesidサービスによって構成され
ます。このサービスは、コントロール パネルから制御できるWindows NTサービスです。

データベース・インスタンスを起動する前に、このサービスを起動する必要があります。

 

値値値値 値のタイプ値のタイプ値のタイプ値のタイプ 説明説明説明説明

0 REG_MULTI_SZ 最初のノードの op1に割り当てるクラスタ・インスタンス IDデータ
を次の形式で指定します。

SID   COMPUTER_NAME   HOST_NAME   ORACLE_HOME

op1   IDOPS1                           idops1                c:¥OracleSW¥Ora816

1 REG_MULTI_SZ 2番目のノードの op2に割り当てるクラスタ・インスタンス IDデー
タを次の形式で指定します。

SID   COMPUTER_NAME   HOST_NAME   ORACLE_HOME

op2   IDOPS2                           idops2                c:¥OracleSW¥Ora816 

参照参照参照参照 : 3-41ページの「パラレル・モードでのデータベースの起動」を参
照してください。
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インストールされた構成の理解
初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（初期化パラメータ・ファイル（initsid.oraおよびおよびおよびおよび initdb_name.oraファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
Oracleデータベースのインスタンス（システム・グローバル領域およびバックグラウンド・
プロセス）は、パラメータ・ファイルを使用して起動されます。各ノードは、インスタンス
用の initsid.oraというインスタンス固有の初期化パラメータ・ファイルと、Oracle 
Parallel Server用の initdb_name.oraという共通の初期化パラメータ・ファイルを使用し
て構成されます。

Oracle Database Configuration Assistantは、initsid.oraファイルおよび
initdb_name.oraファイルを作成します。ファイル名は、Oracle Universal Installerの
「Database Identification」ページに入力したグローバル・データベース名および SIDの情報
に基づきます。

この項の内容は、次のとおりです。

� ファイルの位置

� マルチスレッド・サーバーの構成

� デフォルト以外のリスナー

� 複数のリスナー

ファイルの位置ファイルの位置ファイルの位置ファイルの位置
Typicalインストールの場合、Oracle Database Configuration Assistantでは、initsid.ora
ファイルおよび initdb_name.oraファイルが、UNIXでは
$ORACLE_BASE/admin/db_name/pfile、Windows NTでは
ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥pfileに作成されます（初期データベースの場合）。

Customインストールの場合、initsid.oraファイルは、UNIXでは
$ORACLE_BASE/admin/db_name/pfile、Windows NTでは
ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥pfileに作成されます（初期データベースの場合）。
Typicalデータベース作成タイプが選択された場合、initdb_name.oraファイルもこの位
置に作成されます。Customデータベース作成タイプを使用すると、initdb_name.ora
ファイルの位置を設定できます。

参照参照参照参照 :

� 1-14ページ の「初期化パラメータ・ファイル」を参照してください。

� これらのファイルの詳細は、4-4ページの「初期化パラメータ・ファ
イルの理解」を参照してください。
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インストールされた構成の理解
マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成
Typicalインストールでは、initdb_name.oraファイルは、マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
（（（（multi-threaded server: MTS））））を伴って構成されます。

Customインストールでは、MTSは次の場合に構成されます。

� Typicalデータベース作成タイプで、20人以上のユーザーが OLTPデータベース用に構成
された場合

� Customデータベース作成タイプで、共有サーバー・モードが選択された場合

MTSは、次のように構成されます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(listener=listeners_db_name)"

この構成によって、接続時ロード・バランス接続時ロード・バランス接続時ロード・バランス接続時ロード・バランスが使用可能になり、アクティブ接続数が、同じ
サービスの様々なインスタンスおよびMTSディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャの間で平衡化されます。
（listener=listeners_db_name）を設定すると、インスタンスは、インスタンス・ロー
ド情報を他のノードのリモート・リスナーに登録できるようになります。
listeners_db_name は、tnsnames.oraファイルに従ってリスナー・アドレスに変換さ
れます。

デフォルト以外のリスナーデフォルト以外のリスナーデフォルト以外のリスナーデフォルト以外のリスナー
TCP/IP、ポート 1521というデフォルトのリスナー・アドレスを使用しないリスナーを構成
する場合、initsid.oraファイル内の LOCAL_LISTENERパラメータは、次のように自動
的に構成されます。

local_listener=listener_sid

この場合、listener_sidは、マシン上の tnsnames.oraファイルに従ってリスナー・ア
ドレスに変換されます。

複数のリスナー複数のリスナー複数のリスナー複数のリスナー
Oracle Database Configuration Assistantが各ノード上で 1つ以上のリスナーを検出した場
合、リスナーのリストが表示されます。表示されるリスナーを 1つ選択できます。「デフォ
ルト以外のリスナー」で説明されているデフォルト以外のリスナーを選択する場合、
LOCAL_LISTENERパラメータは、initsid.oraファイルに設定されます。

参照参照参照参照 :

� 3-16ページの「ネット・サービス名（tnsnames.oraファイル）」を参
照してください。

� MTS_DISPATCHERSパラメータの詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイ
ド』を参照してください。
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インストールされた構成の理解
リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener.oraファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
サービスは、クライアント・アプリケーションのかわりに接続要求を受信するサーバー上の
プロセスであるリスナーを使用して、そのセッションを調整します。リスナーは、データ
ベース・サービスまたはデータベース以外のサービスのプロトコル・アドレスをリスニング
するように構成されています。

プロトコル・アドレスは、データベース・サービスまたはデータベース以外のサービスのリ
スナー構成ファイル listener.ora内に構成されます。同じアドレスで構成されたクライ
アントは、リスナーを通じてサービスに接続できます。

Typicalインストール時は、Net8 Configuration Assistantによって、LISTENERというデ
フォルト・リスナーが作成および起動されます。リスナーは、データベースおよび外部プロ
シージャ用のデフォルトのプロトコル・リスニング・アドレスで構成されます。

Customインストール時は、Net8 Configuration Assistantから 1つ以上のリスナーの作成を
求めるプロンプトが表示されます。リスナーは、ユーザーが指定した 1つのプロトコル・ア
ドレス、および外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャをリスニングするように構成されます。

両方のインストール・モードでは、Oracle Parallel Serverデータベースおよび外部プロシー
ジャについてのサービス情報が構成されます。Oracleリリース 8.1では、データベース・
サービスは、サービス名、インスタンス名、ロード情報などをリスナーに自動的に登録しま
す。この機能はサービス登録サービス登録サービス登録サービス登録と呼ばれ、listener.oraファイル内の構成は必要ありませ
ん。ただし、Oracle Enterprise Manager管理ツールでは、データベースを検出するために
listener.oraファイル内のサービス構成が必要です。データベース・サービス情報には、
データベースのグローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名およびインスタンスの Oracleシステム識別子
（SID）情報が含まれます。

リスナー作成後、リスナーは Net8 Configuration Assistantによって起動されます。
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インストールされた構成の理解
次に、インスタンス名 op1に対するエントリを持つ listener.oraファイルの例を示しま
す。

listener= 
  (description= 
    (address=(protocol=ipc)(key=extproc))) 
    (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun1)(port=1521)))
sid_list_listener= 
  (sid_list= 
    (sid_desc= 
      (sid_name=plsextproc) 
      (oracle_home=/orahome81) 
      (program=extproc)

 (sid_desc=
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op1)))

インスタンスの 2番目の SID_DESCのエントリには、GLOBAL_DBNAMEパラメータのエ
ントリがないことに注意してください。このエントリは、次に示すように、単一インスタン
ス・データベースの listener.oraファイルに特有のエントリです。

 (sid_desc=
  (global_dbname=sales.us.acme.com)
  (sid_name=sales)
  (oracle_home=/u01/app/oracle/8.1.6)))

Oracle Parallel Server環境では、GLOBAL_DBNAMEパラメータは、接続時フェイルオー接続時フェイルオー接続時フェイルオー接続時フェイルオー
バーバーバーバーまたは透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（Transparent Application Failover: 
TAF））））を使用禁止にするため、このパラメータを listener.oraファイルに追加しないよ
うにしてください。

参照参照参照参照 : リスナーおよび listener.oraファイルの詳細は、『Oracle8i 
Net8管理者ガイド』を参照してください。
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インストールされた構成の理解
ディレクトリ・サーバー・アクセス（ディレクトリ・サーバー・アクセス（ディレクトリ・サーバー・アクセス（ディレクトリ・サーバー・アクセス（ldap.oraファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
Customインストール時に、LDAP対応のディレクトリ・サーバーへのアクセスを Net8 
Configuration Assistantで構成することを選択した場合、ldap.oraファイルが作成されま
す。このファイルには、次の情報が含まれます。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの位置

� 管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト（ここから、このサーバーは、ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名およびデータベー
ス・サービス・エントリを検索、作成および変更可能）

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（tnsnames.oraファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
tnsnames.oraファイルは各ノード上で作成され、集中化されたディレクトリ（Customイ
ンストール時に構成された場合）はネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を伴って構成されます。接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子
は、接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップされる識別子です。接続記述子には、次の情報が含まれます。

� プロトコル・アドレスを介するリスナーの位置を含む、サービスへのネットワーク・
ルート

� Oracleリリース 8.1データベースのサービス名、または Oracleリリース 8.0またはバー
ジョン 7データベース用の SID

参照参照参照参照 : ディレクトリ・ネーミング構成およびディレクトリ・サーバー・
アクセス構成の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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インストールされた構成の理解
ネット・サービス名は、次の接続用に作成されます。

ネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプ 説明説明説明説明

データベース接続 Oracle Enterprise Managerは、データベースのネット・サービス名のエントリを検
索します。このエントリを使用すると、Oracle Enterprise Managerでは、Oracle 
Parallel Serverデータベースを検出でき、どのインスタンスを接続に使用するかを
判断できます。

リスナー・プロトコル・アドレスは、インスタンスごとに構成されます。また、
LOAD_BALANCEおよび FAILOVERオプションにより、アドレスがランダムに選
択されるように指定できます。選択したアドレスに障害が起きた場合、接続要求は
次のアドレスにフェイルオーバーされます。このように、インスタンスに障害が起
きても、Oracle Enterprise Managerは他のインスタンス経由で接続できます。

次の例では、Oracle Enterprise Managerは op.us.acme.comを使用して、ター
ゲット・データベース op.us.acme.comに接続します。

op.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
   (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun)(port=1521)
   (address=(protocol=tcp)(host=op2-sun)(port=1521) 
  (connect_data=
     (service_name=op.us.acme.com)))

注意注意注意注意 : FAILOVER=ONは、デフォルトでアドレスのリストに設定されます。そのた
め、FAILOVER=ONを明示的に指定する必要はありません。

インスタンス接続 Oracle Enterprise Managerは、インスタンスごとのネット・サービス名のエントリ
を検索します。このエントリを使用すると、Oracle Enterprise Managerでは、クラ
スタ内のインスタンスを検出できます。これらのエントリは、インスタンスの起動
および停止にも使用されます。

次の例では、 Oracle Enterprise Managerは op1.us.acme.comを使用して、
op1-server上の op1 という名前のインスタンスに接続します。

op1.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=op1-server)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=op.us.acme.com)
    (instance_name=op1)))
Oracle Parallel Serverデータベースのインストールと作成 3-17



インストールされた構成の理解
起動インスタンスの、
Windows NTへの接続

Oracle Parallel ServerがWindows NTにインストールされると、追加のネット・
サービス名のエントリは、データベース・サービス名ではなく SIDを付けて作成さ
れます。これらのネット・サービス名は、インスタンスごとの sid_startupに
よって一意に識別されます。これらのエントリを使用すると、Oracle Enterprise 
Managerでは、Windows NT上のデータベース・インスタンスをリモートで起動で
きます。

Windows NTの場合、リモート接続はノード間で実行されます。このリモート接続
では、データベースが停止している場合、SERVICE_NAMEおよび
INSTANCE_NAMEパラメータを受け入れることはできません。そのため、リモー
ト接続は専用サーバー・モードで起動するため、SIDを指定する必要があります

次の例では、Oracle Enterprise Managerは op1_startup.us.acme.comを使用
して、op1インスタンスを起動します。

op1_startup.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=op1-pc)(port= 1521))
  (connect_data= 
    (sid=op1)
    (server=dedicated))

UNIXノード上のインスタンスが Oracle Enterprise Managerによって起動される
と、コマンドがノード上のプロセスに渡され、ローカル接続が実行されます。その
ため、これらのエントリは作成されません。

リモート・リスナー 3-13ページの「マルチスレッド・サーバーの構成」で説明するとおり、
MTS_DISPATCHERSパラメータは、LISTENER属性付きで initsid.ora ファイ
ルに設定されます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(listener=listeners_db_name)"

これによって、インスタンスでは、他のノード上のリモート・リスナーについて知
ることができます。listeners_db_nameでは、tnsnames.oraファイルに従っ
てクラスタ内の最初の 3つのノードに変換されます。

次の例では、 listeners_op.us.acme.comは、クラスタ内で使用可能なリスナー
のリストに変換されます。

listeners_op.us.acme.com= 
   (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun)(port= 1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=op2-sun)(port=1521))

インスタンスは、このリストを使用して、情報を登録するリモート・リスナーの名
前を判断します。

ネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプ 説明説明説明説明
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インストールされた構成の理解
デフォルト以外のリスナー 3-13ページの「デフォルト以外のリスナー」および 3-13ページの「複数のリス
ナー」で説明するとおり、デフォルト以外のリスナーが構成される場合、
LOCAL_LISTENERパラメータは initsid.oraファイルに設定されます。

local_listener=listener_sid

listener_sidは、リスナー・アドレスに変換されます。

次の例では、listener_op1.us.acme.comは、デフォルト以外のリスナー・ア
ドレスに変換されます。

listener_op1.us.acme.com= 
   (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun)(port= 1421))

外部プロシージャ 外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャに接続するためのエントリです。これによって、Oracle8i データ
ベースは、外部プロシージャに接続できます。

extproc_connection_data.us.acme.com= 
 (description= 
  (address_list= 
    (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))
  (connect_data= 
    (sid=plsextproc)))

ネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプネット・サービス名のタイプ 説明説明説明説明
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インストールされた構成の理解
Typicalインストール時に作成されるサンプル tnsnames.ora ファイルは、次のとおりで
す。

op.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (failover=on)
  (address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=op2-sun)(port=1521))) 
  (connect_data=
     (service_name=op.us.acme.com)))

op1.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=op.us.acme.com)
    (instance_name=op1)))

op2.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=op2-sun)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=op.us.acme.com)
    (instance_name=op2)))

listeners_op.us.acme.com= 
   (address=(protocol=tcp)(host=op1-sun)(port= 1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=op2-sun)(port=1521))

extproc_connection_data.us.acme.com= 
 (description= 
  (address_list= 
    (address=(protocol=ipc)(key=extproc))
  (connect_data= 
    (sid=plsextproc)
    (presentation=RO)))

参照参照参照参照 : tnsnames.oraファイルの詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』
を参照してください。
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リリース 8.1への移行またはアップグレード
プロファイル（プロファイル（プロファイル（プロファイル（sqlnet.oraファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
sqlnet.oraファイルは、次のように自動的に構成されます。

� コンピュータのドメイン

このドメインは、修飾されていないネット・サービス名またはサービス名に自動的に追
加されます。たとえば、デフォルトのドメインが us.acme.comに設定されている場
合、接続文字列 CONNECT scott/tiger@op内の opは、op.us.acme.comとして検
索されます。

� 名前を接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換するためにサーバーが使用可能なネーミング・メソッド

ネーミング・メソッドの順序は、 ディレクトリ・ネーミング（Customインストールの
み）、tnsnames.oraファイル、Oracle Names Server、ホスト・ネーミングです。

Typicalインストール時に作成されるサンプル sqlnet.oraファイルは、次のとおりです。

names.default_domain=us.acme.com
names.directory_path=(tnsnames, onames,hostname)

リリースリリースリリースリリース 8.1への移行またはアップグレードへの移行またはアップグレードへの移行またはアップグレードへの移行またはアップグレード
Oracle Universal Installerでハード・ドライブ上に Oracleデータベースの旧バージョンが検
出されると、そのデータベースをリリース 8.1に移行またはアップグレードするかどうかを
確認するプロンプトが表示されます。

参照参照参照参照 :  sqlnet.oraファイルの詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』 
を参照してください。

重要重要重要重要 : Oracle Data Migration Assistantは Oracle Parallel Serverをサポー
トしていないため、「Migrate an Existing Database」チェック・ボックス
はオンにしないでください。そのかわりに、『Oracle8i 移行ガイド』ガイ
ドの説明に従って、インストール後に移行ユーティリティを使用して移行
してください。

注意注意注意注意 : Windows NT上で移行またはアップグレードするには、移行時の
ある特定の時点で OraclePGMSServiceを使用禁止にし、オペレーティン
グ・システム固有のレイヤーを起動および停止する必要があります。これ
らの手順は、『Oracle8i 移行ガイド』には記載されていません。移行およ
びアップグレード手順の詳細は、『Oracle8i for Windows NT管理者ガイ
ド』を参照してください。
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複数の Oracleホーム
共存共存共存共存
ご使用の Oracleデータベース・ソフトウェアのリリース番号が 8.1以上の場合、それらのソ
フトウェアは同じクラスタ内に共存できます。このことは、リリース 8.1より前の異なる
Oracleバージョンは、同じクラスタ内に共存できないことも意味します。たとえば、Oracle 
Parallel Serverデータベースのリリース 8.0および 8.1は、同じクラスタ内に共存できませ
ん。

ローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレード
ローリング・アップグレード（Oracle Parallel Server内の異なるデータベース、インスタン
スが同時に新しいバージョンへアップグレードされる機能）はサポートされません。

複数の複数の複数の複数の Oracleホームホームホームホーム
Oracle8i Enterprise Editionのデータベースと同様に、UNIX上の Oracle Parallel Serverは複
数の Oracleホームをサポートしています。これは、同じマシン（複数の Oracleホーム・
ディレクトリ）に 1つ以上のリリースをインストールする機能です。Windows NTは複数の
Oracleホームをサポートしていますが、すべての Oracleホームには同じリリースの
Oracle8i Enterprise Editionと Oracle Parallel Serverを格納する必要があります。

UNIXおよびWindows NTのいずれの場合も、各ノードはベンダー提供のオペレーティン
グ・システム固有のレイヤーのコピーを 1つのみアクティブにする必要があります。
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インストール後のデータベースの作成
インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成インストール後のデータベースの作成
インストール時にデータベースの作成を選択しない場合、Oracle Database Configuration 
Assistantを使用するかまたは手動操作によって、データベースを作成できます。この章の内
容は、次のとおりです。

� Oracle Database Configuration Assistantのスタンドアロン・モードでの作成

� 手動操作での作成

Oracle Database Configuration Assistantのスタンドアロン・モードでの作成のスタンドアロン・モードでの作成のスタンドアロン・モードでの作成のスタンドアロン・モードでの作成
この項では、Oracle Database Configuration Assistantのスタンドアロン・モードでの使用方
法について説明します。

� インストール要件

� データベースの作成

インストール要件インストール要件インストール要件インストール要件
Oracle Database Configuration Assistantでデータベースを作成するためには、表領域用の
ロー・デバイスが作成されている必要があります。データベース作成中に、Oracle Database 
Configuration Assistantでは、ロー・デバイスが各表領域用に作成されているかどうかが検
証されます。ロー・デバイスが正しく設定されていなければ、Oracle Database 
Configuration Assistantではデータベースを作成できません。

参照参照参照参照 : 2-5ページの「ロー・デバイスの設定」を参照してください。
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データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成
Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成する手順は、次のと
おりです。

1. 1つのノード上で Oracle Database Configuration Assistantを起動します。

� Windows NTの場合は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle for Windows NT」 
- [HOME_NAME] >「Oracle Database Configuration Assistant」を選択します。

� UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから dbassistを実行します。

「welcome」ページが表示されます。

2. Oracle Parallel Server Configurationを選択して「Next」をクリックします。

注意注意注意注意 : このページが表示されない場合は、Oracle Database Configuration 
Assistantで次の処理ができなかったことを意味します。

� UNIXオペレーティング・システム上のクラスタ内でのロック・マ
ネージャ・ソフトウェアまたはノード・リストの検出

� Windows NTへの Cluster Managerソフトウェアのロード

オペレーティング・システム固有のベンダーのドキュメントを参照して問
題を解決してから、Oracle Database Configuration Assistantを再起動して
ください。
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次のページが表示されます。

クラスタウェアに問題がある場合は、次のエラー・メッセージが表示されることがあり
ます。

UNIXの場合、このメッセージは、Oracle Database Configuration Assistantでクラスタ
内のノードのリストを検出できなかったことを示します。詳細は、オペレーティング・
システム固有のベンダーのドキュメントを参照してください。

Windows NTの場合、このメッセージは、Cluster Manager（CM）はインストールされ
ているが、次のいずれかの問題が検出されたことを示します。

– APIのコール・エラーがある

– ローカル・ノードが認識されない

– どのノードに対しても管理権限がない
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このエラー・メッセージを解決する手順は、次のとおりです。

a. CMが正しくインストールされ、構成されているかどうかを確認します。詳細は、
オペレーティング・システム固有のレイヤーのベンダーのドキュメントを参照して
ください。

b. 次のように入力し、ノード上で管理権限を持っているかどうかをチェックします。

NET USE ¥¥host_name¥C$ 

host_nameは、CMの DefinedNodesレジストリ値に定義したホスト名です。

接続に成功すると、次のメッセージが表示されます。

The command completed successfully.

クラスタ内の各ノードに同じユーザー名とパスワードを使用するか、ドメイン・
ユーザー名を使用することをお薦めします。ドメイン・ユーザー名を使用する場合
は、各ノード上で管理権限を持つユーザー名とパスワードを使用してドメインにロ
グインします。

3. 「Create a database」をクリックし、次に「Next」をクリックします。

次のページが表示されます。

4. データベースの作成先のノードを選択します。
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次のページが表示されます。

5. データベースを作成するために、「Typical」または「Custom」データベース作成タイプ
を選択します。

6. Oracle Database Configuration Assistantの各ページで指示に応答し、次のページに進む
準備ができたら「Next」をクリックします。

グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名および SID接頭辞を要求するページが表示されたら、次の
手順で操作します。

� 適切なグローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名（データベース名およびデータベース・ドメイ
ンからなる op.us.acme.comなどの名前）を入力します。

� 「SID Prefix」フィールドに表示される Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System 
Identifier: SID））））の接頭辞を受け入れるか、または変更します。

参照参照参照参照 : これらのデータベース作成タイプの詳細は、1-10ページの「デー
タベース作成方法の選択」を参照してください。
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ここに入力した接頭辞が各ノードのスレッド IDに追加され、インスタンスの SID
が作成されます。たとえば、opと入力すると、クラスタ内の最初のインスタンス
の SIDは op1、2番目のインスタンスの SIDは op2となります。

7. 最終画面が表示されたら、「Finish」をクリックし、Oracle Parallel Serverデータベース
の作成を開始します。

データベース作成に加えて、Oracle Database Configuration Assistantは、必要な情報をネッ
トワーク構成に追加します。ディレクトリ・アクセスが Net8 Configuration Assistantで構
成された場合、データベース・サービスへのエントリがそのディレクトリに追加されます。
ディレクトリ・アクセスによって構成されたクライアントもデータベース・サービスのネッ
トワーク情報にアクセスでき、tnsnames.oraファイルを使用せずにデータベースに接続
できます。

参照参照参照参照 : 構成ファイルの構成方法を理解するには、3-8ページの「インス
トールされた構成の理解」を参照してください。
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手動操作での作成手動操作での作成手動操作での作成手動操作での作成
既存のスクリプトを所有している場合、または Oracle Database Configuration Assistantに
よって作成される要件とは異なる要件がある場合は、手動操作によってデータベースを作成
することを選択できます。

新しいデータベースを作成し、システムで使用可能にするには、次のタスクを実行します。

タスク 1: データベースおよびインスタンス設定の指定

タスク 2: 既存データベースのバックアップ

タスク 3: オペレーティング・システム固有の構成の設定

タスク 4: 各ノードの ORACLE_SIDの設定

タスク 5: 初期化パラメータ・ファイルの作成

タスク 6: パスワード・ファイルの作成

タスク 7: CREATE DATABASE OPSスクリプトの準備

タスク 8: データベースの作成

タスク 9: データベースのバックアップ

タスク 10: ノード上の Net8の構成

データベース作成プロセスを理解するために、タスクを実行する前に、すべてのステップを
確認してください。
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タスクタスクタスクタスク 1: データベースおよびインスタンス設定の指定データベースおよびインスタンス設定の指定データベースおよびインスタンス設定の指定データベースおよびインスタンス設定の指定
Oracle Parallel Serverでは、ノードごとに固有のインスタンスがあります。それらのインス
タンスが集合して、Oracle Parallel Serverデータベースを形成しています。データベースお
よびインスタンス・レベルの情報を知ることによって、タスク 2～タスク 10をより簡単に
完了することができます。

データベースおよびインスタンス・レベルの情報を判断する手順は、次のとおりです。

1. データベースの次の設定を判断します。

2. 設定をリストする表を作成します。たとえば、次の表は、データベース名 opの設定を
示します。

3. 各ノードの次の設定を判断します。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

データベース名 データベース名

データベース・ドメイン ドメイン名

グローバル・データベース名 データベース名およびデータベース・ドメインからなる名前

SID接頭辞 Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））の
接頭辞。接頭辞は、ノードのインスタンスの SIDを作成する
ために、ノードのスレッドスレッドスレッドスレッド IDに追加されます。

データベース名データベース名データベース名データベース名 データベース・データベース・データベース・データベース・
ドメインドメインドメインドメイン

グローバル・グローバル・グローバル・グローバル・
データベース名データベース名データベース名データベース名

SID接頭辞接頭辞接頭辞接頭辞

op us.acme.com op.us.acme.com op

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

ノード名 Cluster Managerソフトウェアによって定義された
ノード名。

コマンド lsnodes -l -nを使用して、コンピュー
タのノード名を取得します。

lsnodesは、UNIXでは $ORACLE_HOME/binディ
レクトリ、Windows NTでは ORACLE_HOME¥bin
ディレクトリにあります。

ノード番号 ノードに対応付けられた番号。

コマンド lsnodes -l -nを使用して、ノード番号
を取得します。

Windows NTでは、最初のノードのノード番号は常
に 0。他のノードのノード番号は、2番目のノードは
１、3番目のノードは 2というように、その後に続く
連続した値である必要があります。
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4. 設定をリストする表を作成します。たとえば、次の表は、idops1および idops2とい
う名前のノードの設定を示します。

ホスト名 コンピュータのホスト名 。ホスト名は、ノード名と
同じである場合があります。

UNIXおよびWindows NTでは、コマンド
hostnameを使用して、コンピュータのホスト名を取
得します。

Oracleホーム Oracle Universal Installerがソフトウェア（バイナリ
を含む）をインストールしたディレクトリ・パスの位
置。

Oracleベース Oracle Universal Installerによって設定されたディレ
クトリ・パスの位置。Oracleベースには、Oracle
ホームが含まれます。初期化パラメータ・ファイルお
よびデータベース・トレース・ファイルを含む、管理
ファイルの格納にも使用されます。

管理ファイルは、Oracle Database Configuration 
Assistantによって使用される OFAディレクトリ構造
を使用して、UNIX上では $ORACLE_BASE/admin、
Windows NT上では ORACLE_BASE¥adminという名
前のディレクトリに置くことをお薦めします。

参照参照参照参照 :　　　　A-2ページの 「Oracle Parallel Serverのディ
レクトリ構造の概要」を参照してください。

スレッド ID 各ノードには、一意のスレッドスレッドスレッドスレッド IDが必要です。ス
レッド IDは、ノードのインスタンスの SIDを作成す
るために SID接頭辞に追加されます。

ノード名ノード名ノード名ノード名 ノード番号ノード番号ノード番号ノード番号 ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 Oracleベースベースベースベース Oracleホームホームホームホーム スレッドスレッドスレッドスレッド ID SID

idops1 0 idops1 C:¥OracleSW C:¥OracleSW¥Ora816 1 op1

idops2 1 idops2 C:¥OracleSW C:¥OracleSW¥Ora816 2 op2

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明
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タスクタスクタスクタスク 2: 既存データベースのバックアップ既存データベースのバックアップ既存データベースのバックアップ既存データベースのバックアップ
データベースの作成が既存ファイルに予想外の影響を与える場合に備えて、新しいデータ
ベースを作成する前に、すべての既存データベースの完全なバックアップを取ることをお薦
めします。バックアップには、パラメータ・ファイル、データベース・ファイル、REDOロ
グ・ファイルおよび制御ファイルを含める必要があります。

タスクタスクタスクタスク 3: オペレーティング・システム固有の構成の設定オペレーティング・システム固有の構成の設定オペレーティング・システム固有の構成の設定オペレーティング・システム固有の構成の設定
次の項では、オペレーティング・システム固有の構成について説明します。

� UNIX上の oratabファイル

� UNIX上の db_name.confファイル

� Windows NT上の Oracle Parallel Serverデータベースのレジストリ値

UNIX上の上の上の上の oratabファイルファイルファイルファイル   Oracle Enterprise Managerを使用する計画がある場合、各ノード
の oratabファイルにエントリを手動で作成します。このファイルは、Oracle Parallel 
Serverデータベースを識別します。Oracle Enterprise Managerでは、サービス検出時にこの
ファイルを使用して、データベースが Oracle Parallel Serverであるかどうかと、そのデータ
ベース名を判断します。

oratabファイルは、オペレーティング・システムに応じて、/etc/oratabまたは
/var/opt/oracle/oratabに格納されます。

このエントリの構文は、次のとおりです。

db_name:$ORACLE_HOME:N

db_nameは Oracle Parallel Serverデータベースに与えられたデータベース名、
$ORACLE_HOMEはデータベースへのディレクトリ・パス、Nは再起動時にデータベースが起
動されないことを示します。「タスク 1: データベースおよびインスタンス設定の指定」で指
定したデータベース名および Oracleホームを使用します。

たとえば、データベース名 opのエントリは、次のとおりです。

OP:/private/system/op:N

参照参照参照参照 : 『Oracle8i バックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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UNIX上の上の上の上の db_name.confファイルファイルファイルファイル  Oracle Enterprise Managerを使用する計画がある場合、各
ノードに db_name.confファイルを手動で作成します。そのファイルには、node_list、
inst_oracle_sidおよび lsnr_listener_nameパラメータを含めてください。Oracle 
Enterprise Managerでは、これらのエントリを検索して、各ノードで実行されるインスタン
スおよびリスナーを検出します。db_name.confファイルは、$ORACLE_HOME/opsに格納
する必要があります。/opsディレクトリが存在しない場合は、それを作成します。

たとえば、2つのノードを持つクラスタの場合は次のように作成します。

node_list="0,1" 
inst_oracle_sid=(op1, op2)
lsnr_listener_name="listener"

 lsnr_listener_name パラメータには、どの値でも使用できます。node_list パラメー
タのノード番号および inst_oracle_sidパラメータの SID値には、「タスク 1: データ
ベースおよびインスタンス設定の指定」で指定した値を使用します。

Windows NT上の上の上の上の Oracle Parallel Serverデータベースのレジストリ値データベースのレジストリ値データベースのレジストリ値データベースのレジストリ値    Oracle Enterprise 
Managerを使用する計画がある場合、Oracle Parallel Serverデータベースの
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSDに ¥PM¥db_name キーを作成しま
す。Oracle Enterprise Managerでは、このキーを使用して、Oracle Parallel Serverのデータ
ベース名、インスタンスおよびノードが検出されます。

PMおよび db_nameキーは、REG_SZのクラス・タイプを持つ必要があります。

db_nameキーは、クラスタ内の各インスタンスのレジストリ値を含む必要があります。レジ
ストリ値名は、インスタンス用のノード番号で、ノードのスレッド IDに関係なく、最初の
ノードは 0で始まります。他のノードのノード番号は、2番目のノードは１、3番目のノー
ドは 2というように、その後に続く連続した値である必要があります。

レジストリ値を作成する場合、データ型は、REG_MULTI_SZである必要があります。
「Multi-String Eidtor」ダイアログ・ボックスで、個々の行に次のものを入力します。

� ノードの SID

� マシンのコンピュータ名

� マシンのホスト名

� Oracleホーム・ディレクトリ

参照参照参照参照 : これらのパラメータおよび使用方法については、B-4ページの「パ
ラメータ記述」を参照してください。

参照参照参照参照 : レジストリ値の作成の詳細は、『Oracle8i for Windows NT管理者
ガイド』を参照してください。
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「タスク 1: データベースおよびインスタンス設定の指定」で入力した情報を使用します。

次の「Registry Editor」画面は、インスタンス op1に入力した値を持つ opのサブキーを示
します。

次の表に示すように、opは 2つのインスタンス用の 2つのレジストリ値を含みます。

値値値値 値のタイプ値のタイプ値のタイプ値のタイプ 説明説明説明説明

0 REG_MULTI_SZ 最初のノードの op1に割り当てるクラスタ・インスタンス IDデータを次の
形式で指定します。

SID   COMPUTER_NAME   HOST_NAME   ORACLE_HOME

op1   IDOPS1                           idops1                c:¥OracleSW¥Ora816

1 REG_MULTI_SZ 2番目のノードの op2に割り当てるクラスタ・インスタンス IDデータを次
の形式で指定します。

SID   COMPUTER_NAME   HOST_NAME   ORACLE_HOME

op2   IDOPS2                           idops2                c:¥OracleSW¥Ora816 
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タスクタスクタスクタスク 4: 各ノードの各ノードの各ノードの各ノードの ORACLE_SIDの設定の設定の設定の設定
SIDは、クラスタの各ノードに定義されている必要があります。簡素化するため、共通ベー
スのデータベース名およびノードのスレッド IDからなる SIDには、「タスク 1: データベー
スおよびインスタンス設定の指定」で指定した値を指定することをお薦めします。たとえ
ば、opがデータベース名である場合、クラスタ内の最初のインスタンスの SIDは op1、2
番目のインスタンスの SIDは op2となります。SIDの指定は、オペレーティング・システム
によって異なります。

� UNIX

� Windows NT

UNIX  UNIXでは、ORACLE_SID環境変数を設定する必要があります。

Windows NT  Windows NTでは、ORACLE_SIDレジストリ値は、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDに設定する必要があります。

SIDの作成後、OracleServicesidサービスを作成します。このサービスを使用して、コント
ロール パネルからインスタンスを起動または停止できます。OracleServicesidを作成する手
順は、次のとおりです。

1. 各ノードで、crtsrvバッチ・ファイルを使用して、ノードのインスタンスに対応する
一意のサービスを作成します。

C:¥ORACLE_HOME¥bin> crtsrv sid

たとえば、SIDが op1のサービス OracleServiceop1を作成するには、次のように入力
します。

C:¥ORACLE_HOME¥bin> crtsrv op1

2. 「コントロール パネル」から、「サービス」アイコンを選択して、OracleServicesidが存
在するかどうかを確認します。

参照参照参照参照 : この環境変数の設定の詳細は、ご使用の UNIXオペレーティン
グ・システムの、『Oracle8i 管理者リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : レジストリ値の詳細は、『Oracle8i for Windows NT管理者ガイド』
を参照してください。
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「サービス」ウィンドウが表示されます。

タスクタスクタスクタスク 5: 初期化パラメータ・ファイルの作成初期化パラメータ・ファイルの作成初期化パラメータ・ファイルの作成初期化パラメータ・ファイルの作成
Oracleデータベースのインスタンス（システム・グローバル領域およびバックグラウンド・
プロセス）は、パラメータ・ファイルを使用して起動されます。各ノードに、インスタンス
用の initsid.oraというインスタンス固有の初期化パラメータ・ファイルと、Oracle 
Parallel Serverパラメータ用の initdb_name.oraという共通の初期化パラメータ・ファイ
ルを作成することをお薦めします。

作成しようとするデータベースのパラメータ・ファイルを作成するために、UNIXでは
$ORACLE_HOME/opsm/admin、Windows NTでは ORACLE_HOME¥opsm¥adminにある初
期化パラメータ・ファイルのコピーを作成します。これらのファイルに、新しいファイル名
を指定します。その後、これらの新しいファイルを新しいデータベース用に編集およびカス
タマイズします。

新しいデータベースを作成するには、新しい initsid.oraパラメータ・ファイルの次のパ
ラメータを確認および編集します。

� IFILE

� INSTANCE_NAME

� INSTANCE_NUMBER

� ROLLBACK_SEGMENTS

� THREAD

� REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE
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インストール後のデータベースの作成
新しい initdb_name.oraパラメータ・ファイルの次のパラメータを確認および編集しま
す。

� BACKGROUND_DUMP_DEST

� CONTROL_FILES

� DB_DOMAIN

� DB_NAME

� MTS_DISPATCHERS

� SERVICE_NAMES

� USER_DUMP_DEST

タスクタスクタスクタスク 6: パスワード・ファイルの作成パスワード・ファイルの作成パスワード・ファイルの作成パスワード・ファイルの作成
パスワード・ユーティリティ ORAPWDを使用して、パスワード・ファイルを作成します。
ORAPWDは、Oracle8i ユーティリティとともに自動的にインストールされます。パスワー
ド・ファイルは、UNIXでは $ORACLE_HOME/dbsディレクトリ、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥databaseディレクトリにあります。それらの名前は、UNIXでは
orapwsid、Windows NTでは pwdsid.oraです。この場合、sidは、「タスク 1: データ
ベースおよびインスタンス設定の指定」で指定したデータベース名を示します。

各ノード上でパスワード・ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

1. ORAPWDを使用して、パスワード・ファイルを作成します。

� UNIXの場合は、次の構文で $ORACLE_HOME/binから orapwdを実行します。

ORAPWD file=$ORACLE_HOME/dbs/orapwsid password=password

� Windows NTの場合は、次の構文で ORACLE_HOME¥binから orapwdを実行しま
す。

ORAPWD file=ORACLE_HOME¥database¥pwdsid.ora password=password

FILEには、パスワード・ファイル名を指定し、PASSWORDには、INTERNALおよび
SYSアカウントのパスワードを設定します。

2. インスタンス初期化ファイル・パラメータ REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEが
EXCLUSIVEに設定されているかどうかを確認します。

参照参照参照参照 : 初期化パラメータ・ファイルおよびパラメータの使用方法の詳細
は、4-4ページの「初期化パラメータ・ファイルの理解」を参照してくだ
さい。
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インストール後のデータベースの作成
タスクタスクタスクタスク 7: CREATE DATABASE OPSスクリプトの準備スクリプトの準備スクリプトの準備スクリプトの準備
UNIXでは $ORACLE_HOME/opsm/admin、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥opsm¥adminにある ops.sqlサンプル・スクリプトを使用して、1つの
ノード上で CREATE DATABASE OPSスクリプトを準備します。サンプル・スクリプトは、
2つのノードを持つクラスタ用です。サンプル・スクリプトを使用する場合、次のものを確
認および編集します。

1. initdb_name.oraファイルの位置を指すように PFILEを設定します。

2. 「タスク 6: パスワード・ファイルの作成」で作成したパスワードを反映するために、
CONNECT INTERNAL/oracle行の oracleの部分を変更します。

3. 「タスク 1: データベースおよびインスタンス設定の指定」で指定した Oracleホームを反
映するために、UNIXでは $ORACLE_HOME/rdbms/admin、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥rdms¥adminにあるデータ・ディクショナリ・スクリプトの位置を変
更します。

4. 2-5ページの「ロー・デバイスの設定」で作成したファイル名またはシンボリック・リ
ンク名を使用して、ログ・ファイルおよびデータ・ファイル名を変更します。

5. Oracle Parallel Serverのログ・ファイルおよびデータ・ファイル・サイズを変更します。

6. トランザクションごとの同時ユーザー数に対して、十分なプライベート・ロールバッ
ク・セグメント（インスタンスがデータベースをオープンする場合、インスタンスにお
いて明示的に取得され、ノードごとに 2つ必要）を作成します。SYSTEMロールバッ
ク・セグメントを除いて、パブリック・ロールバック・セグメントはノード間で共有で
きません。
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タスクタスクタスクタスク 8: データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成
新しいデータベースを作成するために、SQL CREATE DATABASE OPSスクリプトを実行し
ます。

=SQL> @path/ops.sql;

このスクリプトを実行すると、次の処理が行われます。

� データベースのデータ・ファイルの作成

� データベースの制御ファイルの作成

� データベースの REDOログ・ファイルの作成

� データ・ディクショナリの作成

� SYSTEM表領域および SYSTEMロールバック・セグメントの作成

� ユーザー SYSおよび SYSTEMの作成

� 使用するデータベースのマウントおよびオープン

タスクタスクタスクタスク 9: データベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップ
メディアに障害が起きた場合にリカバリするための完全なファイル・セットを用意するため
に、データベースの全体バックアップを取る必要があります。

参照参照参照参照 : 『Oracle8i バックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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インストール後のデータベースの作成
タスクタスクタスクタスク 10: ノード上のノード上のノード上のノード上の Net8の構成の構成の構成の構成
listener.oraファイル、sqlnet.oraファイルおよび tnsnames.oraファイルは、次
の表に示すように、正しく構成する必要があります。

S

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 説明説明説明説明 構成要件構成要件構成要件構成要件

listener.ora サーバー上のすべてのネットワーク・リス
ナーのアドレス、リスニングされるデータ
ベースの SIDおよびリスナーで使用される
各種制御パラメータが含まれています。

各ノードの listener.oraファイルは、次のも
ので構成する必要があります。

� リスナー名

� Oracle Enterprise Managerの TCP/IPアド
レス

� SID_LIST_listener_nameセクション内のノー
ドの SIDのエントリ

参照参照参照参照 :

� サンプル構成ファイルについては、3-14
ページの「リスナー（listener.oraファイ
ル）」を参照してください。

� 構成の手順については、『Oracle8i Net8管理
者ガイド』 の第 7章「リスナーの構成」を参
照してください。

tnsnames.ora ネット・サービス名と呼ばれるサービス名
のネットワーク記述リストが含まれていま
す。

参照参照参照参照 : 

� ネット・サービス名の要件については、
3-16ページの「ネット・サービス名
（tnsnames.oraファイル）」を参照してくだ
さい。

� 構成の手順については、『Oracle8i Net8管理
者ガイド』 の第 6章「ネーミング・メソッド
の構成」を参照してください。

sqlnet.ora 名前変換方法が含まれています。 ネット・サービス名は tnsnames.oraファイル
内で指定されているので、sqlnet.oraファイ
ルではネット・サービス名の変換時に
tnsnames.oraファイルを使用するように指定
する必要があります。

参照参照参照参照 : サンプル構成については、3-21ページの
「プロファイル（sqlnet.oraファイル）」を参照し
てください。

参照参照参照参照 : これらのファイルの作成については、『Oracle8i Net8管理者ガイ
ド』を参照してください。
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パラレル・モードでのデータベースの起動
パラレル・モードでのデータベースの起動パラレル・モードでのデータベースの起動パラレル・モードでのデータベースの起動パラレル・モードでのデータベースの起動
Oracle Parallel Serverデータベースをパラレル・モードで起動する手順は、次のとおりです。

1. Windows NTの場合に限り、各ノード上で OracleServicesidインスタンスを起動しま
す。

� MS-DOSコマンド行から次のように入力します。

C:¥> net start OracleServicesid

� コントロール パネルの「サービス」ウィンドウから、「OracleServicesid」を選択し
て「開始」をクリックします。

2. リスナーが起動されていない場合は、各ノード上で起動します。次のように入力しま
す。

% lsnrctl
LSNRCTL> start [listener_name]

この場合、listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナーの名前で
す。デフォルト・リスナーの LISTENERを使用している場合、リスナーを指定する必要
はありません。

LSNRCTLに、リスナーが正常に起動されたことを示すステータス・メッセージが表示
されます。そのリスナー用のすべてのサービスが、ステータス・メッセージのサービ
ス・サマリーに表示されているかどうかをチェックします。

3. 1つのノード上でデータベースを起動します。

SQL> CONNECT internal/password
SQL> STARTUP; 

共有モードで最初に起動するインスタンスによって、他のインスタンスのグローバル・グローバル・グローバル・グローバル・
キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ・パラメータの値が決定されます。最初のインスタンスの起動時に、制御
ファイルに GC_*パラメータの値が記録されます。

他のインスタンスが共有モードで起動しようとすると、Oracle Parallel Serverによって
パラメータ・ファイル内のグローバル定数パラメータの値がすでに使用中の値と比較さ
れ、値に互換性がなければメッセージが発行されます。インスタンスは、グローバル定
数パラメータの値が正しくなければデータベースをマウントできません。

注意注意注意注意 : 次のタスクを実行する前に、各ノード上でベンダー提供の CMコ
ンポーネントが構成され、起動されているかどうかを確認してください。
詳細は、オペレーティング・システム固有のベンダーのドキュメントを参
照してください。
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インスタンスが実行中かどうかの検証
4. 残りのノード上でデータベースを起動します。

SQL> CONNECT internal/password
SQL> STARTUP; 

インスタンスが実行中かどうかの検証インスタンスが実行中かどうかの検証インスタンスが実行中かどうかの検証インスタンスが実行中かどうかの検証
インスタンスが実行中かどうかを検証する手順は、次のとおりです。

1. 任意のノード上で次のように入力します。

SQL> CONNECT internal/password
SQL> SELECT * from v$active_instances;

次と同様の出力が、戻されます。

INST_NUMBER INST_NAME          
-----------  -----------------  
           1 op1-sun:op1  
           2 op2-sun:op2  
           3 op3-sun:op3  

.2. すべてのノード上で SCOTT/TIGERとして接続し、EMP表を表示します。

SQL> CONNECT scott/tiger
SQL> SELECT * from emp;

従業員表が表示されます。

    EMPNO ENAME      JOB             MGR HIREDATE        SAL      COMM    DEPTNO
--------- ---------- --------- --------- --------- --------- --------- ---------
     7369 SMITH      CLERK          7902 17-DEC-80       800                  20
     7499 ALLEN      SALESMAN       7698 20-FEB-81      1600       300        30
     7521 WARD       SALESMAN       7698 22-FEB-81      1250       500        30
     7566 JONES      MANAGER        7839 02-APR-81      2975                  20
     7654 MARTIN     SALESMAN       7698 28-SEP-81      1250      1400        30
     7698 BLAKE      MANAGER        7839 01-MAY-81      2850                  30
     7782 CLARK      MANAGER        7839 09-JUN-81      2450                  10
     7788 SCOTT      ANALYST        7566 19-APR-87      3000                  20
     7839 KING       PRESIDENT           17-NOV-81      5000                  10

列列列列 説明説明説明説明

INSTANCE_NUMBER インスタンス番号を示します。

INST_NAME ホスト名およびインスタンス名を示します。
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データベースの削除
     7844 TURNER     SALESMAN       7698 08-SEP-81      1500         0        30
     7876 ADAMS      CLERK          7788 23-MAY-87      1100                  20
     7900 JAMES      CLERK          7698 03-DEC-81       950                  30
     7902 FORD       ANALYST        7566 03-DEC-81      3000                  20
     7934 MILLER     CLERK          7782 23-JAN-82      1300                  10

14 rows selected.

データベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除
Oracle Database Configuration Assistantの「Delete a database」オプションを使用すると、
データベースをすばやく容易に削除できます。データベースを削除すると、初期化パラメー
タ・ファイル、インスタンス、OFA構造およびオペレーティング・システム構成が削除され
ます。データ・ファイルは、ロー・パーティションから削除されません。

Oracle Database Configuration Assistantでデータベースを削除する手順は、次のとおりで
す。

1. 1つのノード上で Oracle Database Configuration Assistantを起動します。

� Windows NTの場合は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle for Windows NT」 
- [HOME_NAME] >「Oracle Database Configuration Assistant」を選択します。

� UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから dbassistを実行します。
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データベースの削除
「welcome」ページが表示されます。

2. Oracle Parallel Server Configurationを選択して「Next」をクリックします。

注意注意注意注意 : このページが表示されない場合は、Oracle Database Configuration 
Assistantで次の処理ができなかったことを意味します。

� UNIXオペレーティング・システム上のクラスタ内でのロック・マ
ネージャ・ソフトウェアまたはノード・リストの検出

� Windows NTへの Cluster Managerソフトウェアのロード

オペレーティング・システム固有のベンダーのドキュメントを参照して問
題を解決してから、Oracle Database Configuration Assistantを再起動して
ください。
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データベースの削除
次のページが表示されます。

3. 「Delete a database」をクリックし、次に「Next」をクリックします。
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データベースの削除
次のページが表示されます。検出された Oracle Parallel Serverデータベースが表示され
ます。

4. 削除するデータベースを選択し、次に「Next」をクリックします。このデータベースに
関連するすべてのインスタンスも削除されます。

次のアラート・ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「Yes」をクリックして、データベースとそれに関連するファイル、サービス、環境設定
の削除を継続します。
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追加構成の問
4

追加構成の問題点追加構成の問題点追加構成の問題点追加構成の問題点

この章では、データベース作成プロセスでは処理されない追加構成の問題点について説明し
ます。

この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Parallel Serverのクライアントの構成

� 初期化パラメータ・ファイルの理解

� バックアップおよびリカバリ用の Recovery Managerの構成

� 一貫性バックアップの作成
題点 4-1



Oracle Parallel Serverのクライアントの構成
Oracle Parallel Serverのクライアントの構成のクライアントの構成のクライアントの構成のクライアントの構成
クライアントは、データベースのネット・サービス名で構成される必要があります。このエ
ントリには、クラスタ内のすべてのリスナーのアドレス・リストがある必要があります。接
続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランス・オプションも設定する必要
があります。

接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバーでは、最初のリスナーに障害が起きた場合に、アドレス・リストの
次のリスナーにフェイルオーバーするようにクライアントに対して指示します。クライアン
ト・ロード・バランスは、リスナー・アドレスをランダムに選択するようにクライアントに
対して指示します。ランダムにすることによって、1つのリスナーに負担をかけないように、
ロードを分散します。また、これらのオプションは、アドレスをランダムに選択するように
クライアントに対して指示します。選択したアドレスに障害が起きた場合、接続要求は次の
アドレスにフェイルオーバーされます。このように、インスタンスに障害が起きても、クラ
イアントは別のインスタンスに接続できます。

実装実装実装実装
クライアントがこれらの接続の試行を実行する方法を制御するには、複数のリスニング・ア
ドレスを構成し、アドレス・リストに対して FAILOVER=ONおよび
LOAD_BALANCE=ONを使用します。次に例を示します。

op.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (failover=on)
  (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=idops2)(port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=op.us.acme.com)))

参照参照参照参照 :

� 接続記述子の構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 6
章「ネーミング・メソッドの構成」を参照してください。

� アドレス・リストおよび複数アドレス・オプション（接続時フェイル
オーバーおよびクライアント・ロード・バランスなど）の構成につい
ては、『Oracle8i Net8管理者ガイド』 の第 8章「Net8の拡張機能」を
参照してください。

注意注意注意注意 : アプリケーションがパーティション化されている場合、クライア
ント・ロード・バランスは適切な機能ではない場合があります。
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Oracle Parallel Serverのクライアントの構成
追加構成の問題点 4-3

Net8構成のテスト構成のテスト構成のテスト構成のテスト
ファイルが正しく構成されているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. 任意のノードまたはクライアント・マシン上で、次のように入力してインスタンスに接
続します。

SQL> CONNECT internal/password@net_service_name

「Connected」メッセージが表示されます。

接続エラーになる場合は、インストールのトラブルシューティングを行います。通常
は、IPアドレス、ホスト名、サービス名またはインスタンス名に問題があります。

2. あるノード上で、MILLERの給与を $1,000増額して変更をコミットします。

SQL> UPDATE emp
set sal = sal + 1000
where ename = 'miller';
commit;

3. 他のノード上で EMP表を再度選択します。

SQL> SELECT * from emp;

今度は、MILLERの給与が $2,300になっているはずです。これは、すべてのインスタン
スでデータベースを認識できることを示します。



初期化パラメータ・ファイルの理解
初期化パラメータ・ファイルの理解初期化パラメータ・ファイルの理解初期化パラメータ・ファイルの理解初期化パラメータ・ファイルの理解 
初期化パラメータ・ファイルは、パラメータ・リストを含む ASCIIテキスト・ファイルで
す。

Oracle Parallel Serverでは、いくつかの初期化パラメータは、すべてのインスタンス間で共
通である必要があります。しかし、その他のパラメータは、インスタンスごとに一意の値を
持つことができます。Oracleでは、 共通および一意の両方のパラメータを設定するために、
これらのパラメータを共通（initdb_name.ora）およびインスタンス固有
（initsid.oraファイル）のパラメータ・ファイルにグループ化します。Oracle Database 

Configuration Assistantを使用した場合、これらのファイルはすでに設定されています。

図図図図 4-1  インスタンス初期化ファイルインスタンス初期化ファイルインスタンス初期化ファイルインスタンス初期化ファイル

initsid.oraの用途の用途の用途の用途
initsid.oraファイルは、IFILEパラメータを使用して、共通パラメータ用の
initdb_name.oraファイルを指します。initsid.oraファイルは、次の各インスタンス
を定義します。

� 一意インスタンス名

� 一意スレッド番号

� プライベート・ロールバック・セグメント

� 単一インスタンスとしてではなく、Oracle Parallel Serverとしてのデータベースの実行

sid は、initdb_name.oraファイル内の DB_NAMEパラメータとスレッド IDの値の組
合せです。たとえば、DB_NAMEが opで最初のインスタンスのスレッド IDが 1であれば、
その SIDは op1となり、2番目のノードでは op2という SIDを使用してそのインスタンス
が識別されます。

インスタンス�
OP1

initop1.ora

インスタンス
OP2

initop2.ora

ノード1 ノード2
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初期化パラメータ・ファイルの理解
例 4-1と例 4-2に、Oracle Database Configuration Assistantによって作成された、ノード番
号 1および 2を持つ 2つのインスタンスの initsid.oraファイルの内容を示します。

例例例例 4-1  initop1.ora

ifile='C:¥OracleSW¥admin¥op¥pfile¥initop.ora'
rollback_segments=(rbs1_1,rbs1_2)
thread=1
parallel_server=true
instance_name=op1
remote_login_passwordfile=exclusive

例例例例 4-2  initop2.ora

ifile='C:¥OracleSW¥admin¥op¥pfile¥initop.ora'
rollback_segments=(rbs2_1,rbs2_2)
thread=2
parallel_server=true
instance_name=op2
remote_login_passwordfile=exclusive

パラメータは、次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

IFILE 組み込まれる initdb_name.oraファイルのパスと名前を識別します。

ROLLBACK_SEGMENTS このインスタンスに割り当てる 1つ以上のロールバック・セグメントを指定します。

THREAD インスタンスで使用される REDOスレッド番号を指定します。いずれの使用可能な
REDOスレッド番号も使用できますが、他のインスタンスと同じスレッド番号は使用で
きません。また、REDOスレッドが使用禁止になっているインスタンスは起動できませ
ん。値を 0（ゼロ）に指定すると、使用可能な有効状態のパブリック・スレッドが選択
されます。スレッドが他のインスタンスで使用されている場合や、スレッドが使用禁止
になっている場合は、インスタンスはデータベースをマウントできません。

INSTANCE_NAME インスタンス名を識別します。これは、複数インスタンスが共通のサービス名を共有す
る場合に、特定のインスタンスを一意に識別するために使用されます。

INSTANCE_NUMBER 記憶域パラメータ FREELIST GROUPSを使用して作成された各データベース・オブ
ジェクトの 1つの空きリスト・グループにインスタンスをマップします。
INSTANCE_NUMBERは、THREADパラメータと同じ値に設定することをお薦めしま
す。

参照参照参照参照 : 『Oracle8i Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してくださ
い。

REMOTE_LOGIN_
PASSWORDFILE

Oracleでパスワード・ファイルをチェックするかどうか、およびパスワード・ファイル
を使用可能なデータベース数を指定します。このパラメータは、EXCLUSIVEに設定す
る必要があります。EXCLUSIVEを指定すると、パスワード・ファイルを使用できるイ
ンスタンスが 1つのみになり、パスワード・ファイルには SYSと INTERNAL以外の名
前が含まれます。これにより、複数のユーザー（INTERNALと SYS以外）がデータ
ベースを起動できるようになります。
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初期化パラメータ・ファイルの理解
initdb_name.oraの用途の用途の用途の用途
initdb_name.oraファイルは、initsid.oraファイルの IFILEパラメータの設定を通じ
て、個々のパラメータ・ファイルによってコールされます。

図図図図 4-2  共通初期化ファイル共通初期化ファイル共通初期化ファイル共通初期化ファイル
 

すべてのインスタンスは、同じ共通ファイルを使用する必要があります。インスタンス固有
のパラメータ・ファイルは、オプションです。インスタンス固有のパラメータ・ファイルを
使用する場合、このファイル内の IFILEパラメータは、フルパス名を使用して共通ファイル
を指す必要があります。

インスタンス�
OP1

initop1.ora

インスタンス
OP2

initop2.ora

initop.ora initop.ora

ノード1 ノード2
4-6 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



初期化パラメータ・ファイルの理解
例 4-3に、Oracle Database Configuration Assistantを通じてハイブリッド・データベース用
に作成された initdb_name.oraファイル（initop.ora）を示します。

例例例例 4-3  initop.ora

db_name="op"
db_domain=us.acme.com
service_names=op.us.acme.com
db_files=1024  # INITIAL
control_files=("¥¥.¥op_control1", "¥¥.¥op_control2")
open_cursors=100
db_file_multiblock_read_count=8  # INITIAL
db_block_buffers=13816  # INITIAL
shared_pool_size=19125248  # INITIAL
large_pool_size=18087936
java_pool_size=2097152
log_checkpoint_interval=10000
log_checkpoint_timeout=1800
processes=50  # INITIAL
parallel_max_servers=5  # SMALL
log_buffer=32768  # INITIAL
max_dump_file_size=10240  # limit trace file size to 5M each
global_names=true
oracle_trace_collection_name=""
background_dump_dest=C:¥OracleSW¥admin¥op¥bdump
user_dump_dest=C:¥OracleSW¥admin¥op¥udump
db_block_size=4096
remote_login_passwordfile=exclusive
os_authent_prefix=""
distributed_transactions=10
mts_dispatchers="(protocol=TCP)(lis=listeners_op)"
compatible=8.1.0
sort_area_size=65536
sort_area_retained_size=65536

次のパラメータに注意してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

BACKGROUND_
DUMP_DEST

Oracle操作時に書き込まれる、バックグラウンド・プロセス（LGWR、DBWRnなど）のデ
バッグ・トレース・ファイルのディレクトリ・パスを指定します。

CONTROL_FILES 制御ファイルを指定します。

DB_NAME インストール時またはデータベース作成中に入力したデータベース名 opを指定します。
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初期化パラメータ・ファイルの理解
DB_DOMAIN インストール時またはデータベース作成中にデータベース位置として入力したデータベー
ス・ドメイン us.acme.comを指定します。可能であれば、データベース・ドメインにネッ
トワーク・ドメインをミラー化することをお薦めします。

MTS_DISPATCHERS このデータベースのマルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））を使用可能
にします。

MTS_DISPATCHERSには、多くの属性を含めることができます。最低限、次の属性を設定
することをお薦めします。

� PROTOCOL（PROまたは PROT）

ディスパッチャがリスニング・エンドポイントを生成するネットワーク・プロトコルを
指定します。

� LISTENER （LISまたは LIST）

PMONプロセスプロセスプロセスプロセスがディスパッチャ情報を登録するリスナーの別名を指定します。別名
には、tnsnames.oraファイルなどのネーミング・メソッドを使用して変換される名
前を設定する必要があります。

次のように、MTS_DISPATCHERSを設定することをお薦めします。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(listener=listeners_db_name)"

listener_db_nameは、サーバーまたは Oracle Namesサーバー上の tnsnames.ora
ファイルなどのネーミング・メソッドを使用して変換されます。

たとえば、MTS_DISPATCHERSパラメータは、initdb_name.oraファイルに次のように
設定できます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(listener=listeners_op)"

listeners_op は、次のように、ローカルの tnsnames.oraファイルを使用して変換され
ます。

listeners_op= 
 (description= 
  (address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
   (address=(protocol= tcp)(host=idops2)(port=1521))))

エントリは、接続記述子の CONNECT_DATA部のサービス名情報ではなく、リスナー・ア
ドレスのみを含む必要があります。

参照参照参照参照 :

� 3-13ページの「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してください。

� MTSの概要については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 2章「Net8の概念」および
第 9章「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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バックアップおよびリカバリ用の Recovery Managerの構成
追加構成の問題点 4-9

バックアップおよびリカバリ用のバックアップおよびリカバリ用のバックアップおよびリカバリ用のバックアップおよびリカバリ用の Recovery Managerの構成の構成の構成の構成
この項では、Oracle Parallel Serverデータベースのバックアップおよびリカバリに Recovery 
Manager（RMAN）を使用可能にするためのアーカイブ・ログの構成方法について説明しま
す。

Oracle Parallel Server用に RMANを構成するには、この項の説明に従って、次のタスクを
実行します。

1. すべてのアーカイブ・ログ・ファイルが、バックアップおよびリカバリに関係するすべ
てのノードによってアクセスできるようにディレクトリを構成します。

2. 複数の出力先に書き込みできるようにアーカイバを構成します。

SERVICE_NAMES ネットワーク上のデータベース・サービス名 op.us.acme.comを指定します。デフォルト
では、Oracle Universal Installerおよび Oracle Database Configuration Assistantによってグ
ローバル・データベース名全体を含むサービス名が作成されます。この名前は、インストー
ル時またはデータベース作成中に入力したデータベース名（DB_NAME）およびドメイン名
（DB_DOMAIN）からなっています。

インスタンスの様々な用途を別々に識別できるように、複数のサービス名を（個々の
SERVICE_NAMESエントリで）指定できます。また、サービス名を使用すると、レプリ
ケーションを使用して複数インスタンスから使用可能なサービスを識別できます。

USER_DUMP_DEST ユーザー・プロセスのかわりにサーバーが書き込むデバッグ・トレース・ファイルのディレ
クトリ・パスを指定します。

参照参照参照参照 : これらのパラメータの詳細および他のパラメータについては、
『Oracle8i リファレンス・マニュアル』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� Oracle Parallel Serverのバックアップに関する一般情報は、『Oracle8i 
Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してくださ
い。

� RMANの一般情報は、『Oracle8i Recovery Managerユーザーズ・ガイ
ドおよびリファレンス』を参照してください。

� リカバリに Oracle Enterprise Managerを使用する方法は、『Oracle 
Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明



バックアップおよびリカバリ用の Recovery Managerの構成
RMAN用のディレクトリの構成用のディレクトリの構成用のディレクトリの構成用のディレクトリの構成
RMANを使用して 1回の操作で Oracle Parallel Serverデータベースをバックアップおよび
リカバリし、Oracle Enterprise Manager Recovery Wizardによって RMANを使用可能にす
るには、すべてのノードが、アーカイブ・ログに同じ名前を使用し、すべてのアーカイブ・
ログにアクセスできる必要があります。各アーカイブ・ログが生成されると、そのログ名
は、制御ファイルまたはリカバリ・カタログに記録されます。どのノードで RMANが実行
されているかに関係なく、RMANはこの名前でアーカイブ・ログ・ファイルにアクセスし
ます。この RMAN用のディレクトリを構成する最も簡単な方法は、アーカイブ・ログ・
ディレクトリを共有することです。次の項で説明します。

� UNIX上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成

� Windows NT上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成

UNIX上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成
UNIX上で NFS（ネットワーク・ファイル・サーバー）を使用して、共有アーカイブ・ログ
の出力先を構成するには、インスタンスごとにアーカイブ・ログ用の同じディレクトリ構造
を作成します。たとえば、3つのノードを持つクラスタでは、1つのエントリはローカル・
アーカイブ・ログの出力先で、その他の 2つのエントリはリモート・アーカイブ・ログの
NFSマウント・ポイントです。各ノードに、次のディレクトリ構造を作成します。

$ORACLE_HOME/admin/db_name/arch1
$ORACLE_HOME/admin/db_name/arch2
$ORACLE_HOME/admin/db_name/arch3

各インスタンスは、ローカル・アーカイブ・ディレクトリおよびリモート・ディレクトリに
アーカイブ・ログを書き込みます。

� 最初のノードでは、エントリ arch1は、そのノードのインスタンスのローカル・アーカ
イブ・ログの出力先です。他のエントリ arch2および arch3は、2番目および 3番目
のノードのインスタンスのアーカイブ・ログのマウント・ポイントです。

� 2番目のノードでは、エントリ arch1は、最初のノードのリモート・アーカイブ・ログ
のマウント・ポイントで、2番目のエントリ arch2は、ローカル・アーカイブ・ログ・
ディレクトリで、3番目のエントリ arch3は、3番目のノードのリモート・アーカイ
ブ・ログのマウント・ポイントです。

� 3番目のノードでは、エントリ arch1は、最初のノードのリモート・アーカイブ・ログ
のマウント・ポイントで、2番目のエントリ arch2は、2番目のノードのリモート・
アーカイブ・ログのマウント・ポイントで、3番目のエントリ arch3は、ローカル・
アーカイブ・ログ・ディレクトリのマウント・ポイントです。

注意注意注意注意 : リモート・ホストのディレクトリは、NFSによってマウントされ
ます。
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バックアップおよびリカバリ用の Recovery Managerの構成
NFSに関する特別な考慮事項に関する特別な考慮事項に関する特別な考慮事項に関する特別な考慮事項
Parallel Server環境で NFSを使用する場合の考慮事項を示します。NFSのハードマウント
（デフォルト）を使用する場合、リモート・ディレクトリにアクセスできなくなると、クラ
スタ全体がブロックされてしまいます。これは、ハードウェアに障害が起きた場合に発生す
る可能性があります。この理由により、次の項で説明するように、高可用性を実装した
NFS、または NFSのソフトマウント・ディレクトリを使用することをお薦めします。

� 高可用性を実装した NFS

� NFSのソフトマウント・ディレクトリ

高可用性を実装した高可用性を実装した高可用性を実装した高可用性を実装した NFS  最適な解決法は、高可用性を実装した NFSを使用することです。
この解決法では、クラスタの共有ディスクに格納されているエクスポートされた NFSディ
レクトリを使用します。1つのノードは、ファイルのアクセスに使用されるプライマリ・
ノードです。このノードに障害が起きた場合、フェイルオーバー・プロセスは、アクセス・
パスをバックアップ・ノードに変更し、共有ディスクにアクセスできるようにします。ご使
用のハードウェアが高可用性の NFSをサポートしている場合、この機能の構成についてベ
ンダーにお問い合せください。サポートしていない場合は、次の項へ進みます。

NFSのソフトマウント・ディレクトリのソフトマウント・ディレクトリのソフトマウント・ディレクトリのソフトマウント・ディレクトリ  ソフトマウントとは、障害発生後、ディレクトリが
使用可能になるまで、マウント・ディレクトリにアクセスしようとするプロセスがブロック
されないことを意味します。

ご使用のクラスタが、クラスタ内のノード間のソフト・マウント NFSディレクトリをサ
ポートしているかどうかについては、ハードウェアのベンダーにお問い合せください。この
ディレクトリを構成するコマンドは、オペレーティング・システムによって異なるため、ベ
ンダーのドキュメントを参照してください。

たとえば、Sun SPARC Solarisでは、次のコマンドを使用してソフトマウント・ディレクト
リを作成します。

mount -F NFS -o soft,rw,retry=10,timeo=30 node1:
/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch1
/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch1

各ノードがローカル・パーティション内にアーカイブ・ログを生成するようにするには、
LOG_ARCHIVE_DESTパラメータにローカル・アーカイブ・ログ・ファイルのパスと等し
いパスを設定します。前述の例を使用して、3つのインスタンスのパラメータ・ファイルに
次のエントリを作成します。

initop1.oraには、次のように入力します。

log_archive_dest_1="location=/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch1"
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initop2.oraには、次のように入力します。

log_archive_dest_1="location=/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch2"

initop3.oraには、次のように入力します。

log_archive_dest_1="location=/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch3"

追加コピーまたはノードからのアーカイブ・ログをリモート・ホストにミラー化することを
お薦めします。これについては、4-14ページの「複数のログの出力先に書き込むアーカイバ
の構成」で説明されています。

Windows NT上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成上の共有アーカイブ・ログの出力先の構成
Windows NT上で共有アーカイブ・ログを構成する手順は、次のとおりです。

1. クラスタ内の各ノードに、未使用のドライブ名を割り当てます。たとえば、idops1、
idops2および idops3という 3つのノードからなるクラスタがあり、ドライブ名 J、
Kおよび Lが未使用の場合、これらの文字を次の表に示すようにノードに割り当てま
す。

2. Windows NTディスク管理アプリケーションを使用して、Windows NTファイル・シス
テム（NTFS）を含む新しい論理パーティションを作成します。

各パーティションは、ノードで実行されているインスタンスのローカル・アーカイブ・
ログの出力先になります。このパーティションを構成するには、ノードのドライブ名を
新しいパーティションに割り当てます。ステップ 1の例で考えた場合、idops1には
「J:」という名前の新しいパーティション、idops2には「K:」という名前の新しい
パーティションというように作成します。新しいパーティションをそれぞれ作成した
ら、次の表に示すように、¥archivelogsという名前のディレクトリ階層も作成しま
す。

ノード名ノード名ノード名ノード名 ドライブ名ドライブ名ドライブ名ドライブ名

idops1 J:

idops2 K:

idops3 L:

ノード名ノード名ノード名ノード名 コマンドコマンドコマンドコマンド

idops1 mkdir J:¥archivelogs

idops2 mkdir K:¥archivelogs

idops3 mkdir L:¥archivelogs
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3. 各ノード上で、次のコマンド構文を使用して、新しい NTFSパーティションを他のノー
ドと共有します。

net share <db_name>_logs=<drive_letter>:¥

データベース名が opの場合、変数 db_nameおよび drive_letterには、次の表に示すよう
に入力します。

 

4. Windows NTエクスプローラを使用して、これらの共有ドライブ上の権限を設定しま
す。

5. 同じドライブ名を次のコマンドで使用して、クラスタ内のリモート・ノードから共有ド
ライブをマップします。

net use ¥¥<node_name>¥<db_name>_logs <drive_letter>:

この例では、変数 node_name、db_nameおよび drive_letterに次のように入力します。

idops1ではローカル・ドライブが J:なので、次のように入力します。

net use ¥¥node2¥OP_logs K:
net use ¥¥node3¥OP_logs L:

idops2ではローカル・ドライブが K:なので、次のように入力します。

net use ¥¥node1¥OP_logs J:
net use ¥¥node3¥OP_logs L:

idops3ではローカル・ドライブが L:なので、次のように入力します。

net use ¥¥node1¥OP_logs J:
net use ¥¥node2¥OP_logs K:

6. 各ノードがローカル・パーティションにアーカイブ・ログを確実に生成するようにしま
す。これを行うには、各インスタンスのパラメータ・ファイルの
LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータを次のように設定します（前述の例の場合）。

initop1.oraには、次のように入力します。

log_archive_dest_1="location=J:¥archivelogs"

ノード名ノード名ノード名ノード名 コマンドコマンドコマンドコマンド

idops1 net share op_logs=J:¥

idops2 net share op_logs=K:¥

idops3 net share op_logs=L:¥
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initop2.oraには、次のように入力します。

log_archive_dest_1="location=K:¥archivelogs"

initop3.oraには、次のように入力します。

log_archive_dest_1="location=L:¥archivelogs"

複数のログの出力先に書き込むアーカイバの構成複数のログの出力先に書き込むアーカイバの構成複数のログの出力先に書き込むアーカイバの構成複数のログの出力先に書き込むアーカイバの構成
ディレクトリの構成後、この項で説明するステップを実行して、複数の出力先に書込みがで
きるアーカイバを構成します。アーカイブ・ログの出力先を複数にすると、リカバリ処理の
間、障害ノードのアーカイブ・ログを他のノードに対して使用可能にすることによって、単
一の致命的な障害箇所を回避できます。

ローカル・ディスクおよびリモート・ディスクにアーカイブするように各ノードを構成しま
す。出力先がリモート・ディスクの場合、ノードを円形に配置することをお薦めします。こ
のように配置することにより、最初のノードは 2番目のノードに書込みができ、2番目の
ノードは 3番目のノードに書込みができるようになります。そして、最後のノードは最初の
ノードに書込みができるようにします。このように、各ノードはローカル・ファイルと同様
に、リモート・アーカイブ・ログ・ファイルに書き込みます。

次の項の説明に従って、UNIXまたはWindows用のアーカイブ・ログの出力先を構成しま
す。

� UNIX上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成

� Windows NT上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成

注意注意注意注意 : LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータを使用して、ログ・アーカイ
ブの出力先を 5つまで構成できます。このパラメータの詳細は、『Oracle8i 
リファレンス・マニュアル』を参照してください。
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UNIX上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成
UNIX上でアーカイブ・ログの出力先を構成するには、2つの方法があります。次の項で説
明します。

� 共有アーカイブ・ログの出力先の構成

� 非共有ログの出力先の構成

共有アーカイブ・ログの出力先の構成共有アーカイブ・ログの出力先の構成共有アーカイブ・ログの出力先の構成共有アーカイブ・ログの出力先の構成  共有アーカイブ・ログの出力先を使用して、UNIX上
で複数の出力先を構成するには、次の初期化パラメータを前述の UNIXの構成例に追加しま
す。

initop1.oraの場合

log_archive_dest_2="location=/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch2"

initop2.oraの場合

log_archive_dest_2="location=/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch3"

initop3.oraの場合

log_archive_dest_2="location=/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch1"

非共有ログの出力先の構成非共有ログの出力先の構成非共有ログの出力先の構成非共有ログの出力先の構成  ご使用のクラスタ・ハードウェアが NFSでの共有ディレクトリ
をサポートしていない場合、RMANを使用してすべてのローカル・ファイルのバックアッ
プを取ります。リカバリを行う場合、リカバリを開始するノードにすべてのログ・ファイル
をコピーします。コピーを自動的に行うには、必要なリモート・コピー・コマンドを格納す
るためにシェル・スクリプトを作成します。その後、RMANを使用してログを検索し、そ
のログをソース・ディレクトリと同じ名前のディレクトリ階層に格納します。ノード 1で
は、次のスクリプトを使用します。

#!/bin/sh
sqlplus system/manager@node1 @switchlog.sql
rcp node2:/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch2/*
/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch2
rcp node3:/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch3/*
/ORACLE_HOME/admin/db_name/arch3

このスクリプトによって呼び出される switchlog.sqlスクリプトは、すべてのログ・ファ
イルが取り出されたかどうかを確認します。switch.sqlの内容は、次のようにしてくださ
い。

#!/bin/sh
alter system archive log current;
exit
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Windows NT上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成上の複数アーカイブ・ログの出力先の構成
たとえば、次の初期化パラメータを 4-12ページの「Windows NT上の共有アーカイブ・ロ
グの出力先の構成」に追加します。

initop1.oraの場合

log_archive_dest_2="location=K:archivelogs"

initop2.oraの場合

log_archive_dest_2="location=L:archivelogs"

initop3.oraの場合

log_archive_dest_2="location=J:archivelogs"

データベースからリモート・アーカイブ・ログ・ディレクトリにアクセスするには、この
ディレクトリへの書込み権限があるWindowsアカウントで開始する OracleServicesidを構
成します。構成しない場合、構成をするように求める次のメッセージが表示されます。

ORA-09291: sksachk: アーカイブ先に指定されたデバイスが無効です。

一貫性バックアップの作成一貫性バックアップの作成一貫性バックアップの作成一貫性バックアップの作成
Oracle Enterprise Managerの Backup Wizardを使用して、クローズ状態の一貫性バック
アップを実行するには、最初のノードのインスタンスを除くすべてのインスタンスを停止す
る必要があります。

参照参照参照参照 :

�  Oracle Parallel Serverのバックアップに関する一般情報は、『Oracle8i 
Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してくださ
い。

� RMANの一般情報は、『Oracle8i Recovery Managerユーザーズ・ガイ
ドおよびリファレンス』を参照してください。

� リカバリに Oracle Enterprise Managerを使用する方法については、
『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。
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高可用性機能の
5

高可用性機能の構成高可用性機能の構成高可用性機能の構成高可用性機能の構成

この章では、Oracle Parallel Serverの高可用性機能の構成方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 透過的アプリケーション・フェイルオーバー

� プライマリおよびセカンダリ・インスタンス
構成 5-1
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透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー
透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）は、確立された接続に障害が起きた場
合、別のインスタンスにフェイルオーバーするように Net8に対して指示します。これに
よって、ユーザーは、元の接続で障害が起きなかったかのように、新しい接続を使用して作
業を継続できます。

TAFには、接続記述子の CONNECT_DATA部に含まれる FAILOVER_MODEパラメータを
含むネット・サービス名を手動で構成する必要があります。

この項の構成は、次のとおりです。

� FAILOVER_MODEパラメータ

� TAFの実装

� 検証
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高可用性機能の構成 5-3

FAILOVER_MODEパラメータパラメータパラメータパラメータ
FAILOVER_MODEパラメータは、接続記述子の CONNECT_DATA部に含まれている必要
があります。FAILOVER_MODEには、次のパラメータがあります。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

BACKUP バックアップ接続用の異なるネット・サービス名を指定します。
PRECONNECTを使用して接続の事前確立を行う場合は、バック
アップを指定する必要があります。

TYPE （必須）（必須）（必須）（必須） フェイルオーバーのタイプを指定します。Oracleコール・インタ
フェース（OCI）アプリケーションには、デフォルトで次の 3タイ
プの Net8フェイルオーバー機能が使用可能です。

� SESSION: セッションをフェイルオーバーします。つまり、
ユーザー接続が失われると、そのユーザー用にバックアップ上
で新しいセッションが自動的に作成されます。このタイプの
フェイルオーバーでは、選択のリカバリは試行されません。

� SELECT: オープン・カーソルを持つユーザーは、障害後も引き
続きフェッチできます。ただし、このモードでは、通常の選択
操作中のクライアント側にオーバーヘッドが生じます。

� NONE: これがデフォルトです。フェイルオーバー機能は使用
されません。また、この値をフェイルオーバーの発生を防ぐた
めに明示的に指定することもできます。

METHOD プライマリ・ノードからバックアップ・ノードへのフェイルオー
バーの速度を指定します。

� BASIC: フェイルオーバー時に接続が確立されます。このオプ
ションを選択すると、フェイルオーバー時までバックアップ・
サーバー上ではほとんど何もする必要がありません。

� PRECONNECT: 接続が事前に確立されます。このオプション
を選択すると、フェイルオーバーは高速になりますが、バック
アップ・インスタンスでは、サポートしているすべてのインス
タンスからの全接続をサポートできる必要があります。

RETRIES 接続を試行する回数を指定します。DELAYが指定された場合、
RETRIESはデフォルトで 5回再試行します。

DELAY 接続試行の待機時間を秒単位で指定します。RETRIESが指定された
場合、DELAYはデフォルトで 1秒です。
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TAFの実装の実装の実装の実装
FAILOVER_MODEパラメータによって、TAFは多数の方法で実装できます。次の方法をお
薦めします。

� 接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスによる TAFの実装

� 接続の再試行

� 接続の事前確立

接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスによる接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスによる接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスによる接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスによる TAFの実装の実装の実装の実装  TAFは、
複数アドレス用の接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランスを使用し
て実装できます。次の例では、Net8は idops1または idops2上の 1つのリスナー・アド
レスにランダムに接続します。接続後にインスタンスに障害が起きると、Net8は処理中の
すべての SELECT文を確保し保留したまま、他のノードのインスタンスにフェイルオーバー
します。

op.us.acme.com= 
 (description=  
  (load_balance=on) 
  (failover=on) 
  (address=  
       (protocol=tcp)  
       (host=idops1)  
       (port=1521)) 
 (address=  
       (protocol=tcp)  
       (host=idops2)  
       (port=1521)) 
  (connect_data= 
     (service_name=op.us.acme.com) 
     (failover_mode=
       (type=select) 
       (method=basic))))
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接続の再試行接続の再試行接続の再試行接続の再試行  RETRIESおよび DELAYパラメータを使用して、最初の接続試行が失敗した
場合、自動的に接続を再試行することができます。次の例では、Net8は idops1上のリス
ナーに接続を試行します。接続の試行に失敗した場合、Net8は、接続を再試行するまで 15
秒待ちます。Net8は、20回まで接続を試行します。

op.us.acme.com=  
 (description=  
  (address=  
       (protocol=tcp)  
       (host=idops1)  
       (port=1521)) 
  (connect_data= 
     (service_name=op.us.acme.com) 
     (failover_mode=
       (type=select) 
       (method=basic)
       (retries=20)
       (delay=15))))

接続の事前確立接続の事前確立接続の事前確立接続の事前確立  バックアップの接続は、事前に確立することができます。初期接続および
バックアップ接続は、明示的に指定する必要があります。次の例では、Net8は idops1の
リスナーに接続します。接続後に idops1に障害が起きると、Net8は処理中のすべての
SELECT文を確保し保留したまま、idops2にフェイルオーバーします。

op.acme.com= 
 (description=  
  (address=  
       (protocol=tcp)  
       (host=idops1)  
       (port=1521)) 
  (connect_data= 
     (service_name=op.us.acme.com) 
     (instance_name=op1) 
     (failover_mode=
       (backup=op2.acme.com) 
       (type=select) 
       (method=preconnect))))
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op2.acme.com= 
 (description=  
  (address=  
       (protocol=tcp)  
       (host=idops2)  
       (port=1521)) 
  (connect_data= 
     (service_name=op.us.acme.com) 
     (instance_name=op2)))

検証検証検証検証
V$SESSIONビュー内の FAILOVER_TYPE、FAILOVER_METHODおよび FAILED_OVER
列を問い合せて、TAFが正しく構成されたかどうかを検証できます。

プライマリおよびセカンダリ・インスタンスプライマリおよびセカンダリ・インスタンスプライマリおよびセカンダリ・インスタンスプライマリおよびセカンダリ・インスタンス
プライマリおよびセカンダリ・インスタンスでは、一方のインスタンスが接続を受け入れ、
もう一方のインスタンスは、プライマリ・インスタンスに障害が起きた場合のみ接続を受け
入れます。この機能は、2つのインスタンスを持つ Oracle Parallel Serverにのみ実装できま
す。

この項の内容は、次のとおりです。

� 概要

� 初期化ファイルの構成

� クライアント構成

� リスナー構成

� セカンダリ・インスタンスへの接続

概要概要概要概要
ACTIVE_INSTANCE_COUNT=1が initsid.ora初期化ファイルに設定されている場合、
最初に起動されたインスタンスがプライマリ・インスタンスとなります。プライマリ・イン
スタンスは、その状態およびデータベース・サービス情報を、動的サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録を通じて、
ローカル・リスナーに登録します。

マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））が LISTENER属性で構成されて
いる場合、プライマリ・インスタンスはセカンダリ・インスタンスのリスナーに登録できま
す。LISTENERパラメータでは、ディスパッチャの登録情報を持つリスナーに対するリス
ナー名の別名を指定できます。別名は、tnsnames.oraファイルなどのサービス登録サービス登録サービス登録サービス登録を通

参照参照参照参照 :  V$SESSIONビューの詳細は、『Oracle8i リファレンス・マニュア
ル』を参照してください。
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じて、リスナー・アドレスのリストに変換されます。これによって、プライマリ・インスタ
ンスは、セカンダリ・インスタンスのリスナーと同様にローカル・リスナーからの接続を受
け入れることができます。

セカンダリ・インスタンスにも、ACTIVE_INSTANCE_COUNT=1が設定されていますが、
セカンダリのリスナーには登録しません。そのため、セカンダリ・インスタンスでは、リス
ナーを通じてクライアント接続を受け入れることができません。

プライマリ・インスタンスに障害が起きた場合、セカンダリ・インスタンスがプライマリ・
インスタンスになり、リスナーに登録します。障害インスタンスが再起動される場合はセカ
ンダリ・インスタンスとして起動され、専用サーバーおよび共有サーバーはリスナーに登録
されません。

TAFが構成されている場合、障害が起きたプライマリ・インスタンスに接続していたクライ
アントは、セカンダリ・インスタンスにフェイルオーバーされます。プライマリ・インスタ
ンスに障害が起きた後で Oracle Parallel Serverに接続するクライアントは、自動的にセカン
ダリ・インスタンスに送られます。

初期化ファイルの構成初期化ファイルの構成初期化ファイルの構成初期化ファイルの構成
プライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成を使用可能にするには、インスタンス初期
化ファイル initsid.oraを各インスタンスの ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータで
構成する必要があります。その値は、両方のインスタンス上で 1である必要があります。

active_instance_count=1

参照参照参照参照 :

� TAFを構成するには、5-2ページの「透過的アプリケーション・フェ
イルオーバー」を参照してください。

� プライマリおよびセカンダリ・インスタンスの詳細な一般情報は、
『Oracle8i Parallel Server概要』を参照してください。
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クライアント構成クライアント構成クライアント構成クライアント構成
プライマリおよびセカンダリ・インスタンスのリスナー・アドレスを含むアドレス・リスト
を使用し、クライアントの接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子を構成することをお薦めします。すべてのクライアン
トの接続は、プライマリ・インスタンスのみに向けられるため、LOAD_BALANCEパラ
メータは OFFに設定されている必要があります。FAILOVERパラメータは、アドレス・リ
ストに対してデフォルトで ONに設定されているため、明示的に設定する必要はありませ
ん。次に、クライアント構成の例を示します。

op.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=off)
  (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
  (address=(protocol=tcp)(host=idops2)(port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)))

LOAD_BALANCE=ONの設定はお薦めしません。そのように設定すると、接続の半分がセ
カンダリ・インスタンス上のリスナーに接続しようとして失敗します。次に、クライアント
は、プライマリ・インスタンス上のリスナーに接続しようとして成功します。すべての接続
を、最初にアクティブ・インスタンスに送信することをお薦めします。

参照参照参照参照 :

� 接続記述子の構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 6
章「ネーミング・メソッドの構成」を参照してください。

� アドレス・リストおよび複数アドレス・オプション（接続時フェイル
オーバーおよびクライアント・ロード・バランスなど）の構成につい
ては、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 8章「Net8の拡張機能」を
参照してください。
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高可用性機能の構成 5-9

リスナー構成リスナー構成リスナー構成リスナー構成
listener.oraファイルから、SID_LIST_listener_nameの情報を削除します。このように、
リスナーは、動的サービス登録から取得される情報のみを使用します。

たとえば、次のように、sid_list_listenerエントリを listener.oraファイルから削
除します。

セカンダリ・インスタンスへの接続セカンダリ・インスタンスへの接続セカンダリ・インスタンスへの接続セカンダリ・インスタンスへの接続
プライマリ・インスタンスが有効な場合であっても、管理者がセカンダリ・インスタンスに
接続する場合があります。たとえば、管理者がデータベース上で、あるバッチ操作を行う場
合です。

リモート・ログインリモート・ログインリモート・ログインリモート・ログイン
管理者は、マシンにログインしてバッチ操作を行うことによって、セカンダリ・インスタン
スに接続できます。

旧旧旧旧 listener.oraファイルファイルファイルファイル 変更後の変更後の変更後の変更後の listener.ora ファイルファイルファイルファイル

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op1))

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1521)))

注意注意注意注意 : セカンダリ・インスタンスに接続する場合は、SID_LIST_listener_
nameエントリを削除しないでください。かわりに、次の項「セカンダリ・
インスタンスへの接続」を参照してください。



プライマリおよびセカンダリ・インスタンス
リモート・クライアントからの接続リモート・クライアントからの接続リモート・クライアントからの接続リモート・クライアントからの接続
リモート・クライアントからセカンダリ・インスタンスへの接続には、いくらかの構成が必
要です。それは、操作クライアント（管理アクティビティを実行していないクライアント）
が SERVICE_NAMESまたは SIDを使用する接続記述子で構成されているかどうかに依存し
ます。次の項で説明します。

� SERVICE_NAMESによる接続記述子を使用するクライアント

� SIDによる接続記述子を使用するクライアント

SERVICE_NAMESによる接続記述子を使用するクライアントによる接続記述子を使用するクライアントによる接続記述子を使用するクライアントによる接続記述子を使用するクライアント  接続記述子に SERVICE_NAME
パラメータを使用するクライアントを持つ管理者は、次のいずれかの方法によってセカンダ
リ・インスタンスに接続できます。

� 接続記述子の CONNECT_DATA部に、インスタンスの SIDを使用するインスタンスご
との接続記述子を作成します。

次の例では、クライアントは、op1.us.oracle.comおよび op2.us.oracle.comを
使用して、idops1および idops2に接続できます。

op1.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=op1.us.oracle.com)))
op2.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=op2.us.oracle.com)))

この他に構成する必要はありません。

� listener.oraファイル内の GLOBAL_DBNAMEパラメータを、管理者のみが使用で
きる名前に設定または変更し、接続記述子の CONNECT_DATA部の SERVICE_NAME
パラメータ値として、その名前を指定します。

インストールおよび構成プロセスでは、GLOBAL_DBNAMEパラメータを使用せずに、デ
フォルトの listener.oraファイルを作成する必要があります。システムに
GLOBAL_DBNAMEパラメータを含む listener.oraファイルがある場合があります。
GLOBAL_DBNAMEパラメータには、通常、initdb_name.oraファイル内の
SERVICE_NAMESパラメータと同じ値を指定します。次の例では、
SID_LIST_listener_name情報に、インスタンス名 op1およびデータベース名
op.us.acme.comを指定しています。

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
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   (host=idops1)

   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (oracle_home=/orahome81)
   (global_dbname=op.us.acme.com)
   (sid_name=op1))

SID_LIST_listener_nameの静的情報は、使用されません。なぜなら、プライマリ・インスタ
ンスの場合は、動的サービス登録を通じてこの情報をリスナーにすでに登録済で、セカンダ
リ・インスタンスの場合は、ローカル・リスナーに登録しないためです。

サービス名がすでにリスナーに登録されているため、GLOBAL_DBNAMEパラメータの値
は、指定しても使用されません。そのため、パラメータを、登録されたサービス名とは異な
る別の値に設定できます。

GLOBAL_DBNAMEが指定されていない場合、GLOBAL_DBNAMEを追加し、登録されて
いるサービス名とは異なる値に設定します。GLOBAL_DBNAMEが指定されている場合、
GLOBAL_DBNAME値をサービス名とは異なる名前と置き換えます。

この新しい静的情報は、サービス登録を通じてリスナーに動的に登録される情報とは一致し
ません。そのため、業務クライアントはプライマリ・インスタンスに送られ、接続記述子内
の変更されたサービス名を使用する管理クライアントはセカンダリ・インスタンスに接続で
きます。
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たとえば、同じ listener.oraは、adminop.us.acme.comのグローバル・データベース
名に変更できます。

その他のノード上の listener.oraファイルも、次のように変更することができます。

旧旧旧旧 listener.oraファイルファイルファイルファイル 変更後の変更後の変更後の変更後の listener.ora ファイルファイルファイルファイル

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=op.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op1))

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=adminop1.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op1))

旧旧旧旧 listener.oraファイルファイルファイルファイル 変更後の変更後の変更後の変更後の listener.ora ファイルファイルファイルファイル

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops2)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=op.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op2))

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops2)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=adminop2.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op2))

参照参照参照参照 : リスナーの構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 7
章「リスナーの構成」を参照してください。
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リモート管理を実行するクライアント用に、インスタンスごとに別々の接続記述子を作成し
ます。CONNECT_DATA部で、listener.oraファイルの GLOBAL_DBNAMEパラメー
タの新しい値に一致する値を持つ SERVICE_NAMEが使用されていることを確認します。

次の例では、クライアントは、adminop1.us.oracle.comおよび
adminop2.us.oracle.comを使用して、idops1および idops2に接続できます。

adminop1.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=adminop1.us.oracle.com)))
adminop2.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=adminop2.us.oracle.com)))

参照参照参照参照 :

� 接続記述子の構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 6
章「ネーミング・メソッドの構成」を参照してください。

� 静的サービス情報の構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』
の第 7章「リスナーの構成」を参照してください。
高可用性機能の構成 5-13



プライマリおよびセカンダリ・インスタンス
SIDによる接続記述子を使用するクライアントによる接続記述子を使用するクライアントによる接続記述子を使用するクライアントによる接続記述子を使用するクライアント  接続記述子に SIDパラメータを使用するクラ
イアントを持つ管理者は、次の方法によってセカンダリ・インスタンスに接続できます。

1. listener.oraファイルに追加管理リスナーを構成します。

2. 接続記述子の CONNECT_DATA部に適切な SIDを指定します。

各インスタンスは、2つのリスナーで構成される必要があります。

� 一方のリスナーは、通常、listenerというデフォルト名で、クライアント接続に使用
されます。

このリスナーには、listener.oraファイルに SID_LIST_listener_nameエントリを含め
ないでください。このリスナーは、動的サービス登録にのみ基づいてデータベースに関
する情報を取得します。

� もう一方のリスナーは、異なる名前を持ち、リモート管理用に使用されます。

リモート管理を実行するクライアントのみが、このリスナーを使用します。このリス
ナーは、データベース登録情報のサービス登録に依存しません。かわりに、
listener.oraファイル内の SID_LIST_listener_nameエントリに依存します。

インストールおよび構成プロセスは、SID_LIST_listener_name情報を使用して、両方のノー
ド上で listener.oraファイルをすでに作成済である必要があります。

管理リスナーを作成する手順は、次のとおりです。

1. listener_adminなど特有の名前で、別のリスナーを作成します。

2. デフォルトのポート番号 1521以外のポート番号を与えます。

3. listener.oraファイル内の SID_LIST_listener_nameの listener_nameを、管理リス
ナーの名前に置き換えます。
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たとえば、次の listener.oraファイルには、listener_adminという管理リスナー
用のエントリがあります。このリスナーは、データベース op.us.acme.comの要求に
応えるインスタンス op1の要求をポート 1480でリスニングします。

旧旧旧旧 listener.oraファイルファイルファイルファイル 変更後の変更後の変更後の変更後の listener.ora ファイルファイルファイルファイル

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op1))

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1521)))
listener_admin= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops1)
   (port=1480)))
sid_list_listener_admin= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=op.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op1))
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その他のノード上の listener.oraファイルも、次のように変更することができます。

4. リモート管理を実行するクライアント用に、管理リスナーごとに別々の接続記述子を作
成します。

次に例を示します。

op1_admin1= 
 (description= 
   (address=(protocol=tcp)(host=idops1)(port=1480))
  (connect_data=
     (sid=op1)))
op2_admin2= 
 (description= 
   (address=(protocol=tcp)(host=idops2)(port=1480))
  (connect_data=
     (sid=op2)))

旧旧旧旧 listener.oraファイルファイルファイルファイル 変更後の変更後の変更後の変更後の listener.ora ファイルファイルファイルファイル

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops2)
   (port=1521)))
sid_list_listener= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=op.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op2))

listener= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops2)
   (port=1521)))
listener_admin= 
 (description=  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=idops2)
   (port=1480)))
sid_list_listener_admin= 
 (sid_desc=
   (global_dbname=op.us.acme.com)
   (oracle_home=/orahome81)
   (sid_name=op2))

参照参照参照参照 : リスナーの構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 7
章「リスナーの構成」を参照してください。

参照参照参照参照 : 接続記述子の構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の
第 6章「ネーミング・メソッドの構成」を参照してください。
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第第第第 III部部部部

Oracle Parallel Server Managementのののの

インストールと使用方法インストールと使用方法インストールと使用方法インストールと使用方法

第 III部では、Oracle Parallel Server Managementのインストール方法および使用方法を説
明します。第 III部の内容は、次のとおりです。

� 第 6章「Oracle Parallel Server Managementのインストールと構成」

� 第 7章「Oracle Parallel Server Managementによる Oracle Parallel Serverの管理」

� 第 8章「Oracle Performance Managerによるパフォーマンスの監視」





Oracle Parallel Server Managementのイン
6

Oracle Parallel Server Managementのののの

インストールと構成インストールと構成インストールと構成インストールと構成

Oracle Enterpise Managerは、Oracle Parallel Server Managementによる Oracle Parallel 
Serverデータベースの管理をサポートします。Oracle Parallel Server Managementによっ
て、Oracle Enterprise Managerの特定のパラレル・コンポーネントが使用可能になります。
また、Oracle Performance Managerと呼ばれるパフォーマンス監視ツールによって Oracle 
Parallel Server Managementの機能が拡張され、エンド・ユーザーはパフォーマンスをグ
ローバル V$ビュー表で監視できます。

この章では、Oracle Parallel Server Managementをインストールして構成する方法について
説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャ

� Oracle Parallel Server Managementの要件

� Oracle Enterprise Managerの設定の概要

� Oracle Enterprise Managerのインストール

� Oracle Enterprise Managerの構成

� Oracle Performance Managerの構成

� DBA Studioの注意事項
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Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャ
Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Parallel Server Managementを使用して、Oracle Parallel Serverとそのインスタンス
のアクティビティを制御できます。Oracle Parallel Server Managementは、Oracle Parallel 
Serverのための包括的な統合システム管理ソリューションです。オープンなクライアント /
サーバー・アーキテクチャを通じて異機種間環境で稼働する複数インスタンス・データベー
スを管理できるようにします。

Oracle Parallel Server Managementでは、パラレル・データベースの管理だけでなく、ジョ
ブのスケジューリング、イベント管理の実行、パフォーマンスの監視およびパラレル・デー
タベースのチューニングに必要な統計の取得を行えます。

Oracle Enterprise Managerは、データベース管理者（DBA）にとって、どんなに複雑なデー
タベース・ネットワークでも Enterprise Manager Consoleと呼ばれる単一ワークステーショ
ンから管理および監視できるようにする、高性能のツール・セットです。

Oracle Enterprise Managerコンテキスト内の Oracle Parallel Server Managementには、次の
表に示すコンポーネントが含まれます。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise Managerで利用できないビューの使用と、
Oracle Parallel Serverの監視およびチューニングの詳細は、『Oracle8i 
Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してください。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

Console Console は、Oracle Toolsにアクセスするためのメニュー、ツール
バーおよび起動パレットを持つグラフィカル・ユーザー・インタ
フェースです。Consoleは、クライアント・マシンまたはブラウザ
から実行します。

Consoleには、次の 4つのウィンドウがあります。

� 「Navigator」ウィンドウ ― ネットワーク上のデータベース・
オブジェクト編成を示す一貫した階層ビューを提供するオブ
ジェクト・ブラウザが含まれています。

� 「Group」ウィンドウ ― 管理者が作成した主要オブジェクトが
カスタマイズされた形式でグラフィック表示されます。

� 「Event Management」ウィンドウ ― 管理者は、重要なデータ
ベースおよびシステム・イベントをリモートで監視できます。

� 「Job」ウィンドウ ― 管理者は、反復するアクティビティを自
動化できます。
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Management Server Management Serverでは、Consoleから要求された機能が実行され
ます。

Management Serverによって、すべてのシステム管理タスクが処理
され、これらのタスクを管理対象ノード上の Oracle Intelligent 
Agentへ分散する処理が管理されます。

リポジトリ・データベース すべての管理者は、データベース表の集合であるリポジトリ・デーリポジトリ・デーリポジトリ・デーリポジトリ・デー
タベースタベースタベースタベースを共有します。リポジトリには、各管理者のアカウントが
含まれています。

Management Serverでは、すべてのシステム・データ、アプリケー
ション・データおよび環境全体の管理対象ノードの状態が、リポジ
トリを使用して格納されます。リポジトリは、複数の管理者で共有
できます。

リポジトリは、ノードとは別のマシンに格納する必要があります。

Oracle Intelligent Agent Oracle Intelligent Agent は、Consoleから要求されたタスクを管理
し、完了します。インストール後の Oracle Intelligent Agentでは、
次の処理が実行されます。

� Consoleによって開始されたジョブ要求をリスニングし、応答
します。

� ジョブ要求のスケジュールを設定します。要求には、異常条件
の検出と修正、標準データベース管理プロシージャの実行およ
びイベントの監視を含めることができます。

Oracle Intelligent Agentは、ノードにインストールされます。

（オプション）Oracle 
Performance Manager

Oracle Performance Managerでは、表形式やグラフィック形式に
よる Oracle Parallel Serverの様々な統計を選択できます。統計は、
Oracle Parallel Serverで実行中のすべてのインスタンスから集計さ
れたパフォーマンスを表します。また、統計は個々のチャートに表
示され、それにはデータ・ブロックの ping、ロック・アクティビ
ティ、ファイル I/O、セッションおよびユーザー情報が含まれま
す。

（オプション）Oracle Data 
Gatherer

Oracle Data Gathererでは、Oracle Performance Managerのパ
フォーマンス統計が収集されます。

Oracle Data Gathererは、Oracle Intelligent Agentとともに各ノー
ドにインストールされます。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明
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Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャ
Oracle Parallel Server Managementでは、次の表に示すユーティリティを使用してインスタ
ンスを管理します。

UNIX上では、Oracle Intelligent Agentによって OPSCTLが起動され、ジョブが実行されま
す。次に、図 6-1のように OPSDが OPSCTLから要求を受信します。

図図図図 6-1  UNIX用の用の用の用の OPSCTLアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

OPS Control
（OPSCTL）

Oracle Intelligent Agentとノードの間で単一の制御ポイントとして機能します。

OPSCTLとの通信には、1つのノードの Oracle Intelligent Agentのみが使用されます。
そのノード上の OPSCTLが、Net8を通じて他のノードと通信します。

OPSCTLは、ノードにインストールします。

OPS通信デーモン
（OPSD）

OPSCTLから要求を受信して、起動や停止などの管理ジョブ・タスクを実行します。コ
マンドは各ノードでローカルに実行され、結果が OPSCTLに戻されます。

OPSDは、ノードにインストールします。OPSDは、UNIXオペレーティング・システム
上にのみ実装されます。

OPSD
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Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャ
Windows NT上では、Oracle Intelligent Agentによって OPSCTLが起動され、ジョブが実
行されます。次に、OPSCTLから Oracle Server Managerに要求が送信されます。Oracle 
Server Managerでは、ノード上で構成済の tnsnames.oraファイルの情報を使用してリス
ナーに接続し、リスナーは OPSCTLから要求された処理をインスタンスに送信します。し
たがって、クラスタ内のすべてのノード上で tnsnames.oraファイルを構成する必要があ
ります。

図 6-2に、エージェントとWindows NT上のノード間での OPSCTLの動作を示します。

図図図図 6-2  Windows NT用の用の用の用の OPSCTLアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
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Oracle Parallel Server Managementの要件
Oracle Parallel Server Managementの要件の要件の要件の要件
Consoleから Oracle Parallel Server Managementを使用するには、下の表に示す各ノードの
要件を満たす必要があります。第 3章「Oracle Parallel Serverデータベースのインストール
と作成」の手順に従う場合、これらの要件を満たす必要があります。

ノードの要件ノードの要件ノードの要件ノードの要件 追加情報の参照先追加情報の参照先追加情報の参照先追加情報の参照先

クラスタの各ノードに Oracle8i Enterprise Edition、Oracle 
Parallel Serverおよび Oracle Intelligent Agentがインストー
ルされていることを確認します。

第 3章「Oracle Parallel Serverデータベースのインス
トールと作成」 

Oracle Parallel Server内の各インスタンスには、一意の
Oracleシステム識別子（SID）が必要です。

1-15ページの「initsid.oraファイルによるインスタン
スの一意識別」

各ノードの tnsnames.oraファイルは、次のネット・サー
ビス名エントリで構成されている必要があります。

� データベース

� 各インスタンス

3-16ページの「ネット・サービス名（tnsnames.ora
ファイル）」

各ノードの listener.oraファイルは、次のもので構成さ
れている必要があります。

� リスナー名

� Oracle Enterprise Managerの TCP/IPアドレス

� SID_LIST_listener_nameセクション内のノードの SIDの
エントリ

3-14ページの「リスナー（listener.oraファイル）」

oratabファイルおよび db_name.confファイルは、
OPSCTL用に UNIX上に構成されている必要があります。

HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PMは、作業の検
出用にWindows NT上に設定されている必要があります。

� Oracle Database Configuration Assistantを使用す
る場合、3-9ページの「オペレーティング・シス
テム固有の構成」

� 手動操作でデータベースを作成する場合、3-32
ページの「タスク 3: オペレーティング・システ
ム固有の構成の設定」

UNIXでは、システム起動時に oracleアカウントによって
OPSDが各管理対象ノード上で確実に起動される必要があり
ます。OPSDは、$ORACLE_HOME/binにあります。
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Oracle Enterprise Managerの設定の概要
Oracle Enterprise Managerの設定の概要の設定の概要の設定の概要の設定の概要
個々の Oracle Enterprise Managerコンポーネントを別々のマシンで実行したり、個々のマ
シン上の異なるコンポーネントを併合して Oracle環境全体を管理できます。次に、2つの環
境を示します。

環境環境環境環境 1: Console、、、、Management Serverおよびレジストリが同じマシンにあおよびレジストリが同じマシンにあおよびレジストリが同じマシンにあおよびレジストリが同じマシンにあ
る場合る場合る場合る場合
Consoleでは、Management Serverを援用して、両方のノードのデータベースのリモート管
理を行います。ConsoleとManagement Serverは、リポジトリ専用の Oracle8i データベー
スがインストールされているWindows NTマシンまたは Solarisマシン上で実行されます。
Oracle Intelligent Agentを実行する必要はありません。

各ノードでは、Oracle8i データベースが共有されます。このデータベースではリポジトリは
作成されず、Oracle Intelligent Agentは両方のノードで実行されます。

図図図図 6-3  Console、、、、Management Serverおよびリポジトリが同じマシンにある場合およびリポジトリが同じマシンにある場合およびリポジトリが同じマシンにある場合およびリポジトリが同じマシンにある場合
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Oracle Enterprise Managerの設定の概要
環境環境環境環境 2: Console、、、、Management Serverおよびリポジトリが別々のマシンにおよびリポジトリが別々のマシンにおよびリポジトリが別々のマシンにおよびリポジトリが別々のマシンに
ある場合ある場合ある場合ある場合
リポジトリは、それ専用の Oracle8i データベースがインストールされている別々の
Windows NTマシンまたは Solarisマシンにあります。Oracle Intelligent Agentを実行する
必要はありません。

Windows NTマシン上の Consoleのデータベースは、Management Serverによってリモー
ト管理されます。Consoleは、Windows NTまたはWindows 95/98マシンで実行されます。

各ノードでは、Oracle8i データベースが実行されます。このデータベースではリポジトリは
作成されず、Oracle Intelligent Agentは両方のノードで実行されます。

図図図図 6-4  Console、、、、Management Serverおよびリポジトリが別々のマシンにある場合およびリポジトリが別々のマシンにある場合およびリポジトリが別々のマシンにある場合およびリポジトリが別々のマシンにある場合
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Oracle Enterprise Managerのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Enterprise Managerをインストールする手順は、次のとおりです。

1. Oracle Parallel Serverノード以外のマシンにリポジトリ・データベースをインストール
します。

2. Oracle Enterprise Managerをインストールします。

Management Serverおよび Consoleは、リポジトリ・データベースが常駐するマシンま
たは独自のマシンにインストールできます。Oracle Diagnostics Packを購入すると、
Oracle Diagnostics Packおよび Oracle Enterprise Managerを同時にインストールできま
す。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle8i for Sun SPARC Solarisインストレーション・ガイド』、
『Oracle8i for HP 9000 Servers and Workstationsインストレーション・
ガイド』および『Oracle8i for IBM AIXインストレーション・ガイド』
を参照してください。

� 『Oracle8i for Windows NTインストレーション・ガイド』を参照して
ください。

参照参照参照参照 :

� Oracle Diagnostics Packはインストールせずに、Oracle Enterprise 
Managerのみをインストールするには、『Oracle8i for Sun SPARC 
Solarisインストレーション・ガイド』、『Oracle8i for HP 9000 Servers 
and Workstationsインストレーション・ガイド』、『Oracle8i for IBM 
AIXインストレーション・ガイド』または『Oracle8i for Windows 
NTインストレーション・ガイド』を参照してください。

� Oracle Enterprise Managerおよび Oracle Diagnostics Packの両方をイ
ンストールするには、『Oracle Diagnostics Pack インストレーション・
ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Performance Managerは、Oracle Enterprise Managerの有
無に関係なく実行できます。この製品をスタンドアロン製品として実行す
ることを選択した場合、Oracle Enterprise Managerを構成する必要はあり
ません。
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Oracle Enterprise Managerの構成
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Oracle Enterprise Managerの構成の構成の構成の構成
Oracle Enterprise Managerを構成するには、次のタスクを実行します。

� タスク 1: リポジトリの構成

� タスク 2: Oracle Enterprise Managerコンポーネントの起動 

� タスク 3: ノードの検出

� タスク 4: ノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格証明の指定

タスクタスクタスクタスク 1: リポジトリの構成リポジトリの構成リポジトリの構成リポジトリの構成
Configuration Assistantを使用してバージョン 2のリポジトリを作成し、ロードします。リ
ポジトリは、Oracle Enterprise Managerが必要とするデータが格納されている Oracleデー
タベース内の表の集合です。構成手順の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』
を参照してください。

タスクタスクタスクタスク 2: Oracle Enterprise Managerコンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動
Consoleを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

� Oracle Intelligent Agent

� Management Server

� Console

Oracle Intelligent Agent
各ノード上で Oracle Intelligent Agentを起動します。

オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。

% lsnrctl dbsnmp_start

Windows NT上では、「コントロール パネル」を使用することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. OracleHOME_NAMEAgentサービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOMEが共有される場合は、Oracle Intelligent Agent
の追加構成が必要です。B-10ページの「Oracle Intelligent Agentの構成」
を参照してください。



Oracle Enterprise Managerの構成
Management Server

Management Serverを起動するには、オペレーティング・システム・プロンプトから次のよ
うに入力します。

% oemctrl start oms

このコマンド文字列は大文字と小文字が区別されるため、小文字で入力する必要がありま
す。

Solaris上でManagement Serverをバックグラウンドで起動するには、次のコマンドを入力
します。

% oemctrl start oms&

Windows NT上では、「コントロール パネル」を使用することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. OracleHOME_NAMEManagementServerサービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

Management Serverでは、UNIXの場合は $ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリ
内、Windowsオペレーティング・システムの場合は ORACLE_HOME¥sysman¥configディ
レクトリ内で、OMSCONFIG.PROPERTIESファイルが検索されます。このファイルには、
Management Serverの起動に必要な接続情報が含まれています。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerインストールから Configuration Assistantを
起動した場合は、リポジトリの作成中にManagement Serverサービスが自動的
に開始されます。

注意注意注意注意 : リポジトリの作成またはリポジトリ接続情報の変更には、常に Oracle 
Enterprise Manager Configuration Assistantを使用してください。この情報は、
OMSCONFIG.PROPERTIESファイル内で暗号化されます。

参照参照参照参照 : OMSCONFIG.PROPERTIESファイルの編集に関するオプションの
Console構成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照
してください。
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Oracle Enterprise Managerの構成
Console
Consoleは、強力で確実なシステム管理を実現する直観的なグラフィカル・ユーザー・イン
タフェース（GUI）を介する、Oracle環境の集中管理ポイントとなります。

Oracle Enterprise Managerの Consoleを起動する手順は、次のとおりです。

1. オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。

% oemapp console

このコマンド文字列は大文字と小文字が区別されるため、小文字で入力する必要があり
ます。

Windows NT上では、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Oracle Enterprise Manager」>「Oracle Enterprise Manager Console」を選択すること
もできます。

2. Consoleに初めてログインする場合は、最初のログイン・ダイアログ・ボックスが表示
されたら、スーパー管理者アカウントのデフォルトの資格証明を入力します。

Administrator = sysman  

Password = oem_temp  

3. 「Management Server」リストから、アクセスするリポジトリが構成されている
Management Serverを選択します。
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Oracle Enterprise Managerの構成
Oracle Parallel Server Managementのインストールと構成 6-13

使用するManagement Serverの名前が表示されない場合は、次の手順を実行します。

a. 「Management Servers」ボタンをクリックします。「Management Servers」ダイア
ログ・ボックスが表示されます。

b. 「Add」ボタンをクリックします。「Add Management Server」ダイアログ・ボック
スが表示されます。

c. Management Server名を入力して「OK」をクリックします。

d. リストから「Management Server」を選択します。

パスワードを変更できるように「Security Warning」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

4. パスワードを入力し、確認します。

新しく入力するパスワードは、その後の Consoleへのログインに使用します。

注意注意注意注意 : パスワードは 8文字以内にしてください。



Oracle Enterprise Managerの構成
「Discovery Wizard」で Consoleが表示されます。

Consoleを初めて起動するときには、スーパー管理者としてログインする必要がありま
す。スーパー管理者アカウントを使用して他の管理者アカウントを作成した後は、管理
者としてログインできます。

5. 6-15ページの「タスク 3: ノードの検出」へ進みます。

注意注意注意注意 : ConsoleをWebブラウザから実行することもできます。これによ
り、管理者は Consoleをシン・クライアントまたはファット・クライアン
トとして実行できます。

シン・クライアントでは、Consoleファイルがインストールされている
サーバーへの接続にWebブラウザを使用しますが、ファット・クライア
ントでは Consoleファイルはローカルにインストールされます。Console
をWebブラウザから実行すると、DBA Management Packアプリケーショ
ンへのアクセスなど、通常はインストール済の Consoleから実行する管理
タスクをすべて実行できます。これらのタスクは、Webブラウザをサポー
トしているマシンで実行できます。

Oracle Enterprise ManagerをWebブラウザから実行する方法の詳細は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。
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タスクタスクタスクタスク 3: ノードの検出ノードの検出ノードの検出ノードの検出
Consoleの起動後に、データベース、リスナーおよびノードなどのネットワーク・サービス
を検出し、ナビゲータ・ツリーを移入する必要があります。

サービスを検出する手順は、次のとおりです。

1. 「Discovery Wizard: Introduction」ページで、「Next」をクリックします。

「Specify Nodes」ページが表示されます。

 

2. Oracle Parallel Serverノードのホスト名を入力します。

検出状態を示す「Progress」ページが表示されます。
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Oracle Enterprise Managerの構成
検出に成功すると、次のように表示されます。

3. 「Finish」をクリックします。
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Oracle Enterprise Managerの構成
次の確認ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「Status」ダイアログ・ボックスを確認して、「OK」をクリックします。

ノードが識別されると、管理対象ノード上で稼働中のすべてのデータベースと他のサー
ビスが、Oracle Enterprise Managerによって自動的に検出（検索）されます。ノードの
検出時に検索されるサービスは、次のとおりです。

� サポートしているデータベース

� そのインスタンス

� そのリスナー

Oracle Parallel Serverインスタンスが検出されると、そこに属するノード用に Parallel 
Server Instancesという新規フォルダが作成されます。

「Navigator」ウィンドウ内でフォルダを展開および縮小すると、検出されたオブジェク
トを確認できます。

注意注意注意注意 : 検出に失敗すると、通常はノード上で Oracle Intelligent Agentが
起動されません。C-2ページの「サービス検出の障害の解決」を参照して
ください。
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次の図に、opsmzという名前の Oracle Parallel Serverデータベースを示します。この
データベースは、ホスト warp01.us.oracle.com上のインスタンス opsmz1、ホスト
warp02.us.oracle.com上のインスタンス opsmz2およびホスト
warp03.us.oracle.com上のインスタンス opsmz3を持ちます。

Parallel Server
データベース

Parallel Server
インスタンス
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タスクタスクタスクタスク 4: ノードとノードとノードとノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格証明データベースのデフォルト資格証明データベースのデフォルト資格証明データベースのデフォルト資格証明
の指定の指定の指定の指定

Oracle Enterprise Managerで特定の機能を実行するには、デフォルトのユーザー資格証明を
使用して構成する必要があります。これらの資格証明は、Consoleのナビゲータで Oracle 
Parallel Serverを展開する場合など、Oracle Parallel Serverへの接続を確立するときに使用
されます。起動操作と停止操作にも資格証明が使用されます。

構成する資格証明は、ターゲット・ノード上の Oracle Parallel Serverデータベースに対し
て、SYSDBAまたは SYSOPER権限を持つ有効な DBAユーザーを識別する必要があります。
これによって、「Navigator」ウィンドウ内で Oracle Parallel Serverデータベース・フォルダ
を展開したり、接続およびジョブ実行操作を実行できるようになります。有効なデータベー
ス・ユーザーを識別できないと、データベースへ接続しようとするたびに、この情報を求め
るプロンプトが Oracle Enterprise Managerから表示されます。

同様に、特定のノード上でインスタンスの起動や停止などのジョブを実行するには、オペ
レーティング・システム・ユーザーを識別する必要があります。ジョブは Consoleから送り
ますが、ジョブ・スクリプト自体はノード上の Oracle Intelligent Agentに常駐しています。
このため、ノードへのオペレーティング・システム・アクセス権を持つユーザーを構成する
必要があります。

この項の内容は、次のとおりです。

� オペレーティング・システム・アカウントの作成

� ユーザーへの SYSDBAまたは SYSOPER権限の付与

� Consoleでのユーザー資格証明の設定
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オペレーティング・システム・アカウントの作成オペレーティング・システム・アカウントの作成オペレーティング・システム・アカウントの作成オペレーティング・システム・アカウントの作成
UNIX上では、このユーザーはインストール・プロセス中に oracleアカウントを設定できま
す。

Windows NT上では、次の手順でWindows NTユーザー・アカウントを作成する必要があ
ります。クラスタの各ノード上でユーザー・アカウントを作成する手順は、次のとおりで
す。

1. 「スタート」>「プログラム」>「管理ツール（共通）」>「ユーザー マネージャ」を選択
します。

「ユーザー マネージャ」ウィンドウが表示されます。

2. 「ユーザー」>「新しいユーザー」を選択します。

「新しいユーザー」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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3. ダイアログ・ボックスに適切な情報を入力します。

a. ユーザー名を 8文字までの長さで入力します。

b. 必要があれば、ユーザーのフルネームおよび説明を入力します。

c. パスワードを 8文字までの長さで入力し、確認します。

d. 「ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要」チェック・ボックスがオフ、
「パスワードを無期限にする」チェック・ボックスがオンになっていることを確認
します。

e. 「グループ」をクリックし、ユーザーを管理者グループのメンバーにします。

「グループ メンバーシップ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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f. 右側のウィンドウから「Administrators」アイコンをダブルクリックし、「所属する
グループ :」リスト・ボックスに移動します。

g. 「OK」をクリックして「グループ メンバーシップ」ダイアログ・ボックスをクロー
ズし、「新しいユーザー」ダイアログ・ボックスに戻ります。

4. 「新しいユーザー」ダイアログ・ボックス内で「OK」をクリックします。

このユーザーが追加され、「ユーザー マネージャ」ウィンドウが再表示されます。

5. 新規作成したユーザーを選択し、「原則」>「ユーザー権利」を選択します。

「ユーザー権利の原則」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「高度なユーザー権利の表示」チェック・ボックスをオンにし、「権利 :」ドロップダウ
ン・リスト・ボックスから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

7. 「この権利を与えられたアカウント :」リスト・ボックスからユーザー名を選択します。

ユーザーがリストにない場合は、次の手順で作成します。
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a. 「追加 ...」をクリックします。

「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「ドメインまたはコンピュータ」ドロップダウン・リスト・ボックスから、ご使用
のローカル・ホスト・マシン名を選択します。

c. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。
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d. 「名前 :」リスト・ボックスからユーザーを選択し、「Add」をクリックします。

新しいユーザー名が「追加する名前 :」リスト・ボックスに表示されます。

e. 「OK」をクリックします。

ユーザーが「ユーザー権利の原則」ダイアログ・ボックスの「この権利を与えられ
たアカウント :」リスト・ボックスに表示されます。

8. ユーザーの「ユーザー権利の原則」ダイアログ・ボックス内で「OK」をクリックしま
す。制御が「ユーザー マネージャ」ウィンドウに戻ります。

9. 「ユーザー」>「ユーザー マネージャの終了」を選択します。

ユーザーへのユーザーへのユーザーへのユーザーへの SYSDBAまたはまたはまたはまたは SYSOPER権限の付与権限の付与権限の付与権限の付与 

SYSTEMなどのカレント・ユーザーを識別するか、データベースの接続、起動および停止に
使用する新規ユーザーを作成します。

ユーザーの識別後に、SYSDBAまたは SYSOPER権限を持っているかどうかを確認します。
SYSDBA権限と SYSOPER権限には、データベースの管理に必要なすべてのシステム権限が
含まれています。

ユーザーに SYSDBAまたは SYSOPER権限を付与するには、GRANTコマンドを使用しま
す。

SQL> GRANT sysdba to username;
SQL> GRANT sysoper to username; 
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Consoleでのユーザー資格証明の設定でのユーザー資格証明の設定でのユーザー資格証明の設定でのユーザー資格証明の設定
データベースと各ノード用にユーザー資格証明を設定する必要があります。

資格証明を設定する手順は、次のとおりです。

1. 「System」>「Preferences」を選択します。

「Edit Administrator Preferences」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「Preferred Credentials」タブをクリックし、各種サービス・タイプの資格証明を入力し
ます。

3. ノード（「Node」サービス・タイプで識別）をクリックし、オペレーティング・システ
ムのユーザー名とパスワードを入力します。

4. クラスタ内のノードごとにステップ 3を実行します。
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5. Oracle Parallel Serverデータベース（「Parallel Server」サービス・タイプで識別）をク
リックします。

6. SYSTEM/MANAGERなど、ターゲット・データベースに対する SYSDBAまたは
SYSOPER権限を持つ DBAユーザー名とパスワードを入力し、「Role:」リストから
「SYSDBA」または「SYSOPER」を選択します。

7. Oracle Performance Managerアプリケーションを使用する計画がある場合は、インスタ
ンス（「Parallel Server Instance」サービス・タイプで識別）をクリックし、インスタン
スに接続できるユーザー名とパスワードを入力して、ドロップダウン・メニューから
「NORMAL」ロールを選択します。

8. 「OK」をクリックします。

重要重要重要重要 : Oracle Parallel Serverデータベースおよびインスタンスの起動と
停止には、SYSDBAまたは SYSOPER権限が必要です。
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Oracle Performance Managerの構成の構成の構成の構成

Oracle Performance Managerを構成するには、次のタスクを実行します。

タスク 1: Oracle Performance Managerコンポーネントの起動

タスク 2: Oracle Parallel Serverチャートへのアクセス

タスクタスクタスクタスク 1: Oracle Performance Managerコンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動
Oracle Performance Managerを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

� Oracle Data Gatherer

� Oracle Performance Manager

Oracle Data Gatherer
最低 1つの Oracle Parallel Serverノード上で Oracle Data Gathererを起動します。

オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。

% vppcntl -start

Windows NT上では、「コントロール パネル」を使用することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. OracleHOME_NAMEDataGatherer サービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

参照参照参照参照 :

� Oracle Parallel Serverの Consoleの使用方法の詳細は、7-2ページの
「概要」を参照してください。

� Console全般の管理情報は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイ
ド』を参照してください。

� オプションの Console構成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構
成ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerと Oracle Intelligent Agentは、Oracle 
Performance Managerには不要です。Oracle Performance Managerの機能
は、Oracle Parallel Serverへのデータベース接続を使用して実行されるた
めです。
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Oracle Performance Manager

1. 次のいずれかの方法で Oracle Performance Managerを起動します。

� スタンドアロン

オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。

% oemapp pm

Windows NT上では、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Oracle Diagnostics Pack」>「Performance Manager」を選択することもできます。

「Performance Manager Login」ダイアログ・ボックスが表示されます。

Management Serverにログインするか、スタンドアロン・モードでログインするか
を選択します。「Login to the Oracle Management Server」を選択した場合、さらに
Oracle Enterprise Manager管理者のユーザー名、パスワードおよびManagement 
Serverの位置を入力します。

� Consoleからの起動

「Diagnostics Pack」ツールバーから「Oracle Performance Manager」を選択する
か、「Tools」>「Diagnostics Pack」を選択し、「Oracle Performance Manager」を
クリックします。

Oracle Performance Managerを Consoleから起動すると、Oracle Enterprise 
Managerのリポジトリ・ログイン資格証明が Oracle Performance Managerに自動
的に渡されます。これによって、リポジトリ・ベースのすべての情報にアクセス可
能になります。また、Oracle Performance Managerの起動時に Consoleの
「Navigator」ウィンドウでサービスを選択すると、Oracle Performance Managerは
データベースに接続されます。
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2. 「OK」をクリックして Oracle Performance Managerを起動します。

Oracle Performance Managerが起動します。
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タスクタスクタスクタスク 2: Oracle Parallel Serverチャートへのアクセスチャートへのアクセスチャートへのアクセスチャートへのアクセス
Oracle Parallel Serverチャートには、「Parallel Server Instances」フォルダまたは
「Databases」フォルダからアクセスできます。

「「「「Parallel Server Instances」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ
Consoleからログインするか、「Performance Manager Login」ダイアログ・ボックスで
「Login to the Oracle Management Server」オプションを選択した場合は、「Parallel Server 

Instances」フォルダを展開してインスタンスを表示し、使用可能なチャートのリストを表示
できます。

「Parallel Server Instances」フォルダを展開後に、「User Defined Charts」> 「Parallel 
Server」を展開します。
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6-19ページの「タスク 4: ノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格証
明の指定」で説明するとおり、インスタンスの資格証明が指定されていない場合は、インス
タンスの展開時に「Parallel Server Instance Logon」ダイアログ・ボックスが表示されます。

データベース・ユーザー名とパスワードを入力します。Oracle Database Gathererの位置は、
自動的に表示されます。
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「「「「Databases」フォルダ」フォルダ」フォルダ」フォルダ
スタンドアロン・モードでログインするか、「Performance Manager Login」ダイアログ・
ボックスで「Standalone, no repository connection」オプションを選択した場合は、
「Databases」フォルダから Oracle Parallel Serverチャートにアクセスできます。

1. 「Databases」フォルダをクリックします。

2. 「File」>「Add New Service」を選択します。

「Database Logon」ダイアログ・ボックスに、必要な Oracleデータベースの資格証明を
求めるプロンプトが表示されます。

3. データベース・ユーザー名とパスワードを入力し、「Service」フィールドにネット・
サービス名を入力し、Oracle Data Gathererの位置を入力します。Oracle Data Gatherer
は、クラスタ内の 1つのノード上にインストールされ、実行されている必要がありま
す。
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4. 「Databases」>「User-Defined Charts」>「Parallel Server」を展開します。

参照参照参照参照 :

� Oracle Parallel Serverレポートのビューの詳細は、第 8章「Oracle 
Performance Managerによるパフォーマンスの監視」を参照してくだ
さい。

� Oracle Performance Managerアプリケーションの一般情報は、
『Oracle Standard Management Packスタート・ガイド』を参照して
ください。
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DBA Studioの注意事項の注意事項の注意事項の注意事項
Management Serverに接続せずにスタンドアロン・モードで DBA Studioアプリケーション
を実行する計画がある場合、tnsnames.oraファイルを作成する必要があります。データ
ベースと各インスタンス用のエントリが含まれている必要があります。

DBA Studioがスタンドアロン・モードで実行されている場合、「Startup」および
「Shutdown」メニューの項目は、Oracle Parallel Serverデータベースではなく、個々のイン
スタンスを起動および停止します。

参照参照参照参照 : tnsnames.oraファイルの例については、3-16ページの「ネッ
ト・サービス名（tnsnames.oraファイル）」を参照してください。:
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Oracle Parallel Server Managementによるによるによるによる

Oracle Parallel Serverの管理の管理の管理の管理

この章では、初期化ファイルおよび Oracle Parallel Server Managementを通じて複数インス
タンスを管理する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 概要

� Consoleの起動

� 「Navigator」ウィンドウへの Oracle Parallel Serverオブジェクトの表示

� Oracle Parallel Serverデータベースの起動

� Oracle Parallel Serverデータベースの停止

� 「Parallel Server Operation Results」の表示

� Oracle Parallel Serverの状態の表示

� Parallel Serverまたは Parallel Serverインスタンスのジョブの作成

� ジョブ詳細の指定
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概要
概要概要概要概要
Oracle Parallel Server Managementを使用すると、Oracle Parallel Server、分散システムお
よびデータベース上で様々な管理タスクを実行できます。Oracle Enterprise Manager 
Consoleは、ドラッグ・アンド・ドロップによるシステム管理を実現する直観的なグラフィ
カル・ユーザー・インタフェース（GUI）を介した、Oracle環境の集中管理ポイントとなり
ます。

Consoleを使用すると、同機種間環境と同じように異機種間環境を容易に管理できます。ま
た、複数ノード上のジョブを同時にスケジューリングしたり、サービス・グループをまとめ
て監視できます。

これにより、データベース管理者またはシステム管理者は、Oracle Parallel Serverの全ノー
ドを 1つのエンティティとして制御することが可能になります。たとえば、1つのジョブを
Oracle Parallel Serverのすべてのノード間で実行するように Oracle Enterprise Managerを構
成できます。

この項では、Oracle Parallel Serverに関連する Oracle Enterprise Manager管理機能のみにつ
いて説明します。したがって、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』に記載されてい
る一般情報の補足情報として利用してください。

参照参照参照参照 : 構成情報については、第 5章「高可用性機能の構成」を参照して
ください。
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Consoleの起動の起動の起動の起動
 Consoleを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

� 各ノードの Oracle Intelligent Agent

� Management Server

� Console

「「「「Navigator」ウィンドウへの」ウィンドウへの」ウィンドウへの」ウィンドウへの Oracle Parallel Serverオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
の表示の表示の表示の表示

「Navigator」ウィンドウから、単一インスタンス・データベースと複数インスタンス・デー
タベースの両方を表示して管理できます。Oracle Parallel Serverに使用可能な情報は、単一
インスタンス・データベースの場合と同じです。

「Navigator」ウィンドウには、すべてのネットワーク・オブジェクトと、ユーザー定義グ
ループ、ノード、リスナー、サーバー、データベースおよびデータベース・オブジェクトの
ようにオブジェクトの直接的なビューを含む、他のオブジェクトとの関係が表示されます。

「Navigator」ウィンドウでは、単一インスタンス・データベースと Oracle Parallel Server
データベースのエントリを含む「Databases」フォルダに Oracle Parallel Serverが表示され
ます。各 Oracle Parallel Serverのフォルダには、インスタンスとスキーマ、セキュリティお
よびファイル・ストレージ用のサブ・フォルダが含まれます。

参照参照参照参照 : 手順については、6-10ページの「タスク 2: Oracle Enterprise 
Managerコンポーネントの起動」を参照してください。

注意注意注意注意 : データベースのデフォルト資格証明を 7-7ページの「タスク 4: 
ノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格証明の指
定」の説明に従って設定していない場合は、「Database Connect 
Information」ダイアログ・ボックスにデータベース接続情報の入力を求め
るプロンプトが表示されます。
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Oracle Parallel Serverデータベースのサブフォルダは、単一インスタンス・データベースの
場合と同様に動作します。単一インスタンス・データベースの場合と同様にこれらのオブ
ジェクトのプロパティを検査し、変更するには、これらのオブジェクトをマウスで右クリッ
クして、プロパティ・シートにアクセスします。たとえば、「Redo Log Groups」フォルダを
右クリックして「Create」を選択すると、新しい REDOログ・グループを追加できます。
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右マウス・メニューの使用方法
Oracle Parallel Serverデータベースと検出された各 Oracle Parallel Serverノードには、
「Parallel Server Instances」フォルダが含まれており、このフォルダを展開してデータベース
やノードに属するインスタンスを表示できます。

右マウス・メニューの使用方法右マウス・メニューの使用方法右マウス・メニューの使用方法右マウス・メニューの使用方法
Oracle Parallel Serverデータベースを右クリックすると、Oracle Parallel Serverの右マウ
ス・メニューが表示されます。

Oracle Parallel Serverインスタンス
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このメニューには、次の機能を持つオプションがあります。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Connect データベースに接続します。「Database Connect Information」ダイ
アログ・ボックスに、データベースのユーザー名、パスワードおよ
び権限を入力します。起動または停止を実行する場合は、SYSDBA
権限を持つユーザーを指定する必要があります。

Disconnect データベース接続を終了します。

Startup データベースを起動します。

参照参照参照参照 : 7-7ページの「Oracle Parallel Serverデータベースの起動」を
参照してください。

Shutdown データベースを停止します。

参照参照参照参照 : 7-9ページの「Oracle Parallel Serverデータベースの停止」を
参照してください。

Results 起動結果と停止結果を表示します。

参照参照参照参照 : 7-12ページの「「Parallel Server Operation Results」の表示」
を参照してください。

Edit どのインスタンスがアクティブになっているかなど、Oracle 
Parallel Serverの状態を検査できます。

参照参照参照参照 : 7-16ページの「Oracle Parallel Serverの状態の表示」 を参照
してください。

Remove データベース・オブジェクトとその関連サービスを削除します。こ
の操作は、Oracle Enterprise Managerからデータベースを監視また
は管理する必要がなくなった場合にのみ実行する必要があります。

Related Tools Oracle Parallel Serverに使用可能になっている他のツールにアクセ
スできます。
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Oracle Parallel Serverデータベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
Consoleを使用すると、Oracle Parallel Serverデータベースまたは個々のインスタンスを起
動できます。

すべての Oracle Parallel Serverインスタンスを起動すると、Oracle Parallel Serverデータ
ベースも起動したとみなされます。

Oracle Parallel Serverデータベースを起動する手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Databases」を展開します。

2. Oracle Parallel Serverデータベースを右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

3. メニューから「Startup」を選択します。

「Parallel Server Startup」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 起動タイプを選択します。

5. すべてのインスタンスを起動する場合は、「Startup」をクリックします。選択したイン
スタンスのみを起動する場合は、次の手順で操作します。

a. 「Instances」を選択します。

「Select Instances to Start」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 起動するインスタンスを「Available Instances:」リストから選択し、「Add」をク
リックします。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

No Mount インスタンスの起動時にデータベースをマウントしません。

Mount データベースをマウントしますがオープンしません。

Open （デフォルト）データベースをオープンします。

Force the 
instance(s) to start

現在実行中の Oracleインスタンスを SHUTDOWNモード ABORT
で停止してから再起動します。インスタンスの実行中に「FORCE」
を指定しなければ、エラーになります。

警告警告警告警告 :通常の状況では FORCEモードを使用しないでください。
FORCEモードを使用するのは、デバッグ時や異常が発生した場合
のみです。

Restrict access to 
the database

起動したインスタンスにアクセスできるユーザーを、RESTRICTED 
SESSIONシステム権限を持つ人のみに限定します。すでに接続し
ているユーザーには影響しません。
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Oracle Parallel Serverデータベースの停止
c. 「OK」をクリックして「Select Instances to Start」ダイアログ・ボックスをクローズ
します。

d. 「Parallel Server Startup」ダイアログ・ボックスから「Startup」をクリックします。

「Parallel Server Startup Results」ダイアログ・ボックスには、起動操作の進行状況が表
示されます。詳細は、7-12ページの「「Parallel Server Operation Results」の表示」を参
照してください。

インスタンスが正常に起動されると、「Parallel Server Started」メッセージ・ボックス
に成功メッセージが表示されます。

Parallel Server Startedメッセージ・ボックスのメッセージを確認して「OK」を選択し、
次に「Parallel Server Startup Results」の「Close」をクリックします。

起動に失敗すると、「Parallel Server Started」メッセージ・ボックスに失敗メッセージ
が表示されます。「View Details」をクリックし、「Parallel Server Startup Results」ダイ
アログ・ボックス内の起動の失敗理由を示す詳細情報を確認し、「Close」をクリックし
ます。

Oracle Parallel Serverデータベースの停止データベースの停止データベースの停止データベースの停止
Consoleを使用すると、Oracle Parallel Serverデータベースまたは個々のインスタンスを停
止できます。

すべての Oracle Parallel Serverインスタンスを停止すると、Oracle Parallel Serverも停止し
たとみなされます。

Oracle Parallel Serverデータベースを停止する手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Databases」を展開します。

2. Oracle Parallel Serverデータベースを右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

3. メニューから「Shutdown」を選択します。

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverデータベースを完全に停止しても、データ
ベース・リスナーなど、その一部のサービスが実行中の場合があります。
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Oracle Parallel Serverデータベースの停止
「Parallel Server Shutdown」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 停止タイプを選択します。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Normal 現在接続中のユーザーがデータベースから切断されるのを待ち、
後続の接続を禁止し、データベースをクローズしてアンマウント
してから、インスタンスを停止します。次回の起動時にインスタ
ンスをリカバリする必要はありません。

Immediate （デフォルト）現行のコールの完了を待たず、後続の接続を禁止
し、データベースをクローズしてアンマウントします。インスタ
ンスは即時に停止されます。接続中のユーザーは切断する必要は
なく、次回の起動時にインスタンスをリカバリする必要もありま
せん。

Abort 最も高速な停止を実行します。接続中のユーザーは切断する必要
はありません。データベースはクローズもアンマウントもされま
せんが、インスタンスは停止されます。次回の起動時にインスタ
ンスをリカバリする必要があります。

警告警告警告警告 : バックグラウンド・プロセスが異常終了した場合は、この
オプションを使用する必要があります。

Transactional トランザクションが完了するのを待ってから、停止します。
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Oracle Parallel Serverデータベースの停止
5. すべてのインスタンスを停止する場合は、「Shutdown」をクリックします。

選択したインスタンスのみを停止する場合は、さらに次の手順で操作します。

a. 「Instances」を選択します。

「Select Instances to Shut Down」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 停止するインスタンスを「Available Instances:」リストから選択し、「Add」をク
リックします。

c. 「OK」をクリックして「Select Instances to Shut Down」ダイアログ・ボックスをク
ローズします。

d. 「Parallel Server Shutdown」ダイアログ・ボックスから「Shutdown」をクリック
します。

「Parallel Server Shutdown Progress」ダイアログ・ボックスには、停止操作の進行状況
が表示されます。

Shutdown Database Only（デフォルト）データベースのみを停止します。リスナーなど、
インスタンスに必要なサービスは停止されず、使用可能なままで
す。

Shutdown Database And 
Other Services

データベースと、リスナーなどの関連サービスを停止します。

参照参照参照参照 : 7-12ページの「「Parallel Server Operation Results」の表示」を参
照してください。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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「Parallel Server Operation Results」の表示
インスタンスが正常に停止されると、「Parallel Server Shut Down」メッセージ・ボック
スに成功メッセージが表示されます。

「Parallel Server Shut Down」メッセージ・ボックスのメッセージを確認して「OK」を
クリックし、次に「Parallel Server Shutdown Results」の「Close」をクリックします。

停止に失敗すると、「Parallel Server Shut Down」メッセージ・ボックスに失敗メッセー
ジが表示されます。「View Details」をクリックし、「Parallel Server Shutdown Results」
ダイアログ・ボックス内の停止の失敗理由を示す詳細情報を確認し、「Close」をクリッ
クします。

「「「「Parallel Server Operation Results」の表示」の表示」の表示」の表示
「Parallel Server Startup/Shutdown Results」ダイアログ・ボックスには、選択した起動操作
または停止操作の進行情報が表示されます。

操作結果は、次の 2つのビューに表示されます。

� 「Status Details」タブ

� 「Output」タブ

起動または停止操作中には、「Parallel Server Startup/Shutdown Results」ダイアログ・ボッ
クスが自動的に表示されます。また、このダイアログ・ボックスは次の手順で表示できま
す。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Databases」を展開します。

2. Oracle Parallel Serverデータベースを右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

3. メニューから「Results」を選択します。
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「Parallel Server Operation Results」の表示
「「「「Status Details」タブ」タブ」タブ」タブ

Oracle Parallel Serverに対する起動操作または停止操作の実行中には、「Status Details」タ
ブには、進行状況が表示され、操作の進行につれて動的に更新されます。

3つのノードを持つクラスタの起動操作に成功すると、「Status Details」タブに次のように表
示されます。

Oracle Parallel Server Managementによって管理されるサービスは、オペレーティング・シ
ステムごと、バージョンごとに異なります。この例では、管理されている Oracle Parallel 
Serverはリリース 8.0.5なので、GMS（グループ・メンバーシップ・サービス）が起動され
ています。リリース 8.1では、GMSは RDBMSカーネルに組み込まれているので、
「Instances」列と「Listener」列しか表示されません。

注意注意注意注意 : Windows NT上の OPSCTLでは状態の詳細が生成されないので、
このタブをWindows NTの Oracle Parallel Serverに使用することはでき
ません。
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「Parallel Server Operation Results」の表示
3つのノードを持つクラスタの停止操作に成功すると、「Status Details」タブに次のように表
示されます。

各コンポーネントは、次の状態になることがあります。

 

状態状態状態状態 説明説明説明説明

稼働（緑色のフラグ） コンポーネントが稼働中です。

停止（赤色のフラグ） コンポーネントは稼働していません。

進行中（タイマー） Oracle Enterprise Managerではコンポーネントの状態を判
断できません。通常、この状態は、コンポーネントの起動
または停止操作が完了していない場合に発生します。

このノードに存在しないコンポー
ネント（背景がブランク）

このコンポーネントはこのノード上で構成されていません。

すべてのコンポーネント（リスナー、インスタンス）がす
べてのノードに存在する必要はありません。
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「Parallel Server Operation Results」の表示
「「「「Output」タブ」タブ」タブ」タブ
「Output」タブには、Oracle Parallel Serverノードによって実行されるコマンドと、それに
関連するテキスト形式のエラー・メッセージが表示されます。

3つのノードを持つクラスタの起動操作に成功すると、「Output」タブに次のように表示さ
れます。
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Oracle Parallel Serverの状態の表示
3つのノードを持つクラスタの停止操作に成功すると、「Output」タブに次のように表示さ
れます。

Oracle Parallel Serverの状態の表示の状態の表示の状態の表示の状態の表示
「Edit Parallel Server」ダイアログ・ボックスには、Oracle Parallel Serverで使用可能なイン
スタンスおよび Oracle Parallel Serverコンポーネントの状態など、Oracle Parallel Server
データベースに関する状態情報が表示されます。

Oracle Parallel Serverデータベースの状態情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Databases」> database_nameを展開します。

2. 「Navigator」ウィンドウで、「Databases」フォルダの下の Oracle Parallel Serverデータ
ベースを右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

3. メニューから「Edit」を選択します。

「Edit Parallel Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。

注意注意注意注意 : このダイアログ・ボックスは Oracle Parallel Serverに接続されて
いる場合に表示されるため、Oracle Parallel Serverが停止している場合は
表示されません。
7-16 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



Oracle Parallel Serverの状態の表示
操作結果は、次の 2つのビューに表示されます。

� 「General」タブ

� 「Status Details」タブ

「「「「General」タブ」タブ」タブ」タブ
「General」タブでは、V$ACTIVE_INSTANCES表への問合せによって、現在実行中のイン
スタンスに関する情報が表示されます。Oracle Enterprise Managerによって Oracle Parallel 
Serverへの接続が確立されるため、Oracle Parallel Serverが停止していると、このタブは表
示されません。

 

列名列名列名列名 説明説明説明説明

Instance Number インスタンス番号を示します。

Instance Name インスタンスに指定した名前と、それを実行中のノードを示しま
す。この名前の形式は、node:instance_nameです。

Secondary プライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成で、ノードがセカ
ンダリ・インスタンスであることを示します。
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Oracle Parallel Serverの状態の表示
「「「「Status Details」タブ」タブ」タブ」タブ

Oracle Parallel Serverと関連コンポーネントの状態全体を示すビューが表示されます。この
タブには、すべてのノードについて、リスナーおよびインスタンスなどの各種コンポーネン
トの状態が表示されます。

各コンポーネントは、次の状態になることがあります。

注意注意注意注意 : Windows NT上の OPSCTLでは状態の詳細が生成されないため、
このタブをWindows NTの Oracle Parallel Serverに使用することはでき
ません。

状態状態状態状態 説明説明説明説明

稼働（緑色のフラグ） コンポーネントが稼働中です。

停止（赤色のフラグ） コンポーネントは稼働していません。

進行中（タイマー） Oracle Enterprise Managerではコンポーネントの状態を判
断できません。通常、この状態は、コンポーネントの起動
または停止操作が完了していない場合に発生します。
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Parallel Serverまたは Parallel Serverインスタンスのジョブの作成
Parallel Serverまたはまたはまたはまたは Parallel Serverインスタンスのジョブの作成インスタンスのジョブの作成インスタンスのジョブの作成インスタンスのジョブの作成
ジョブ・スケジューリング・システムは、DBAが Oracle Parallel Serverデータベースと
Oracle Parallel Serverインスタンスの両方について、反復的なジョブをスケジューリングし、
自動化するための、信頼性が高く柔軟性に優れたメカニズムです。

Consoleには、DBAがカスタマイズされたスケジュールを作成できるように、あらゆる機能
を持ったスケジューリング・ツールが含まれています。これにより、DBAは迅速な管理能
力を得て他のタスクに集中できます。また、Oracle Parallel Server用に豊富なジョブ選択肢
が用意されています。

Oracle Parallel Serverデータベースや Oracle Parallel Serverインスタンスを宛先としてジョ
ブを作成できます。新しいジョブを作成する手順は、次のとおりです。

1. 「Job」>「Create Job」を選択します。

2. 「Create Job」プロパティ・シートの各タブに必要な情報を入力します。

3. ジョブ設定に問題がなければ、「Submit」ボタンをクリックしてジョブを Oracle 
Intelligent Agentに送ります。ジョブが「Active Jobs」ウィンドウに表示されます。

4. 「Save」ボタンをクリックしてジョブを保存します。ジョブが「Job Library」ウィンド
ウに表示されます。保存したジョブは、後で変更または発行できます。

このノードに存在しないコンポー
ネント（背景がブランク）

このコンポーネントはこのノード上で構成されていません。

すべてのコンポーネント（リスナー、インスタンス）がす
べてのノードに存在する必要はありません。

注意注意注意注意 : 通常は、ジョブの発行後にOracle Intelligent Agentから通知を受
け取るまでにわずかな処理の遅延が生じます。

状態状態状態状態 説明説明説明説明
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ジョブ詳細の指定
ジョブ詳細の指定ジョブ詳細の指定ジョブ詳細の指定ジョブ詳細の指定
「Create Job」プロパティ・シートから、新しいジョブの詳細を指定できます。「Create Job」
プロパティ・シートには、次のタブが含まれています。

次のタブには、Oracle Parallel Server固有のオプションが表示されます。

� 「General」タブ

� 「Tasks」タブ

� 「Parameters」タブ

タブタブタブタブ 説明説明説明説明

General ジョブ名、説明、接続先タイプおよび接続先を指定します。

Tasks ジョブで実行するタスクを選択します。

Parameters タスクのランタイム・パラメータを設定します。このタブには、
「Task」リスト・ボックスで選択したタスクに応じて、異なるパラ
メータが表示されます。

Schedule Oracle Enterprise Managerでジョブを実行する時間と頻度をスケ
ジューリングします。

Permissions ジョブを実行する管理者を指定します。

参照参照参照参照 : ジョブ・スケジューリングの一般情報は、『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイド』を参照してください。
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ジョブ詳細の指定
「「「「General」タブ」タブ」タブ」タブ
「General」タブから指定する内容は、次のとおりです。

� 「Job Name」

� 「Destination Type」（Parallel Serverまたは Parallel Server Instance）

� 「Description」

� 「Destinations」

「General」タブに表示されるオプションは、次のとおりです。

 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

Job Name 新しいジョブの名前を入力します。

Description ジョブの説明を入力します。

Destination Type ドロップダウン・リスト・ボックスから接続先タイプを選択しま
す。選択可能なオプションは、Parallel Server、Parallel Server 
Instance、Database、Listenerまたは Nodeです。
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ジョブ詳細の指定
「「「「Tasks」タブ」タブ」タブ」タブ
「Tasks」タブから、ジョブで実行するタスクを選択します。表示されるタスク・リストの内
容は、「General」タブから「Destination Type」として Oracle Parallel Serverを選択したか
Oracle Parallel Serverインスタンスを選択したかに応じて異なります。

「Add」および「Remove」ボタンを使用して、タスクを「Available Tasks」リストと
「Selected Tasks」リストの間で移動します。

Available Destinations 接続先は、「Destination Type」で選択したオプションによって決ま
ります。接続先には、Parallel Server、Parallel Server Instance、
Database、Listenerおよび Nodeがあります。

「Available Destinations」リストでジョブの接続先をクリックし、
「Add」をクリックして「Selected Destinations」リストに移動しま
す。接続先をジョブから削除するには、その接続先を「Selected 
Destinations」リスト内でクリックし、「Remove」をクリックしま
す。

Fixit Job このジョブをイベント発生の fixitジョブとして使用する場合は、こ
のチェック・ボックスをオンにします。このジョブはスケジューリ
ングできません。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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ジョブ詳細の指定
接続先が接続先が接続先が接続先が Parallel Serverの場合のタスクの場合のタスクの場合のタスクの場合のタスク
「Destination Type」で「Parallel Server」を選択した場合は、これらのタスクから選択でき
ます。

� 「Shutdown Parallel Server」

� 「Startup Parallel Server」

接続先が接続先が接続先が接続先が Parallel Serverインスタンスの場合のタスクインスタンスの場合のタスクインスタンスの場合のタスクインスタンスの場合のタスク
「Destination Type」で「Parallel Server Instance」を選択した場合は、次のタスクから選択
できます。

� 「Run DBA Script」

� 「Run SQL*Plus Script」

� 「Shutdown Database」

� 「Startup Database」

「「「「Parameters」タブ」タブ」タブ」タブ
「Parameters」タブから、「Tasks」タブで選択したジョブ・タスクのパラメータ設定を指定
できます。ジョブ・タスクに応じて、異なるパラメータが表示されます。ここでは、Oracle 
Parallel Serverの起動および停止タスク用のパラメータについて説明します。

参照参照参照参照 : 設定するこれらのタスクおよびパラメータの説明は、『Oracle 
Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : インスタンスのタスクを設定するパラメータの説明は、『Oracle 
Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。
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ジョブ詳細の指定
Parallel Server起動タスク起動タスク起動タスク起動タスク
「Tasks」タブで「Startup Parallel Server」タスクを選択すると、次のように表示されます。

このタブでパラメータを設定し、「Submit」ボタンをクリックして Oracle Parallel Server起
動タスクを実行します。

起動用の「Parameters」タブに表示されるオプションは、次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

Startup ドロップダウン・リスト・ボックスからジョブの起動モードを選択
します。

Connect As ロールを指定します。

Oracle7の場合は「Normal」しか選択できません。Oracle8iの場合
は、最大限のデータベース管理権限が得られるように SYSOPERお
よび SYSDBAロールを選択できます。データベースの起動や停止
などのジョブ・タスクを実行するには、SYSDBAまたは SYSOPER
権限が必要です。

参照参照参照参照 : SYSOPERおよび SYSDBAの詳細は、『Oracle8i 管理者ガイ
ド』を参照してください。

SYSDBAとして接続しようとしても、SYSDBA権限がない場合は、
入力したユーザー名またはパスワードが正しくないことを示すエ
ラー・メッセージが表示されます。
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ジョブ詳細の指定
Parallel Server停止タスクのパラメータ停止タスクのパラメータ停止タスクのパラメータ停止タスクのパラメータ
「Tasks」タブで「Shutdown Parallel Server」タスクを選択すると、次のように表示されま
す。

このタブでパラメータ入力を設定し、「Submit」ボタンをクリックして Oracle Parallel 
Server停止タスクを実行します。

停止用の「Parameters」タブに表示されるオプションは、次のとおりです。

 

Override Preferred 
Credentials

データベースに設定したデフォルト資格証明を使用するか、別の
データベース・ユーザー名とパスワードを入力できます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

Mode 「Immediate」ボタン（デフォルト）または「Abort」ボタンをク
リックします。

Connect As 「SYSDBA」ボタン（デフォルト）または「SYSOPER」ボタンをク
リックします。

Override Preferred 
Credentials

データベースに設定したデフォルト資格証明を使用するか、別の
データベース・ユーザー名とパスワードを使用できます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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ジョブ詳細の指定
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Oracle Performance Managerによ
8

Oracle Performance Managerによるによるによるによる

パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視

この章では、Oracle8i Parallel Serverに固有の Oracle Performance Managerのパフォーマン
スおよびチューニング・チャートについて説明します。チャートを表示するには、Oracle 
Performance Managerのインストールと構成を完了する必要があります。

この章では、Oracle Parallel Serverに固有の Oracle Performance Manager機能のみについて
説明します。したがって、この章は、『Oracle Standard Management Packスタート・ガイ
ド』 に記載されている一般情報の補足情報として利用してください。

この項の内容は、次のとおりです。

� Oracle Performance Managerの概要

� Oracle Performance Managerの起動

� チャートの表示

参照参照参照参照 :

� Oracle Performance Managerのインストールの詳細は、第 5章「高可
用性機能の構成」を参照してください。

� Oracle Enterprise Managerで使用できない新規ビューの詳細、および
Oracle Parallel Serverの監視とチューニングの詳細は、『Oracle8i 
Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してくださ
い。

� これらのチャート表示の統計とそれを解釈する方法の詳細は、
『Oracle8i パフォーマンスのための設計およびチューニング』 を参照し
てください。

� これらのチャートの各フィールドとその導入元の V$ビューの詳細は、
『Oracle8i リファレンス・マニュアル』を参照してください。
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Oracle Performance Managerの概要
Oracle Performance Managerの概要の概要の概要の概要
Oracle Parallel Serverのチューニングおよびパフォーマンス情報は、「V$固定ビュー」と呼
ばれる動的パフォーマンス表の集合に格納されます。アクティブ・インスタンスごとに、専
用の固定ビューの集合があります。Oracle Parallel Serverで、すべてのインスタンスから関
連する V$ビュー情報を取り出すには、Oracle Performance Managerを使用してグローバル
動的パフォーマンス・ビュー（GV$）を問い合せます。

Oracle Performance Managerでは、取り出された Oracle Parallel Serverのパフォーマンス統
計情報を表形式やグラフ形式で表示します。統計は、Oracle Parallel Serverで実行中のすべ
てのインスタンスから集計されたパフォーマンスを表します。また、統計は個々のチャート
に表示され、それにはデータ・ブロックの ping、ロック・アクティビティ、ファイル I/O、
セッションおよびユーザー情報が含まれます。Oracle Performance Managerを使用して、こ
れらのすべての統計の概要を 1つのチャートにまとめて表示することもできます。

Oracle Parallel Serverのパフォーマンス監視は、システム性能を最大限に発揮させるうえで
不可欠です。Oracle Parallel Serverをピークの運用状態に保つには、いくつかの主要なパ
フォーマンス測定値を絶えず監視する必要があります。Oracle Performance Managerは、
Oracle Enterprise Manager内のアプレットとして使用可能であり、データベース管理者が主
要なパフォーマンス測定値に集中できるように、パフォーマンス・データを獲得、計算およ
び表示するように設計されたアプリケーションです。

Oracle Parallel Serverのパフォーマンス測定値はコンパイルされ、Oracle Performance 
Managerで表示できるチャートが生成されます。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明

「Parallel Server Block Ping」
チャート

Oracle Parallel Serverでの合計ブロックの ping数が表示され
ます。

「Parallel Server Data Block 
Ping by Tablespace」チャート

Oracle Parallel Serverでの表領域ごとのブロックの ping数が
表示されます。

「Parallel Server Data Block 
Ping by Instance」チャート

Oracle Parallel Serverでのインスタンスごとのブロックの ping
数が表示されます。

「Parallel Server File I/O Rate」
チャート

Oracle Parallel Serverデータベース内のすべてのファイルに対
する物理読取りおよび書込みの割合が表示されます。同じ情報
をインスタンス・レベルまたはファイル・レベルで表示するに
は、ドリルダウンします。

「Parallel Server File I/O Rate 
by Object」チャート

Oracle Parallel Serverデータベース内のデータ・ファイル当り
の読取りおよび書込みの割合が表示されます。
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Oracle Performance Managerの概要
「Parallel Server File I/O Rate 
by Instance」チャート

Oracle Parallel Serverデータベース内のインスタンス当りの読
取りおよび書込みの割合が表示されます。

「Parallel Server Lock Activity」
チャート

すべての Oracle Parallel Server間のすべての各種ロック・タイ
プについて、ロック・アクティビティの割合を示す統計が表示
されます。特定のロック・タイプのロック・アクティビティ情
報をインスタンス・レベルで表示するには、ドリルダウンしま
す。

「Parallel Server Sessions」
チャート

インスタンス名、セッション ID、セッション・シリアル番号、
プロセス ID、状態およびユーザー名など、Oracle Parallel 
Serverに接続しているセッションおよび関連情報が表示されま
す。

「Parallel Server Users Logged 
On」チャート

アクティビティが生成されているかどうかに関係なく、Oracle 
Parallel Serverにログインしているユーザー・セッションの合
計数が表示されます。この情報は、インスタンスごとでも入手
できます。

「Parallel Server Users Logged 
On by Instance」チャート

Oracle Parallel Serverへのログイン・ユーザー数がインスタン
ス別に表示されます。

「Parallel Server Active Users」
チャート

Oracle Parallel Server上のアクティブ・ユーザーの合計数が表
示されます。

「Parallel Server Active Users 
by Instance」チャート

アクティブ・ユーザー・セッション数が表示されます。

「OPS Overview」チャート 選択した Oracle Parallel Serverの主要なパフォーマンス統計を
表示する一連のチャートが表示されます。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明
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Oracle Performance Managerの起動
Oracle Performance Managerの起動の起動の起動の起動
 Oracle Enterprise Manager Consoleを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

� 1ノード上の Oracle Data Gatherer

� Oracle Performance Manager

手順については、6-27ページの「タスク 1: Oracle Performance Managerコンポーネントの
起動」を参照してください。

チャートの表示チャートの表示チャートの表示チャートの表示
チャートを表示する手順は、次のとおりです。

1. 6-27ページの「タスク 1: Oracle Performance Managerコンポーネントの起動」および
6-30ページの「タスク 2: Oracle Parallel Serverチャートへのアクセス」の手順に従って
操作します。

2. ナビゲータで、「Databases」または「Parallel Server Instances」>「Parallel Server」を
展開して、使用可能なチャートのリストを表示します。

3. Parallel Serverオブジェクト・フォルダ内でチャートを選択し、「Show Chart」をク
リックします。

チャートが別のウィンドウに表示されます。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Block Ping」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Block Ping」チャートには、ブロックの pingの合計数に関する GV$PING
ビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-1  「「「「Parallel Server Block Ping」チャート」チャート」チャート」チャート

表領域レベルまたはインスタンス・レベルのブロックの ping数を表示する手順は、次のと
おりです。

1. チャートのどこかをクリックします。

2. 右クリックして「Drilldown」メニューからチャートを選択します。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明

「Parallel Server Data Block 
Ping by Instance」チャート

個々のインスタンスの pingが表示されます。

「Parallel Server Data Block 
Ping by Tablespace」チャート

表領域の pingが表示されます。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Data Block Ping by Tablespace」チャート」チャート」チャート」チャート 

「Parallel Server Block Ping by Tablespace」チャートには、表領域別のブロック ping数に関
する GV$PINGビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-2  「「「「Parallel Server Block Ping by Tablespace」チャート」チャート」チャート」チャート

オブジェクト・レベルまたはインスタンス・レベルでブロックの ping数を表示する手順は、
次のとおりです。

1. 個々の表領域をクリックします。

2. 右クリックして「Drilldown」メニューからチャートを選択します。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「Parallel Server Block Ping 
Tablespace Object」
チャート

選択した表領域のオブジェクトが表示されます。各オブジェ
クトは、表、索引、使用可能エクステント、表クラスタなど
を表します。オブジェクトごとに、そのオブジェクトが常駐
する表領域内の ping数が表示されます。

「Parallel Server Block Ping 
Tablespace Instance」
チャート

選択した表領域内のインスタンスが表示されます。インスタ
ンスごとに、そのインスタンスが常駐する表領域内の ping
数が表示されます。
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チャートの表示
図図図図 8-3  「「「「OPS Block Ping Tablespace Object」チャート」チャート」チャート」チャート

図図図図 8-4  「「「「OPS Block Ping Tablespace Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
Oracle Performance Managerによるパフォーマンスの監視 8-7



チャートの表示
「「「「Parallel Server Data Block Ping by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Block Ping by Instance」チャートには、インスタンス当りのブロック ping
数に関する GV$PINGビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-5  「「「「Parallel Server Block Ping by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
8-8 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



チャートの表示
「「「「Parallel Server File I/O Rate」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server File I/O Rate」チャートには、GV$FILESTATビューからのすべてのファイ
ルに対する物理ファイルの読取り数と書込み数が表示されます。

図図図図 8-6  「「「「Parallel Server File IO Rate」チャート」チャート」チャート」チャート

インスタンス・レベルまたはファイル・レベルで I/Oの割合を表示する手順は、次のとおり
です。

1. 列オブジェクトをクリックします。

2. 右クリックして「Drilldown」メニューからチャートを選択します。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明

「Parallel Server File I/O 
Rate by Instance」チャート

個々のインスタンスのファイル I/Oの割合が表示されます。

「Parallel Server File I/O 
Rate by Object」チャート

表領域のファイル I/Oの割合が表示されます。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server File I/O Rate by Object」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server File I/O Rate by Object」チャートには、GV$FILESTATビューからの個々の
データ・ファイルに対する物理ファイルの読取り数と書込み数が表示されます。

図図図図 8-7  「「「「Parallel Server Block Ping by Object」チャート」チャート」チャート」チャート
8-10 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



チャートの表示
「「「「Parallel Server File I/O Rate by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server File I/O Rate by Instance」チャートには、GV$FILESTATビューからの個々
のインスタンスに対する物理ファイルの読取り数と書込み数が表示されます。

図図図図 8-8  「「「「Parallel Server File IO Rate by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Lock Activity」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Lock Activity」チャートには、GV$LOCK_ACTIVITYビューからの各種の
ロック変換数（排他から NULLまで）が表示されます。

図図図図 8-9  「「「「Parallel Server Lock Activity」チャート」チャート」チャート」チャート

列列列列 説明説明説明説明

From PCMロックの初期状況が次のいずれかで表示されます。

NULL、S、X、SSX 

To PCMロックの最終状況が次のいずれかで表示されます。

NULL、S、X、SSX 

Sum ロック操作の実行回数が表示されます。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Sessions」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Sessions」チャートには、セッション IDの表が表示されます。また、この
チャートには、GV$SESSIONおよび GV$PROCESSビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-10  「「「「Parallel Server Sessions」チャート」チャート」チャート」チャート

列列列列 説明説明説明説明

SID セッション識別子が表示されます。

Saddr セッション・アドレスが表示されます。

Serial セッション・シリアル番号が表示されます。セッションの特定のオ
ブジェクトを識別するために使用されます。セッションが終了し、
それと同じセッション IDを使用して別のセッションが開始する場
合に、セッション・レベルのコマンドが正しいセッション・オブ
ジェクトに適用されることを保証します。

PID オペレーティング・システムのクライアント・プロセス IDが表示
されます。

Status セッションの状態が次のいずれかで表示されます。ACTIVE（現在
SQLを実行中）、INACTIVE、KILLED（中止マークを設定）、
CACHED（Oracle*XA用に一時的にキャッシュ）、SNIPED（セッ
ションは非アクティブで、クライアント上で待機中）。

User Name Oracleユーザー名を表示します。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Users Logged On」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Users Logged On」チャートには、アクティビティが生成されるかどうかに
関係なく、現在 Oracle Parallel Serverにログインしているユーザー・セッションの合計数が
表示されます。このチャートには、GV$LICENSEビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-11  「「「「Parallel Server Users Logged On」チャート」チャート」チャート」チャート
8-14 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



チャートの表示
「「「「Parallel Server Users Logged On by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Users Logged On by Instance」チャートには、Oracle Parallel Server内の各
インスタンスにログインしたユーザー・セッション数が表示されます。このチャートには、
GV$LICENSEビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-12  「「「「Parallel Server Users Logged On by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Active Users」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Active Users」チャートには、ユーザーのアクティブ・セッションの合計数
が表示されます。このチャートには、GV$LICENSEビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-13  「「「「Parallel Server Active Users」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Active Users by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Active Users by Instance」チャートには、Oracle Parallel Server内の各イン
スタンスにログインしたアクティブなユーザー・セッション数が表示されます。このチャー
トには、GV$LICENSEビューからの統計が表示されます。

図図図図 8-14  「「「「Parallel Server Active Users by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「OPS Overview」チャート」チャート」チャート」チャート
「OPS Overview」チャートには、次のチャートが表示されます。

� 「Parallel Server File I/O Rate」チャート

� 「Parallel Server Block Ping」チャート

� 「Parallel Server Lock Activity」チャート

� 「Parallel Server Users Logged On」チャート

図図図図 8-15  「「「「Overview」チャート」チャート」チャート」チャート
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第第第第IV部部部部

インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加

第 IV部では、単一インスタンスから Oracle Parallel Server環境への移行方法について説明
します。また、Oracle Parallel Server環境へのインスタンスおよびノードの追加方法につい
ても説明します。第 IV部の内容は、次のとおりです。

� 第 9章「インスタンスとノードの追加」





インスタンスとノードの
9

インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加

この章では、Oracle Parallel Serverを使用して単一インスタンスの Oracle8i データベースか
ら複数インスタンスの Oracle8i データベースに変換する方法と、既存の構成にノードを追加
する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 単一インスタンスから Parallel Serverへの移行

� クラスタへの新規ノードの追加
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単一インスタンスから Parallel Serverへの移行
単一インスタンスから単一インスタンスから単一インスタンスから単一インスタンスから Parallel Serverへの移行への移行への移行への移行
この項では、ご使用のデータベース構造で、複数インスタンスを使用可能にする方法につい
て説明します。また、複数インスタンスの Parallel Serverに移行する場合であっても、単一
インスタンスの Oracleデータベースでプロジェクトを開始する方法について説明します。
さらに、既存の Oracle Parallel Server構成にノードを追加して拡張する方法について説明し
ます。この項の内容は、次のとおりです。

� 変換の決定

� 変換の準備

� 単一インスタンスから複数インスタンスへのデータベースの変換

変換の決定変換の決定変換の決定変換の決定
Oracle Parallel Serverを使用するアプリケーションを設計する場合、複数インスタンス・
データベースへの変換を決定できます。

次の状態で Oracle Parallel Serverを変換しないでください。

� 共有できないファイル・システムを使用している場合

� ご使用のアプリケーションがパラレル処理用に設計されていない場合（アプリケーショ
ンをより詳細にテストする必要がある）

� サポートされていない構成（共有ディスクなど）を使用している場合
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単一インスタンスから Parallel Serverへの移行
変換の準備変換の準備変換の準備変換の準備
この項の内容は、次のとおりです。

� ハードウェア要件およびソフトウェア要件

� 単一インスタンスから複数インスタンスへのアプリケーションの変換

� 管理上の問題点

ハードウェア要件およびソフトウェア要件ハードウェア要件およびソフトウェア要件ハードウェア要件およびソフトウェア要件ハードウェア要件およびソフトウェア要件
Oracle Parallel Serverに変換するには、次の要件を満たしている必要があります。

� サポートされているハードウェアおよび OSソフトウェア構成

� Oracle Parallel Serverのライセンス

� Oracle8i Enterprise Editionがすべてのノード上で稼動すること

� Oracle Parallel Serverがご使用のシステムにリンクされていること

単一インスタンスから複数インスタンスへのアプリケーションの変換単一インスタンスから複数インスタンスへのアプリケーションの変換単一インスタンスから複数インスタンスへのアプリケーションの変換単一インスタンスから複数インスタンスへのアプリケーションの変換
ご使用のデータベースをパラレルで実行させたことが、Oracle Parallel Serverを効果的に実
装したことにはなりません。既存のデータベースを、単一インスタンスの Oracleから複数
インスタンスの Oracleに移行することに加えて、単一インスタンスの Oracle用に設計され
ている既存のアプリケーションも移行する必要があります。複数インスタンス・データベー
スでアプリケーションを使用する準備として、アプリケーショの分割および物理スキーマの
変更が必要な場合があります。

管理上の問題点管理上の問題点管理上の問題点管理上の問題点
変換に関する次の管理上の問題点に注意してください。

� 単一インスタンスの Oracleから Oracle Parallel Serverへ変換する前に、正しい手順で
バックアップを行う必要があります。

� Oracle Parallel Server環境に追加するアーカイブに関して考慮が必要です。特に、アー
カイブ・ファイル形式は、スレッド番号が必要です。さらに、すべてのノードのアーカ
イブ・ログが、メディア・リカバリの際に必要です。ファイルにアーカイブする場合、
ファイル・システムが共有できないシステムでは、アーカイブ・ログにアクセスする何
らかの方法が必要です。

参照参照参照参照 : 詳細は、、『Oracle8i Parallel Server管理、配置およびパフォーマン
ス』を参照してください。
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単一インスタンスから Parallel Serverへの移行
単一インスタンスから複数インスタンスへのデータベースの変換単一インスタンスから複数インスタンスへのデータベースの変換単一インスタンスから複数インスタンスへのデータベースの変換単一インスタンスから複数インスタンスへのデータベースの変換
次の手順では、単一インスタンスの Oracleから複数インスタンスの Oracleに既存のデータ
ベースを移行する方法について説明します。また、アプリケーションも単一インスタンスか
ら複数インスタンスに移行する必要があることに注意してください。

単一インスタンスから Oracle Parallel Serverへ移行するには、次のタスクを実行します。

タスク 1: ハードウェアの構成

タスク 2: 単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価

タスク 3: ロー・デバイスの作成

タスク 4: 旧データベースからのデータのエクスポート

タスク 5: オペレーティング・システム固有のファイルのインストール

タスク 6: Oracle8i Enterprise Editionと Oracle8i Parallel Serverのインストール

タスク 7: データベースの作成

タスク 8: 旧データから空のデータベースへのデータ転送

タスク 9: データベースの起動

タスクタスクタスクタスク 1: ハードウェアの構成ハードウェアの構成ハードウェアの構成ハードウェアの構成
Oracle Parallel Serverハードウェアの設定情報については、ベンダーのドキュメントを参照
してください。

タスクタスクタスクタスク 2: 単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価
単一インスタンス・データベースと Oracle Parallel Serverの表領域は、同じであることが必
要なため、この時点で単一インスタンスの表領域を統合、追加または改名することが重要で
す。

クラスタに追加する各ノードには、2つのログ・ファイルが必要です。通常、単一インスタ
ンス・データベースには、ログ・ファイルが 2つしかありません。ALTER DATABASE ADD 
LOGFILE文を使用して、ノードごとに新規ログ・ファイルを追加する必要があります。

タスクタスクタスクタスク 3: ロー・デバイスの作成ロー・デバイスの作成ロー・デバイスの作成ロー・デバイスの作成
Oracle Parallel Serverのデータ・ファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルに必要な
ロー・デバイスを作成します。手順については、2-5ページの「ロー・デバイスの設定」を
参照してください。
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単一インスタンスから Parallel Serverへの移行
タスクタスクタスクタスク 4: 旧データベースからのデータのエクスポート旧データベースからのデータのエクスポート旧データベースからのデータのエクスポート旧データベースからのデータのエクスポート
単一インスタンス・データベースからデータベース全体をエクスポートします。エクスポー
ト・ユーティリティなどのツールを使用してください。

エクスポート・ユーティリティを使用して既存のデータベースから新規データベースにすべ
てのデータをエクスポートする手順は、次のとおりです。

次のように入力して、エクスポート・ユーティリティを実行します。

exp username/password file=file.dmp full=y log file.log

file.dmpはデータベース全体のエクスポートによるデータを表し、file.logは操作のロ
グを表します。

タスクタスクタスクタスク 5: オペレーティング・システム固有のファイルのインストールオペレーティング・システム固有のファイルのインストールオペレーティング・システム固有のファイルのインストールオペレーティング・システム固有のファイルのインストール
すべてのノードについて、オペレーティング・システム固有のベンダーのドキュメントに記
載されているオペレーティング・システム固有のファイルのインストール方法を参照してく
ださい。

タスクタスクタスクタスク 6: Oracle8i Enterprise Editionとととと Oracle8i Parallel Serverのインストールのインストールのインストールのインストール

すでに Oracle8i Enterprise Editionが稼働中のサーバーを除き、Oracle8i Enterprise Edition
は、第 3章で説明する手順に従って Oracle Parallel Serverとともにインストールします。現
行の単一インスタンス・データベースに Oracle Parallel Server環境をサポートしているハー
ドウェアがない場合は、新しいクラスタ・ハードウェアで新規インストールを実行する必要
があります。

すでに Oracle8i Enterprise Editionが稼働しているサーバーの場合は、「Custom」インス
トール・タイプを使用して Oracle Parallel Serverをインストールします。

注意注意注意注意 : データベース全体をエクスポートするには、ユーザー名 SYSTEM
を使用してください。INTERNALまたは SYSは使用しないでください。

参照参照参照参照 : このツールの詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照
してください。
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単一インスタンスから Parallel Serverへの移行
タスクタスクタスクタスク 7: データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

新しいデータベースをロー・パーティションに作成します。インストール・タイプと後続の
構成オプションに応じて、次の方法でデータベースを作成できます。

� 「Typical」インストールを選択した場合は、インストール後にデータベースが作成され
ます。

� 「Custom」インストールの後に Oracle Database Configuration Assistantの実行を要求し
た場合は、Oracle Database Configurationによってデータベースが作成されます。

� 「Custom」インストールの後に Oracle Database Configuration Assistantの実行を要求し
なかった場合も、Oracle Database Configurationを実行してデータベースを作成できま
す。手順については、3-23ページの「Oracle Database Configuration Assistantのスタ
ンドアロン・モードでの作成」を参照してください。

� 「Custom」インストールの後に Oracle Database Configuration Assistantの実行を要求し
なかった場合は、データベースを手動で作成できます。手順については、3-29ページの
「手動操作での作成」を参照してください。

タスクタスクタスクタスク 8: 旧データから空のデータベースへのデータ転送旧データから空のデータベースへのデータ転送旧データから空のデータベースへのデータ転送旧データから空のデータベースへのデータ転送
データベース全体を空のデータベースにインポートします。インポート・ユーティリティな
どのツールを使用してください。

インポート・ユーティリティを実行するには、次のコマンドを入力します。

imp system/password file=file.dmp full=y log file.log

file.dmpはデータベース全体のエクスポートによるデータを表し、file.logは操作のロ
グを表します。

参照参照参照参照 : このツールの詳細は、『Oracle8i ユーティリティ・ガイド』を参照
してください。

注意注意注意注意 : エクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データエクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データエクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データエクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データ
ベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポーベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポーベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポーベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポー
ト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用しト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用しト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用しト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用し
て作成されます。て作成されます。て作成されます。て作成されます。この場合の容易な解決策は、両方のデータベースに同じこの場合の容易な解決策は、両方のデータベースに同じこの場合の容易な解決策は、両方のデータベースに同じこの場合の容易な解決策は、両方のデータベースに同じ
表領域が含まれているかどうかを確認することです。表領域が含まれているかどうかを確認することです。表領域が含まれているかどうかを確認することです。表領域が含まれているかどうかを確認することです。データ・ファイルはデータ・ファイルはデータ・ファイルはデータ・ファイルは
同じでなくてもかまいません。同じでなくてもかまいません。同じでなくてもかまいません。同じでなくてもかまいません。表領域名のみ、同じにする必要がありま表領域名のみ、同じにする必要がありま表領域名のみ、同じにする必要がありま表領域名のみ、同じにする必要がありま
す。す。す。す。
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クラスタへの新規ノードの追加
タスクタスクタスクタスク 9: データベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
Oracle Parallel Serverの起動については、3-41ページの「パラレル・モードでのデータベー
スの起動」を参照してください。

クラスタへの新規ノードの追加クラスタへの新規ノードの追加クラスタへの新規ノードの追加クラスタへの新規ノードの追加
すでにクラスタを構成済で、他のノードを追加する場合は、次の手順で操作することをお薦
めします。

1. 第 3章の説明に従って、サポートするすべてのノードを含む別の Oracleホームに、
データベースをもう 1つインストールします。

2. 9-5ページの「タスク 4: 旧データベースからのデータのエクスポート」の説明に従って、
既存のデータベースからデータをエクスポートします。

3. 9-6ページの「タスク 8: 旧データから空のデータベースへのデータ転送」の説明に従っ
て、データを新規データベースにインポートします。
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クラスタへの新規ノードの追加
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第第第第V部部部部

 参照情報参照情報参照情報参照情報

第 V部では、Oracle Parallel Serverのインストール・プロセスに関する補足情報を説明しま
す。また、Oracle Parallel Server環境で共通して使用される用語についても説明します。第
V部の内容は、次のとおりです。

� 付録 A「ディレクトリ構造」

� 付録 B「UNIX上の Oracle Parallel Server Managementに関する参照情報」

� 付録 C「トラブルシューティング」





ディレクトリ
A

ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造

この付録の内容は、次のとおりです。

� Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造の概要

� UNIX

� Windows NT
構造 A-1



Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造の概要
Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造の概要のディレクトリ構造の概要のディレクトリ構造の概要のディレクトリ構造の概要
Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle Parallel Serverをインストールすると、すべてのサ
ブディレクトリは最上位の ORACLE_BASEの下に作成されます。ORACLE_HOMEおよび
adminディレクトリも、ORACLE_BASEの下に作成されます。
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UNIX
UNIX
次の例は、UNIXプラットフォーム上の Oracle Parallel Serverに使用される OFA対応デー
タベースのディレクトリ階層ツリーを示しています。

 

$ORACLE_BASE デフォルトの ORACLE_BASEディレクトリは、
/u01/app/oracle

$ORACLE_HOME デフォルトの Oracleホーム名は、
/product/8.1.6

/bin Oracleバイナリのサブツリー

/network Net8のサブツリー

/ops Oracle Database Configuration Assistantによっ
て作成されるファイル

/opsm Oracle Parallel Server Managementのメッセー
ジ・ファイルと TCLファイル

/admin データベース作成用の ops.sqlスクリプトおよ
び初期化パラメータ・ファイル 

/dbs 旧リリースから継承されるディレクトリ
このディレクトリには、
$ORACLE_BASE/admin/db_name/pfileの新
しい位置を指す初期化ファイルへのリンクが含
まれる。

...

/admin Oracle Parallel Serverデータベース管理ファイ
ルのサブツリー

/db_name データベース名で識別されるこのデータベース
のデータベース管理ファイル

/adhoc 非定型 SQLスクリプト

/adump 監査ファイル

/arch アーカイブされた REDOログ・ファイル

/bdump バックグラウンド・プロセスのトレース・ファ
イル

/cdump コア・ダンプ・ファイル

/create データベース作成用のプログラム

/exp データベース・エクスポート・ファイル

/pfile 初期化パラメータ・ファイル

/udump ユーザー SQLトレース・ファイル

参照参照参照参照 : $ORACLE_HOMEディレクトリおよび /adminディレクトリの詳細
は、ご使用の UNIXオペレーティング・システムの、『Oracle8i 管理者リ
ファレンス』を参照してください。
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Windows NT
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Windows NT
次の例は、Windows NT上の Oracle Parallel Serverに使用される OFA対応データベースの
ディレクトリ階層ツリーを示しています。

x:¥oracle_
base

デフォルトの ORACLE_BASEディレクトリは、
c:¥oracle

¥%ORACLE_HOME% デフォルトの Oracleホーム名は、¥ora81

¥bin Oracleバイナリのサブツリー

¥network Net8の構成ファイルのサブツリーには、
tnsnames.ora、listener.oraおよび
sqlnet.oraが含まれる

¥ops Oracle Database Configuration Assistantによっ
て作成されるファイル

¥opsm ¥adminサブディレクトリ

¥admin データベース作成用の Oracle Parallel 
Serverops.sqlスクリプトおよび初期化パラ
メータ・ファイル 

¥database 旧リリースから継承されるディレクトリ
初期化パラメータ・ファイル、
ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥pfileの新
しいディレクトリ位置を指す初期化ファイルが
含まれる。

...

¥admin Oracle Parallel Serverデータベース管理ファイ
ルのサブツリー

¥db_name SIDで識別されるインスタンスの db_name デー
タベース管理ファイル

¥adhoc 非定型 SQLスクリプト

¥adump 監査ファイル

¥arch アーカイブされた REDOログ・ファイル

¥bdump バックグラウンド・プロセスのトレース・ファ
イル

¥cdump コア・ダンプ・ファイル

¥create データベース作成用のプログラム

¥exp データベース・エクスポート・ファイル

¥pfile 初期化パラメータ・ファイル

¥udump ユーザー SQLトレース・ファイル

参照参照参照参照 : ORACLE_HOMEおよび ¥adminディレクトリの内容の詳細は、
『Oracle8i for Windows NTインストレーション・ガイド』を参照してくだ
さい。



UNIX上の Oracle Parallel Server Managementに関する参照
B

UNIX上の上の上の上の Oracle Parallel Server

Managementに関する参照情報に関する参照情報に関する参照情報に関する参照情報

この付録では、UNIX上の Oracle Parallel Server Managementについて説明します。

この付録の内容は、次のとおりです。

� OPSCTLユーティリティ

� db_name.confファイルの作成

� Oracle Intelligent Agentの構成
情報 B-1



OPSCTLユーティリティ
OPSCTLユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
UNIX上の OPSCTLユーティリティでは、db_name.confという名前のファイルを使用し
て、Oracle Parallel Serverのインスタンスおよび関連サービスが定義されます。このファイ
ルは、データベース作成中に、Oracle Database Configuration Assistantによって作成されま
す。

 

db_name.confファイルの構成時には、次の点に注意してください。

� Oracleホームの位置は、共有または非共有として設定できます。この位置が非共有の場
合は、db_name.confファイルを手動で作成し、クラスタの各ノードにリモート・コ
ピー（rcp）する必要があります。

� 管理の対象となるシステムでは、ノード名が「ノード番号」と呼ばれる正の番号と対応
するように、スレッド IDに基づいてマップされます。

db_name.confファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成
この項の内容は、次のとおりです。

� パラメータの構文

� パラメータの拡張

� パラメータ記述

� パラメータによるノードの上書き

� Oracle Parallel Serverインスタンス

重要重要重要重要 : db_name.confファイルは、空の場合でも、Oracle Parallel Server
の共有または非共有の Oracleホームに常駐させる必要があります。
OPSCTLを正常に実行するには、このファイルが必要です。
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db_name.confファイルの作成
パラメータの構文パラメータの構文パラメータの構文パラメータの構文
パラメータ値は、次の構文を使用して構成ファイル内で指定します。

parameter_name = value
parameter_name = (value1, value2, ...)

パラメータ値の構成時には、次の点に注意してください。

� 各パラメータは、db_name.confファイルに 1行ずつ入力する。

� 個々の値リストは、カンマで区切ってカッコで囲む。

� カンマまたは空白を含むパラメータ値は、二重引用符で囲む（"xxx"）。

パラメータの拡張パラメータの拡張パラメータの拡張パラメータの拡張
構成ファイル内で、パーセント符号（%）がついたパラメータ値は、%符号に続く文字に応
じて、異なる意味を持ちます。

値値値値 説明説明説明説明

%p ORACLE_PSRVパラメータまたは ORACLE_PSRV環境変数の値に
よって設定された Oracle Parallel Serverの名前に拡張されます。

%h ORACLE_HOMEパラメータの値または ORACLE_HOME環境変
数の値に拡張されます。

%n 適切なノードのノード番号に拡張されます。%nは、ノードごとに
異なる値に置換されます。

%m 適切なノードのノード名に拡張されます。%mは、ノードごとに異
なる値に置換されます。
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次の表に、パラメータ拡張の例を示します。

パラメータ記述パラメータ記述パラメータ記述パラメータ記述
次の表に、db_name.confファイル内で設定できる構成パラメータを示します。各パラ
メータは、一般に構成ファイルに表示される順番に記載されています。パラメータは、小文
字で入力する必要があります。

 

例例例例 説明説明説明説明

inst_init_ora=/ora/dbs/initop.ora インスタンス固有のパラメータ・ファイル名
は、initop.oraです。このパラメータ・
ファイルは、Oracle Parallel Serverのすべての
ノードに適用され、パラメータ拡張はありませ
ん。

inst_init_ora=/ora/dbs/initop_%m.ora この例には initop_%m.oraが含まれており、
ノードごとに異なる値に置換されるパラメータ
拡張を示しています。たとえば、spdev01、
spdev02および spdev03という 3つのノード
がある場合、node_list = "1-3"を持つこ
れらのノードのパラメータ拡張値は次のように
なります。

initop_spdev01.ora
initop_spdev02.ora
initop_spdev03.ora

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

node_list Oracle Parallel Serverインスタンスが実行されるすべ
てのノードのノード番号のリスト。このパラメータは、
IBM RS/6000 SP2や Sequentなど、一部のオペレー
ティング・システムでは必須です。

Sun Solarisなど、一部のプラットフォームでは、デ
フォルトでクラスタ全体が使用されます。これらのオ
ペレーティング・システムでは、このパラメータを明
示的に設定する必要はありません。

次に例を示します。

node_list = "1-8"

inst_oracle_sid （オプション）インスタンス識別子。各 Oracle Parallel 
Serverには、一意の Oracleシステム識別子（SID）が
必要です。デフォルトは %p%nです。
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inst_init_ora （オプション）Oracle Parallel Serverのすべてのインス
タンスで共有されるパラメータ・ファイル。パラメー
タに %nまたは %mが含まれている場合は、各ノード上
で異なる initsid.oraが使用されます。

node#:inst_init_ora （オプション）node#で指定する特定のノード上の
Oracle Parallel Serverインスタンスのパラメータ・
ファイル。このパラメータによって、inst_init_
oraパラメータで指定した値が上書きされます。

oracle_home （オプション）単一の共有 Oracleホーム、またはノー
ドごとの非共有の各 Oracleホームの位置を指定しま
す。デフォルトで oratabで指定した Oracleホームに
設定されます（プラットフォーム固有の位置）。

lsnr_listener_name （オプション）指定する各ノードのリスナーの名前。

tns_admin （オプション）すべてのリスナーの起動または停止に使
用する TNS_ADMIN環境変数の値。

node#:tns_admin （オプション） node#で指定した特定のノード上でリス
ナーを起動または停止するための TNS_ADMIN環境変
数の値。

environ （オプション）起動または停止操作に必要な環境変数の
"name = value"のペアをセミコロンで区切って二重引用
符で囲んだリスト。

次に例を示します。

environ="ENV1=value1;ENV2=value2"

このパラメータに含まれる環境変数は、
ORACLE_PSRV、ORACLE_HOMEおよび
TNS_ADMIN以外に、それぞれが別の環境変数か別の
構成パラメータで表されるものです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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次に、構成パラメータの適用方法の例を示します。次の例の各サービスのパラメータ設定
は、8ノード・システムからなる mypsrvという Oracle Parallel Serverに関連しています。
次の表に、ノード番号、ノード名およびインスタンス識別子が、mypsrv用に相互にどのよ
うにマップされるかを示します。

パラメータによるノードの上書きパラメータによるノードの上書きパラメータによるノードの上書きパラメータによるノードの上書き
次のように、パラメータ定義に接頭辞としてノード番号を追加すると、特定のノード・セッ
トに適用するパラメータを設定できます。

node_number:parameter_name =value

Oracle Parallel Serverインスタンスインスタンスインスタンスインスタンス
インスタンスは、次のパラメータで定義されます。

� inst_oracle_sid

� inst_init_ora 

inst_oracle_sid
inst_oracle_sidパラメータを指定しなければ、OPSCTLではデフォルトの Oracleシス
テム識別子（SID）リストが生成され、各 SIDが次の形式で設定されます。

db_name node# 

db_nameは Oracle Parallel Server名に対応し、node#は node_list内の対応するノードの
ノード番号に対応します。これは、%p%nを指定した場合と同じです。

ノード番号ノード番号ノード番号ノード番号 ノード名ノード名ノード名ノード名 SID

1 spdev01 SID_A

2 spdev02 SID_B

3 spdev03 SID_C

6 spdev06 SID_D

7 spdev07 SID_E

8 spdev08 SID_F
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たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

oracle_psrv = mypsrv
node_list = "1-3,6"

この場合、inst_oracle_sidパラメータを指定しなければ、インスタンス用に生成される
SIDは、spdev01、spdev02、spdev03および spdev06の各ノードに対してそれぞれ
mypsrv1、mypsrv2、mypsrv3および mypsrv6となります。

inst_oracle_sidパラメータは、インスタンスの ORACLE_SID（インスタンス識別子）
を指定するために使用します。このパラメータでは、SID名をカンマで区切ったリストを指
定できます。この場合、各 SIDは node_listパラメータと同じ順序で指定された、対応する
ノードにマップされます。また、%nまたは %mを使用して各ノード上で個々の SIDを生成す
ることもできます。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
inst_oracle_sid = (sid_a, sid_b, sid_c, sid_d)

この場合、sid_a値はノード spdev01のインスタンスに使用され、sid_d値はノード
spdev06のインスタンスに使用されます。

パラメータ置換機能を使用すると、ORACLE_SIDの値をカスタマイズできます。たとえば、
パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
inst_oracle_sid = "%p_SID_%n"

この場合、mypsrv_sid_1、mypsrv_sid_2、mypsrv_sid_3および mypsrv_sid_6の
値は、それぞれノード spdev01、spdev02、spdev03および spdev06上のインスタンス
の SIDに使用されます。

inst_init_ora 
パラメータ・ファイルの絶対パス名は、inst_init_oraまたは node#:inst_init_ora
パラメータ（あるいはその両方）で指定します。このパラメータを指定しなければ、
$ORACLE_HOME/dbs/initsid.oraが使用されます。

OPSCTLでは、インスタンスごとに最初に node#:inst_init_oraパラメータが検索され
ます。この場合、node#はインスタンスが実行されるノードの番号です。このパラメータを
指定すると、OPSCTLではその値がインスタンスのパラメータ・ファイルとして使用されま
す。指定しなければ、OPSCTLでは inst_init_oraパラメータが使用されます。
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リスナーリスナーリスナーリスナー
リスナーは、次のパラメータで定義されます。

� tns_admin

� lsnr_listener_name 

tns_admin
起動または停止するすべてのリスナーの tns_adminの値は、tns_adminパラメータで指
定できます。

tns_adminパラメータを指定しないで TNS_ADMIN環境変数を設定すると、リスナーには
TNS_ADMIN環境変数の値が与えられます。

tns_adminパラメータも TNS_ADMIN環境変数も指定しなければ、リスナーに値は与えら
れず、デフォルトの検索順を使用して listener.oraファイルが検索されます。

listener.oraファイルには、システム上のリスナーのリスニング・アドレスと、そのリ
スナーが処理するデータベースの名前および Oracleホームが含まれています。

特定のノードに異なる TNS_ADMIN環境変数を使用するには、node#:tns_adminパラ
メータを使用してノードを指定できます。この場合、node#は対応するノードの番号です。

たとえば、TNS_ADMIN環境変数を /home/myname/misc に設定し、構成ファイル内で
tns_adminパラメータを指定し、node#:tns_adminパラメータを指定しなければ、
OPSCTLではすべてのノードに値 /home/myname/miscが使用されます。

もう 1つの例として、次のパラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
tns_admin = /dve/myname/816/ops
3:tns_admin = /dve/myname/others

この場合、spdev03（ノード番号 3）上のリスナーの tns_adminは
/dve/myname/othersに設定され、ノード spdev01、spdev02および spdev06の
tns_adminは /dve/myname/816/opsに設定されます。
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lsnr_listener_name
lsnr_listener_nameパラメータは、リスナー名を指定するために使用します。これはリ
スナー名をカンマで区切ったリストで、各リスナー名は node_listパラメータの場合と同
じ順序で指定された、対応するノードにマップされます。

lsnr_listener_nameパラメータを指定しなければ、OPSCTLでは、リスナー名が
node_name_listener形式で指定される、デフォルトのリスナー名リストが生成されま
す。この場合、node_nameはノード名に対応します。これは、%m_listenerを指定した場
合と同じです。

たとえば、node_listパラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"

この場合に、lsnr_listener_nameパラメータを指定しなければ、リスナー用に生成され
る名前は spdev01、spdev02、spdev03および spdev06の各ノードに対してそれぞれ
spdev01_listener、spdev02_listener、spdev03_listenerおよび
spdev06_listener となります。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
lsnr_listener_name = (listener_A, listener_B, listener_C, listener_D)

この場合、ノード spdev01のリスナーには名前 listener_Aが使用され、ノード
spdev06のリスナーには名前 listener_Dが使用されます。

lsnr_listener_nameパラメータでエントリを 1つしか指定しなければ、node_listで
指定したすべてのノード上のインスタンスに同じ名前が使用されます。また、パラメータ拡
張版を使用すると、すべてのノードに異なるリスナー名を指定できます。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
lsnr_listener_name = "listener_mypsrv"

この場合、すべてのノードのすべてのリスナーには、listener_mypsrvという名前が使用
されます。

もう 1つの例として、次のパラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
lsnr_listener_name = "lsnr_%n"

この場合、名前 lsnr_1、lsnr_2、lsnr_3および lsnr_6の値は、それぞれノード
spdev01、spdev02、spdev03および spdev06上のリスナーに使用されます。
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db_name.confファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例
次に、db_name.confファイルの例を示します。

node_list = "1-4" 
inst_init_ora = /ora/dbs/init_%m.ora 
inst_oracle_sid = (SID_A, SID_B, SID_C, SID_D)
lsnr_listener_name = listener_myhost%n 

Oracle Intelligent Agentの構成の構成の構成の構成
Oracle Intelligent Agentはデータベースとともに出荷されます。管理される各リモート
Oracle Parallel Serverノードにこれをインストールする必要があります。Oracle Intelligent 
Agentの役割は、各ノード上で使用可能なサービス（データベース、リスナー、Parallel 
Server）を検出することです。

構成は、共有と非共有の Oracleホーム・ディレクトリでは異なります。標準設定の場合、
Oracle Intelligent Agentは非共有の Oracleホーム・ディレクトリにインストールされます。

次のディレクトリは、各 Oracle Intelligent Agentのノードに固有のファイルが含まれている
ため、共有にしないでください。

� $ORACLE_HOME/network/admin

� $ORACLE_HOME/network/log

� $ORACLE_HOME/network/trace

� $ORACLE_HOME/network/agent

 

注意注意注意注意 : Oracle Intelligent Agentは、共有 Oracleホーム・ディレクトリに
はインストールできません。各ノードの Oracle Intelligent Agentが、他の
Oracleホーム・ディレクトリと異なる Oracleホーム・ディレクトリにイ
ンストールされていることを確認してください。

サーバー・ファイル tnsnames.oraおよび listener.oraに、自動検
出を実行するすべてのインスタンス用の正しいエントリが含まれているこ
とも確認してください。手順については、6-6ページの「Oracle Parallel 
Server Managementの要件」を参照してください。
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非共有非共有非共有非共有 Oracleホームホームホームホーム
インスタンスを実行するすべてのノード上で、Oracle Intelligent Agentを構成して起動して
いることを確認する必要があります。

エージェントを起動するには、オペレーティング・システム・プロンプトから次のコマンド
を入力します。

% lsnrctl dbsnmp_start

共有共有共有共有 Oracleホームホームホームホーム
Oracleホーム・ディレクトリがすべてのノードに（NFSや他の同等の機能を通じて）共有さ
れる場合は、Oracle Intelligent Agentを次のように設定する必要があります。

1. 各ノード用の Oracle Intelligent Agentを、共有 Oracleホーム・ディレクトリとは別の
専用 Oracleホーム・ディレクトリにインストールします。

2. 共有 Oracleホームから各 Oracle Intelligent Agentの Oracleホーム・ディレクトリに、
tnsnames.oraと listener.oraをコピーまたはリンクします。

3. 各ノードで Oracle Intelligent Agentを起動する前に、Oracleホーム・ディレクトリを
Oracle Intelligent Agentの Oracleホームに設定します。

4. lsnrctl dbsnmp_startコマンドを発行します。

5. DBSNMPユーティリティが、システム起動時に実行されるように設定されているかど
うかを確認します。

注意注意注意注意 : Oracle Intelligent Agentは、Oracleデータベースと同じ共有
Oracleホーム・ディレクトリにはインストールできません。
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トラブルシューティ
C

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録の内容は、次のとおりです。

� サービス検出の障害の解決

� トレース・ファイルの使用方法
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サービス検出の障害の解決
サービス検出の障害の解決サービス検出の障害の解決サービス検出の障害の解決サービス検出の障害の解決
Oracle Enterprise Managerでノードおよびオブジェクトの検出に失敗した場合、通常はノー
ド上で Oracle Intelligent Agentを起動していないこと、または構成が正しくないことが原因
です。Oracle Intelligent Agentを起動しても問題が解決しない場合、検出の障害はさらに深
刻な構成上の問題が原因の可能性があります。

この項の内容は、次のとおりです。

� 検出の理解

� 検出の結果

� 検出のトラブルシューティング

検出の理解検出の理解検出の理解検出の理解
正しい構成を理解するには、検出機能を理解することが重要です。検出処理中には、管理さ
れるノードの services.oraファイルが、UNIXオペレーティング・システム上では
$ORACLE_HOME/network/agentディレクトリに、Windows NT上では
ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリに作成されます。このファイルには、検出さ
れたノードとそのサービス（データベース、インスタンスおよびリスナー）の情報が含まれ
ています。

このファイルは、管理されるすべてのノード上の次のソースから作成されます。

� UNIX上の oratabとWindows NT上のレジストリ

� listener.ora

� tnsnames.ora

検出を正常に機能させるには、これらの各コンポーネントを正しく構成する必要がありま
す。
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UNIX上の上の上の上の oratabとととと Windows NT上のレジストリ上のレジストリ上のレジストリ上のレジストリ
検出機能では、最初に Oracle Parallel Serverデータベース名とそのデータベースに関連する
ノードが検出されます。検出方法は、管理対象となっているシステムが稼働しているかどう
かによって異なります。

� UNIX

� Windows NT

UNIX  UNIXオペレーティング・システムの場合、検出では Oracle Parallel Server名に関す
る oratabエントリ内の情報が使用されます。oratabは、/etc/oratabまたは
/var/opt/oracle/oratabにあります。各エントリの形式は、次のとおりです。

db_name:$ORACLE_HOME:N

db_nameはデータベース名で、$ORACLE_HOMEは Oracle Parallel Serverデータベースに指
定した Oracleホームです。このエントリからデータベース名が取得されます。

次に、$ORACLE_HOME/opsにある db_name.confファイル内で node_listパラメータ
が検索され、Oracle Parallel Serverのインスタンスが実行されるノードが判断されます。

node_list="1,2,3"

Sun Solarisなど、一部のオペレーティング・システムでは、node_listはクラスタ全体が
デフォルト設定され、このパラメータを明示的に設定する必要はありません。

この構成ファイルは、エントリがなくても、存在する必要があります。

Windows NT  レジストリのHKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PMの
サブキーの下には、ノードで実行されるすべての Oracle Parallel Serverが表示されます。こ
のサブキーの下に、各 Oracle Parallel Serverクラスタの専用レジストリ・サブキーがありま
す。詳細は、3-10ページの「Windows NT上の Oracle Parallel Serverデータベースのための
レジストリ値」を参照してください。

Oracle Enterprise Managerでは、情報を使用して、Oracle Parallel Serverのデータベース
名、インスタンスおよびノードが検出されます。インスタンスとノードの検出後に、
listener.oraおよび tnsnames.oraファイルが検査されます。
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listener.ora
検出では、検出されたノード上の listener.oraファイルを使用して、そのノードのリス
ナー名とインスタンス名が検索されます。このファイルは、UNIXオペレーティング・シス
テム上では $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NT上では
ORACLE_HOME¥network¥adminにあります。

検出に必要なエントリは、次のとおりです。

� リスナー・アドレスには、検出されたノードのホスト名として HOST値を指定する
TCP/IPアドレスが含まれている必要があります。これにより、リスナーが実際にノー
ドに常駐していることが保証されます。

(description=
  (address=(protocol=tcp)(host=opshp1-pc)(port=1521)))

� ノード上で実行されているリスナーごとに、SID_LIST_listener_nameエントリ内でイン
スタンス名（SID_NAME）を含む記述（SID_DESC）が検索されます。

sid_list_listener=
  (sid_list=
    (sid_desc=
      (sid_name=op1)))

通常、インストール後に作成される listener.oraファイルには、検出に必要な構成が含
まれています。

参照参照参照参照 : 3-14ページの「リスナー（listener.oraファイル）」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : UNIXオペレーティング・システムの場合、inst_sid_listお
よび lsnr_listener_nameパラメータを使用して db_name.confファ
イル内でリスナーとインスタンスを指定することもできます。手順につい
ては、B-4ページの「パラメータ記述」を参照してください。

inst_sid_list=(op1, op2)
lsnr_listener_name="listener_%m"

%mはノード名に拡張されます。
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サービス検出の障害の解決
tnsnames.ora
tnsnames.oraファイルは、検出されたノード上の、UNIXオペレーティング・システムの
場合は $ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTの場合は
ORACLE_HOME¥network¥adminに存在し、検出プロセスではこのファイルを読み込んで、
ノード上の Oracle Parallel Serverおよびインスタンスの名前とアドレス情報が判断されま
す。

検出に必要なエントリは、次のとおりです。

� 各インスタンスは、tnsnames.oraファイル内にエントリが必要です。次に例を示しま
す。

op1.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=op1-server)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=op.us.acme.com)
    (instance_name=op1)))

� Oracle Parallel Serverに関するエントリも必要です。次に例を示します。

op.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (failover=on)
  (address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=op1-server)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=op2-server)(port=1521)) 
  (connect_data=
     (service_name=op.us.acme.com)))

� Windows NTの場合、各インスタンスには、CONNECT_DATA接続内で SIDを使用し
専用サーバー接続が行われる、sid_startupという起動エントリが必要です。次に例
を示します。

op1_startup.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=op1-server)(port= 1521))
  (connect_data= 
    (sid=op1)
    (server=dedicated)))

参照参照参照参照 : 3-16ページの「ネット・サービス名（tnsnames.oraファイル）」を
参照してください。
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サービス検出の障害の解決
検出の結果検出の結果検出の結果検出の結果
検出によって作成される内容は、次のとおりです。

� 検出されたノードとサービスが、UNIXオペレーティング・システムの場合は
$ORACLE_HOME/network/agentディレクトリ、Windows NTの場合は
ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリの、services.oraファイルにリスト
されます。

services.oraファイルには、Oracle Parallel Server用に、ノード、データベース・ア
ドレスおよびデータベース名を示す ops_databaseエントリが必要です。次に、ノー
ド op1-serverで稼働中のデータベース op.us.acme.comの例を示します。データ
ベース・アドレスは、tnsnames.oraファイル内の op.us.acme.comネット・サービ
ス名から取得されます。

op.us.acme.com=(ops_database, op1-server, (description=(load_balance=on)
(failover=on)(address_list=(address=(protocol=tcp)(host=op1-server) 
(port=1521))(address=(protocol=tcp)(host=op2-server)(port=1521)))(connect_
data=(service_name=op.us.acme.com)))), op.us.acme.com)

services.oraファイルには、ノード上で稼働中のインスタンスの OPS_INSTANCE
エントリも必要です。このエントリで識別される要素は、次のとおりです。

� ノードの名前

� tnsnames.oraファイルから取得されたインスタンスのアドレス

� インスタンスが属する Oracle Parallel Serverの名前

� リスナー名
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サービス検出の障害の解決
次に、ノード OPSHP1で実行され、LISTENER_OPSHP1によってリスニングされるイ
ンスタンス OP1の例を示します。

op1.us.acme.com=(ops_instance, op1-server, 
(description=(address=(protocol=tcp)(host=op1-server)(port=1521))(connect_data= 
(service_name=op.us.acme.com)(instance_name=op1))), op.us.acme.com, listener_
op1-server)

� エラーが、UNIXオペレーティング・システムの場合は ORACLE_HOME/network/log
ディレクトリ、Windows NTの場合は ORACLE_HOME¥network¥logディレクトリの
nmiconf.logに記録されます。

次のメッセージは無視してください。

Warning: No Listener found for sid_db_name, db_name will be 
skipped.

検出のトラブルシューティング検出のトラブルシューティング検出のトラブルシューティング検出のトラブルシューティング
services.oraファイルに ops_databaseおよび ops_instanceエントリのかわりに
ORACLE_DATABASESエントリが含まれている場合、検出が失敗します。このエラーを解
決する手順は、次のとおりです。

1. UNIXオペレーティング・システムの場合は ORACLE_HOME/network/agent/config
ディレクトリ、Windows NTの場合は ORACLE_HOME¥network¥agent¥configディ
レクトリの、nmiconf.lstをチェックします。このファイルには、実行されたサード
パーティの検出スクリプトのリストが含まれています。少なくとも次のエントリが含ま
れている必要があります。

confops.tcl

このエントリは、Oracle Parallel Serverのインストール中に作成されます。

2. Oracle Parallel Serverが正しく定義されているかどうかをチェックします。

UNIXの場合

a. oratabおよび db_name.confファイルが正しく構成されているかどうかを検証
します。

b. 次のコマンドを実行し、正しく設定されているかどうかを検証します。

SETENV ORACLE_PSRV db_name
OPSCTL config -C
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トレース・ファイルの使用方法
Windows NTの場合

a. Oracle Parallel Serverに関連するレジストリ・エントリをチェックします。

b. 次のコマンドを実行し、正しく設定されているかどうかを検証します。

OPSCTL config -ndb_name

UNIXの場合、OPSCTLによって、ノード名、インスタンス名およびリスナー名が表示
されます。次に、リスナー LISTENER_NODE1を持つインスタンス OP1を実行中の
ノード NODE1の例を示します。

node1 op1 listener_node1

Windows NTの場合、OPSCTLによって、すべてのノードとそれに対応するインスタン
スのリストが表示されます。
node1 op1
node2 op2
node3 op3

3. listener.oraファイルおよび tnsnames.oraファイルのエントリを検査し、必要な
エントリが存在することを確認します。

トレース・ファイルの使用方法トレース・ファイルの使用方法トレース・ファイルの使用方法トレース・ファイルの使用方法
この項では、トレース・ファイルに関連する次の情報について説明します。

� バックグラウンド・スレッド・トレース・ファイル

� ユーザー・スレッド・トレース・ファイル

� アラート・ファイル

� エラー・コール・トレース・スタック
C-8 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



トレース・ファイルの使用方法
バックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルバックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルバックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルバックグラウンド・スレッド・トレース・ファイル
Oracle Parallel Serverのバックグラウンド・スレッドでは、トレース・ファイルを使用して
データベース操作の発生と例外およびエラーが記録されます。これらの詳細なトレース・ロ
グは、オラクル社カスタマ・サポート・センターがクラスタ構成の問題をデバッグする際に
役立ちます。バックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルは、initdb_name.ora初
期化パラメータ・ファイル内で BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータが設定されてい
るかどうかに関係なく作成されます。BACKGROUND_DUMP_DESTが設定されている場
合、トレース・ファイルは指定したディレクトリに格納されます。このパラメータが設定さ
れていない場合は、トレース・ファイルは次のディレクトリに格納されます。

� UNIXオペレーティング・システムの場合は、
$ORACLE_BASE/admin/db_name/bdump

� Windows NTの場合は、ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥bdump

Oracle8i データベースでは、バックグラウンド・スレッドごとに異なるトレース・ファイル
が作成されます。トレース・ファイル名には、次のように、バックグラウンド・スレッド名
と後続の拡張子 .trcが含まれます。

� siddbwr.trc 

� sidsmon.trc 

Oracle Parallel Serverのトレース情報は、次のトレース・ファイルに表示されます。

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル 説明説明説明説明

sidbsp0.trc キャッシュ・フュージョン BSPのトレース・ファイル
（ブロック・サーバー・プロセス）。このトレース・ファ
イルには、BSP関連のエラーが表示されます。

sidlckn.trc LCKnプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、他のバックグラウンド・プロセスのロッ
ク要求が表示されます。

sidlmdn.trc LMDnプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、ロック要求が表示されます。

sidlmon.trc LMONプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、クラスタの状態が表示されます。

sidp00n.trc パラレル実行プロセスのトレース・ファイル。
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トレース・ファイルの使用方法
ユーザー・スレッド・トレース・ファイルユーザー・スレッド・トレース・ファイルユーザー・スレッド・トレース・ファイルユーザー・スレッド・トレース・ファイル
初期化パラメータ・ファイル内で USER_DUMP_DESTパラメータが設定されている場合は、
ユーザー・スレッドのトレース・ファイルも作成されます。ユーザー・スレッドのトレー
ス・ファイルは oraxxxxx.trc形式で、xxxxxは、UNIXの場合はプロセス ID、Windows 
NTの場合はスレッド IDを示す 5桁の番号です。

アラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイル
アラート・ファイル sidalrt.logには、データベース操作中に発生するエラー・メッセー
ジと例外に関する重要情報が含まれています。インスタンスごとに 1つずつアラート・ファ
イルがあり、インスタンスを起動するたびにファイルに情報が追加されます。すべてのス
レッドは、アラート・ファイルに書き込むことができます。

sidalrt.logは、initdb_name.ora初期化パラメータ・ファイルの
BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータで指定したディレクトリにあります。
BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータが設定されていない場合は、sidalrt.logファ
イルは次のディレクトリに生成されます。

� UNIXオペレーティング・システムの場合は、
$ORACLE_BASE/admin/db_name/bdump

� Windows NTの場合は、ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥bdump
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トレース・ファイルの使用方法
トラブルシューティング C-11

エラー・コール・トレース・スタックエラー・コール・トレース・スタックエラー・コール・トレース・スタックエラー・コール・トレース・スタック
オラクル社カスタマ・サポート・センターから、特定のトレース・ファイル用にエラー・
コール・トレース・スタックを作成するように要請される場合があります。エラー・コー
ル・トレース・スタックは、データベース内の特定のバックグラウンド・スレッドまたは
ユーザー・スレッドのプログラム・トレースを提供します。

エラー・コール・トレース・スタックを作成する手順は、次のとおりです。

1. バックグラウンド・プロセスの Oracleプロセス IDを取得します。

SQL> CONNECT internal/password
SELECT pid "Oracle Process Id", 
       name 
    from v$process, v$bgprocess 
    where v$process.addr = v$bgprocess.paddr; 

次のような出力が表示されます。

Oracle Pro NAME 
---------- ----- 
         2 PMON 
         3 LMON 
         4 LMD0 
         5 DBW0 
         6 LGWR 
         7 CKPT 
         8 SMON 
         9 RECO 
        10 SNP0 
        11 SNP1 
        13 LCK0 

2. トレース・スタックをトレース・ファイルにダンプします。たとえば、LMONのト
レース・スタックをダンプするには、次のように入力します。

a. Oracleプロセス IDを LMON（この例では 3）に設定します。

ORADEBUG setorapid 3 

b. エラー・スタックを sidlmon.trcにダンプします。

ORADEBUG dump errorstack 3 



トレース・ファイルの使用方法
C-12 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



用語集用語集用語集用語集

BSP0プロセスプロセスプロセスプロセス

キャッシュ・フュージョン用の要求ノードに対する送信メッセージを管理するプロセス。

Console

Oracle Enterprise Manager の Consoleは、強力で確実なシステム管理を実現する直観的な
グラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を通じて、Oracle環境の集中管理ポイン
トとなる。

HOME_NAME

Windows NT上の Oracleサービスサービスサービスサービス内の Oracleホーム名。

initdb_name.ora

データベース・パラメータを含む、インスタンス間で共有される共通データベース初期化
ファイル。

initsid.ora

インスタンス固有のパラメータを含み、データベース・パラメータ用の initdb_name.ora
を指すインスタンス初期化ファイル。

LCKNプロセスプロセスプロセスプロセス

インスタンスに使用されるロックを管理し、そのロックに対する他のインスタンスからの要
求を調整するプロセス。追加のロック・プロセス LCK1～ LCK9は、インスタンス・ロック
要求に対して極端に大きいスループットを必要とするシステムにとって有効である。通常、
ほとんどのシステムでは、インスタンスについて単一のロック・プロセス LCK0で十分であ
る。
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listener.ora

次のものを識別するリスナーリスナーリスナーリスナー用の構成ファイル。

� リスナー名

� 接続要求を受け入れるプロトコル・アドレス

� リスニングするサービス

listener.oraファイルは、通常、UNIXプラットフォームでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥adminに
存在する。

Oracle リリース 8.1 データベースは、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録のため、データベース・サービスを識別
する必要はない。ただし、Oracle Enterprise Managerを使用する計画がある場合、Oracle リ
リース 8.1 データベース用に静的サービス構成が必要である。

LMDNプロセスプロセスプロセスプロセス

リモート・ロック要求（他のインスタンスから発行された要求）を処理するプロセス。

LMONプロセスプロセスプロセスプロセス

分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（Distributed Lock Manager: DLM））））のインスタンスとプロセスの
停止および関連のリカバリを管理するプロセス。

Management Server

Oracle Enterprise Manager Management Serverは、Consoleと管理対象となっているノー
ド間で集中化された高機能および分散制御を提供する。また、Consoleから送信されたシス
テム管理タスクを処理し、これらのタスクの enterprise間での分散を管理する。
Management Serverでは、すべてのシステム・データ、アプリケーション・データおよび管
理されるノードの状態情報が、データベースに格納された表の集合であるリポジトリに格納
される。複数のManagement Serverが存在する場合は、作業負荷が自動的に共有され、負
荷が平衡化されるため、高度なパフォーマンスと拡張性が保証される。

MTS

マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））を参照。

Net8

オラクル社のネットワーキング製品ファミリの基盤。サービスとそのアプリケーションを異
なるコンピュータに常駐させ、ピア・アプリケーションとして通信できるようにする。Net8
の主な機能は、ネットワーク・セッションを確立し、クライアント・マシンとサーバー間、
または 2台のサーバー間でデータを転送することである。ネットワーク・セッションの確立
後は、Net8はクライアントとサーバーのためのデータ伝達手段として機能する。
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Net8 Assistant

Net8 Assistantは、構成機能とコンポーネント制御を組み合せたグラフィカル・ユーザー・
インタフェース・ツールで、Net8を構成および管理する。統合環境を提供するクライアン
トまたはサーバーのいずれかで使用する。

Net8 Assistantを使用すると、次のネットワーク・コンポーネントを構成できる。

� ネーミング : 接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子を定義し、それらを接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップして、サービスのネッ
トワーク位置およびサービス自体を識別する。Net8 Assistantは、tnsnames.oraファ
イル内で接続記述子の構成、LDAP対応の集中化されたディレクトリ・サービスまたは
Oracle Names Serverをサポートする。

� ネーミング・メソッド : 接続識別子が接続記述子に変換される、異なる方法を構成する。

� リスナー : クライアント接続を受信するリスナーを作成および構成する。

Net8 Configuration Assistant

インストール後に、次のものを含む基本ネットワーク・コンポーネントを構成する、インス
トール後処理ツール。

� リスナー名およびプロトコル・アドレス

� クライアントが接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子の変換に使用するネーミング・メソッド

� tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名 

� ディレクトリ・サーバー・アクセス

OPSCTLユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ

インスタンスを管理するユーティリティ。OPSCTLによって、Oracle Enterprise Manager
のすべてのインスタンスの情報が収集される。Oracle Intelligent Agentとノードの間で単
一の制御ポイントとして機能する。OPSCTLとの通信には、1つのノードの Oracle 
Intelligent Agentのみが使用される。そのノード上の OPSCTLが、Net8を通じて他のノー
ドと通信する。

OPS通信デーモン（通信デーモン（通信デーモン（通信デーモン（OPS Communication Daemon: OPSD））））

OPSCTLユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティから要求を受信して、起動や停止などの管理ジョブ・タスクを実行
するプロセス。コマンドは各ノードでローカルに実行され、結果が OPSCTLに戻される。
OPSDは、すべてのノードにインストールされる。OPSDは、UNIXプラットフォーム上で
のみ実装される。

Optimal Flexible Architecture（（（（OFA））））

Oracleソフトウェアおよびデータベースのファイルの命名および配置に関するガイドライ
ン。
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Oracle Data Gatherer

Oracle Performance Managerのパフォーマンス統計を収集するコンポーネント。Oracle 
Data Gathererは、ネットワーク上のノードにインストールする必要がある。

Oracle Database Configuration Assistant

データベースを作成、削除および変更できるようにするツール。

Oracle Enterprise Manager

異機種間環境を集中管理するための統合されたソリューションを提供する、システム管理
ツール。Oracle Enterprise Managerによってグラフィカルな Console、Management 
Server、Oracle Intelligent Agent、リポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベースおよび Tools製品が組み合せ
られ、Oracle製品を管理するための統合された包括的なシステム管理プラットフォームが提
供される。

製品ファミリは、Oracle環境全体を効率的に管理できるように設計されたシステム管理ツー
ルからなっている。

Oracle Intelligent Agent

各ノードで実行するプロセス。Management Server経由で Consoleから送信されるジョブ
とイベントの実行者として機能する。エージェントは Consoleやネットワーク接続の状態に
関係なく機能できるので、高可用性が保証される。

Oracle Parallel Execution 

特定のタイプの SQL文の処理作業を複数のパラレル実行サーバー・プロセス間に分ける。

Oracle Parallel Server

複数のインスタンスがデータ・ファイルの共有データベースにアクセスできるようにする
アーキテクチャ。Oracle8i Enterprise Editionを Oracle Parallel Serverデータベースにするた
めに必要な Oracle Parallel Serverスクリプト、初期化ファイルおよびデータ・ファイルを提
供するソフトウェア・コンポーネントでもある。

Oracle Parallel Server Management

Oracle Parallel Serverのための包括的および統合システム管理ソリューション。オープンな
クライアント /サーバー・アーキテクチャを通じて、異機種間環境で稼働する複数インスタ
ンス・データベースを Oracle Enterprise Manager経由で管理できるようにする。

Oracle Parallel Server Managementでは、パラレル・データベースの管理だけでなく、ジョ
ブのスケジューリング、イベント管理の実行、パフォーマンスの監視および統計の取得を通
じて、パラレル・データベースをチューニングできる。

Oracle Performance Manager

Parallel Serverのパフォーマンス統計を様々な表形式やグラフ形式で提供する Oracle 
Enterprise Managerのアドオン・アプリケーション。統計は、Oracle Parallel Serverで実行
中のすべてのインスタンスから集計されたパフォーマンスを表す。
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Oracle8i Enterprise Edition

オブジェクト・リレーショナル・データベース管理システム（ORDBMS）。データベース管
理用のアプリケーションおよびファイルを提供する。Oracle Parallel Serverの他のすべての
コンポーネントは、Oracle8i Enterprise Editionの最上位レイヤーにある。

Oracleコンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト

LDAP対応のディレクトリ cn=OracleContext内のエントリ。このディレクトリ内に、す
べての Oracleソフトウェア関連情報が格納される。

Oracleサービスサービスサービスサービス

データベースやリスナーなどの Oracle製品に関連して作成されるサービス。

Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））

リリース 8.1より前の Oracleデータベースを実行中の特定のインスタンスを識別する名前。
Oracle Parallel Serverデータベースの場合、クラスタ内の各ノードがデータベースを参照す
るインスタンスを持つ。各ノードの SIDは、 initdb_name.oraファイルの DB_NAMEパ
ラメータで指定されたデータベース名と、一意のスレッドスレッドスレッドスレッド IDからなる。スレッド IDはクラ
スタ内の最初のインスタンスを表す 1で始まり、2番目以降のインスタンスの IDは 1ずつ
大きくなる。

リリース 8.1より前のデータベースの場合、SIDはデータベースの識別に使用されていた。
SIDは、tnsnames.oraファイル内の接続記述子部分および listener.oraファイル内の
ネットワーク・リスナーの定義に含まれていた。

PMONプロセスプロセスプロセスプロセス

ユーザー・プロセスに障害が起きた場合に、リカバリ処理を実行する、プロセス・モニ
ター・データベース・プロセス。キャッシュのクリーン・アップおよび使用されていたプロ
セスのリソースの解放を行う。また、ディスパッチャおよびサーバー・プロセスをチェック
し、障害がある場合はそれらを再起動する。

また、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録の一部として、リスナーにインスタンス情報を登録する。

REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル

データベースのバッファ・キャッシュ内のデータに行われたすべての変更の記録を含むファ
イル。インスタンスに障害が起きると、REDOログ・ファイルは、メモリー内の変更データ
をリカバリするために使用される。

SID

Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））の略称。
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sqlnet.oraファイルファイルファイルファイル

クライアントまたはサーバー用の構成ファイル。指定内容は次のとおり。

� 修飾されていないサービス名またはネット・サービス名に追加するクライアント・ドメ
イン。

� 名前の変換時にクライアントが使用するネーミング・メソッドの順序。

� 使用するログインおよびトレース機能。

� 接続ルート

� デフォルトの Oracle Names Server

� 外部ネーミング・パラメータ

� Oracle Advanced Securityパラメータ

sqlnet.oraファイルは、通常、UNIXプラットフォームでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windowsプラットフォームでは
ORACLE_HOME¥network¥adminに存在する。

Startup

起動機能に一時的な構成を提供するオペレーティング・システム固有のコンポーネント。

SYSDBA

ADMIN OPTIONを持つすべてのシステム権限と SYSOPERシステム権限を含むデータベー
ス管理ロール。SYSDBAでは、CREATE DATABASEと時間単位のリカバリも許可される。

SYSOPER

データベース管理者に STARTUP、SHUTDOWN、ALTER DATABASE OPEN/MOUNT、
ALTER DATABASE BACKUP、ARCHIVE LOGおよび RECOVERの実行を許可するデータ
ベース管理ロールであり、RESTRICTED SESSION権限を含む。

tnsnames.oraファイルファイルファイルファイル

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップされるネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を含む構成ファイル。通常、tnsnames.ora
ファイルは、UNIXプラットフォームでは $ORACLE_HOME/network/admin、Windowsプ
ラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥adminに存在する。

このファイルは、クライアント、ノード、ConsoleおよびOracle Performance Managerマ
シン上で必要である。

アラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイル

データベース操作中に発生したエラー・メッセージと例外に関する重要情報が含まれている
ファイル。
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インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

Oracle Parallel Serverデータベースの場合、クラスタ内の各ノードはデータベースを参照す
る実行中の Oracle8iソフトウェアのインスタンスを持つ。

データベース・サーバー上で（コンピュータのタイプに関係なく）データベースを起動する
と、Oracleによってシステム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（System Global Area: SGA））））と呼ばれるメ
モリー領域が割り当てられ、1つ以上の Oracleプロセスが開始される。このような、SGA
と Oracleプロセスの組合せをインスタンスと呼ぶ。インスタンスのメモリーとプロセスで
は、関連データベースのデータを効率的に管理し、データベースのユーザーのために機能す
る。ユーザーは、任意のインスタンスに接続し、Parallel Serverデータベース内の情報にア
クセスできる。

各インスタンスは、一意の Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））、インインインイン
スタンス名スタンス名スタンス名スタンス名、インスタンス番号インスタンス番号インスタンス番号インスタンス番号、ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントおよびスレッドスレッドスレッドスレッド IDを持つ。

インスタンス番号インスタンス番号インスタンス番号インスタンス番号

特定のインスタンスとデータ・ブロックのエクステントを対応付ける番号。インスタンス番
号によってインスタンスを起動でき、その番号に割り当てられたエクステントを使用して挿
入および更新を行うことができる。これにより、他のインスタンスに割り当てられた領域を
使用しないことが保証される。インスタンス番号を使用して再起動されない限り、インスタ
ンスは他の空きリストのデータ・ブロックを使用できない。

INSTANCE_NUMBER初期化パラメータでデータ・ブロックのエクステントをインスタンス
に対応付けると様々な SQLオプションを使用できる。

インスタンス番号は、インスタンス初期化ファイル initsid.oraの
INSTANCE_NUMBERパラメータによって指定される。

インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名

インスタンス名を表し、複数インスタンスが共通のサービス名を共有する場合に、特定のイ
ンスタンスを一意に識別するために使用される。インスタンス名は、インスタンス初期化
ファイル initsid.oraの INSTANCE_NAMEパラメータによって識別される。

インスタンス名は、Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID））））と同じである。

オペレーティング・システム固有のレイヤーオペレーティング・システム固有のレイヤーオペレーティング・システム固有のレイヤーオペレーティング・システム固有のレイヤー

ベンダーによって開発された複数のソフトウェア・コンポーネントからなるソフトウェア・
レイヤー。OSDレイヤーによって、Oracle Parallel Serverの正常操作に必要な、主要なオペ
レーティング・システム /クラスタウェア・サービスがマップされる。

外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ

PL/SQLコードからコールできる、第三世代言語（3GL）で記述されたファンクションまた
はプロシージャ。外部プロシージャでサポートされているのは、C言語のみ。
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拡張パーティション拡張パーティション拡張パーティション拡張パーティション

ディスク上のロー領域を指す、Windows NT上のパーティション・タイプ。拡張パーティ
ションを、データ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルのために複数の
論理ドライブに割り当てることができる。

管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト管理コンテキスト

Oracleコンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト (cn=OracleContext）の下に常駐するディレクトリ・エントリ。
ディレクトリ・アクセスの構成時、クライアントは、ディレクトリ構成ファイル ldap.ora
内の管理コンテキストで構成される。管理コンテキストには、クライアントがアクセスする
エントリを含むディレクトリ内の Oracleコンテキストの位置を指定する。

クラスタクラスタクラスタクラスタ

通常はそれぞれが異なるノード上で実行され、ディスクに常駐する共有データベースへのア
クセス時に相互に調整する、インスタンスの集合。

クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（Cluster Manager: CM））））

クラスタ上のクラスタ・メンバーシップを表す共通ビューによって、ノードのメンバーシッ
プ状態を検出し、追跡するオペレーティング・システム固有のコンポーネント。

CMはプロセス、特にOracle8i リリース 8.1のデータベース・インスタンス・プロセスの状
態を監視する。分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（Distributed Lock Manager: DLM））））の状態を監視
するバックグラウンド・プロセスである LMONプロセスプロセスプロセスプロセスは、CMへの登録と登録解除を行
う。

グローバル・キャッシュグローバル・キャッシュグローバル・キャッシュグローバル・キャッシュ

すべてのインスタンス上のデータベース・バッファを保護するグローバル・ロックの集合の
サイズを決める初期化パラメータ。これらのパラメータは、initdb_name.oraファイルに
設定する必要がある。

グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名

データベースを他のデータベースから一意に識別するためのフルネーム。グローバル・デー
タベース名の書式は、"database_name.database_domain"。次に例を示す。
sales.us.acme.com

データベース名の部分 salesは、データベースのコールに使用する単純な名前である。
データベース・ドメイン部分 us.acme.comには、グローバル・データベース名が一意にな
るように、データベースが存在するデータベース・ドメインを指定する。可能であれば、
データベース・ドメインにネットワーク・ドメインを反映することが望ましい。

グローバル・データベース名は、共通データベース初期化ファイル initdb_name.oraの
SERVICE_NAMESパラメータで指定したデータベースのデフォルト・サービス名である。
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サービス検出サービス検出サービス検出サービス検出

Consoleから Discover Node（ノード検出）コマンドを実行すると、Management Serverは
そのノードにインストールされている Oracle Intelligent Agentに接続してインストール済
の Oracleサービスを検出する。次に、Management Serverによって新規情報がリポジトリ
に格納され、Consoleの「Navigator」ウィンドウ内の階層ツリーが更新され、すべてのノー
ドとそれぞれのサービスが図形表示される。

サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録

PMONプロセスプロセスプロセスプロセスが情報を自動的にリスナーに登録する機能。この情報はリスナーに登録さ
れるため、listener.oraファイルはこの静的情報で構成する必要はない。

サービス登録では次の情報をリスナーに提供する。

� データベースの各インスタンスで実行中のサービス名

� データベースのインスタンス名

� 各インスタンスで使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャおよび専用サー
バー）

これによって、リスナーはクライアントの要求を適切に送ることができる。

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

このロード情報によって、リスナーは、クライアントの接続要求を最適に処理できる
ディスパッチャを判断する。すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リス
ナーは接続用の専用サーバーを起動できる。

サービス名サービス名サービス名サービス名

データベースの論理的な表現。これによって、データベースがクライアントに提示される。
データベースは複数サービスとして提示でき、サービスは複数データベース・インスタンス
として実装できる。サービス名は、インストール時またはデータベース作成時に入力した
データベース名（DB_NAME）およびドメイン名（DB_DOMAIN）からなるグローバル・グローバル・グローバル・グローバル・
データベース名データベース名データベース名データベース名である。

グローバル・データベース名がわからない場合、共通のデータベース初期化ファイル
initdb_name.oraの SERVICE_NAMESパラメータを組み合せた値から取得できる。

サービス名は、接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子の CONNECT_DATA部に含まれる。

シード・データベースシード・データベースシード・データベースシード・データベース

データベース作成時のユーザーの入力を最小限に抑えた、すぐに使用できる構成済のデータ
ベース。

システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（System Global Area: SGA））））

Oracleインスタンスインスタンスインスタンスインスタンスのデータと制御情報を含む共有メモリー構造のグループ。
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初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル

データベース（initdb_name.ora）およびインスタンス（initsid.ora）を初期化する
情報を含むファイル。

初期データベース初期データベース初期データベース初期データベース

データベース作成時のユーザーの入力を最小限に抑えた、すぐに使用できる構成済のデータ
ベース。

シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名

Windows NTの論理パーティションの名前。

スレッドスレッドスレッドスレッド ID

インスタンスに使用される REDOスレッドの番号。使用可能状態の REDOスレッド番号が
使用できるが、他のインスタンスと同じスレッド番号は使用できない。また、REDOスレッ
ドが使用禁止になっているインスタンスは起動できない。スレッドが他のインスタンスで使
用されている場合や、スレッドが使用禁止になっている場合は、インスタンスはデータベー
スをマウントできない。

スレッドはクラスタ内の最初のインスタンスの場合はノード 1で始まり、2番目以降のイン
スタンスの場合 1ずつ大きくなる。

スレッドは、インスタンス初期化ファイル initsid.oraの THREADパラメータによって
指定される。

REDOログ・ファイルの生成時には、特定のノードのログ・ファイルを簡単に識別できるよ
うに、スレッド IDが組み込まれる。

制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル

データベースの物理構造を記録し、関連データベースおよびオンライン REDOログ・ファ
イルの名前と位置、データベース作成のタイムスタンプ、カレント・ログの順序番号および
チェックポイント情報を含むファイル。

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子

特別にフォーマットされた、ネットワーク接続の接続先の説明。接続記述子には、接続先
サービスおよびネットワーク・ルート情報が含まれる。

接続先サービスは、Oracleリリース 8.1 データベースのサービス名サービス名サービス名サービス名または Oracle リリース 
8.0 またはバージョン 7 データベースの Oracleシステム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: 
SID））））を使用して示される。ネットワーク・ルートでは、ネットワーク・アドレスを使用し
て、リスナーの位置を最小値で提供する。
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接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換されるネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名 またはサービス名サービス名サービス名サービス名。ユーザーは、接続するサー
ビスに対する接続文字列内の接続識別子に従ってユーザー名およびパスワードを渡すことに
よって、接続要求を開始する。次に例を示す。

CONNECT username/password@connect_identifier 

接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー

最初のリスナーが応答しない場合、クライアントの接続要求は、別のリスナーに送られる。
リスナーは、接続が試行される前にインスタンスが起動されたかどうか知ることができるた
め、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録は接続時フェイルオーバーを使用することができる。

接続時ロード・バランス接続時ロード・バランス接続時ロード・バランス接続時ロード・バランス

同じサービスの様々なインスタンスおよびMTSディスパッチャの間で、アクティブ接続数
を平衡化する機能。サービス登録機能によってリモート・リスナーに登録できるので、リス
ナーはすべてのインスタンスおよびディスパッチャを常に認識できる。このように、リス
ナーは、特定のサービスに対するクライアントの着信接続要求を、その位置にあるもっとも
ロードの少ないインスタンスおよびディスパッチャに送信できる。

専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバー

ユーザー・プロセスごとの専用サーバー・プロセスを要求するサーバー。サーバー・プロセ
スは、クライアントごとに 1つある。Net8は、既存のサーバー・プロセスのアドレスをク
ライアントに返信する。クライアントは、返信されたサーバー・アドレスに接続要求を再送
信する。マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））と対比。

データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル

表や索引など、論理データベース構造のコンテンツを含むファイル。1つ以上のデータ・
ファイルから、表領域と呼ばれる記憶域の論理単位が形成される。データ・ファイルは、1
つの表領域および 1つのデータベースのみと対応付けることができる。

ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ

多くのクライアントが、クライアントごとの専用サーバー・プロセスなしで同じサーバーに
接続できるようにするプロセス。ディスパッチャは、複数のネットワーク・セッション着信
接続要求を処理して、共有サーバー・プロセスに送る。マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
（（（（multi-threaded server: MTS））））も参照。
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デフォルト資格証明デフォルト資格証明デフォルト資格証明デフォルト資格証明

各 Oracle Enterprise Manager管理者は、ネットワーク上で管理するノード、リスナー、
データベースおよび他のサービスの特定のユーザー名、パスワードおよびロールを設定でき
る。

これらの資格証明の設定後は、一度ログインして Consoleを起動すると、必要に応じてノー
ドに自動的にログインできる。すべてのログイン資格証明は、リポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベース内
で暗号化される。

透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（透過的アプリケーション・フェイルオーバー（Transparent Application Failover: TAF））））

フェイルオーバーおよびアプリケーション -サービス接続の再確立を実現する、 Oracle 
Parallel Serverおよび Oracle Fail Safeなど、高可用性環境でのランタイム・フェイルオー
バー。これによって、接続に障害が起きた場合、クライアント・アプリケーションは自動的
にデータベースに再接続され、オプションによっては、処理中の SELECT文を再開する。こ
の再接続は、Oracle Call Interface（OCI）ライブラリ内から自動的に行われる。

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル

各サーバーとバックグラウンド・プロセスは、関連するトレース・ファイルに書き込むこと
ができる。プロセスによって内部エラーが検出されると、エラー情報が関連トレース・ファ
イルにダンプされる。トレース・ファイルに書き込まれる情報の一部はデータベース管理者
用で、他の情報は Oracle Support Services用である。また、トレース・ファイル情報は、ア
プリケーションとインスタンスのチューニングにも使用される。

入出力（入出力（入出力（入出力（Input/Output: IO））））

共有ディスクにアクセスするための I/Oを提供するオペレーティング・システム固有のコン
ポーネント。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換するために、クライアント・アプリケーションに
よって使用されるメソッド。
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ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換するサービスの単純な名前。ユーザーは、接続するサービスに対する接続
文字列内でネット・サービス名とともにユーザー名およびパスワードを渡すことによって、
接続要求を開始する。次に例を示す。

CONNECT username/password@net_service_name

必要に応じて、ネット・サービス名を次のような様々な場所に格納できる。

� 各クライアント上のローカル構成ファイル tnsnames.oraファイル

� ディレクトリ・サーバー

� Oracle Names Server

� Novell Directory Services（NDS）、Network Information Serviceまたは Cell Directory 
Service（CDS）などの、外部ネーミング・サービス

ノードノードノードノード

インスタンスが常駐するマシン。

表領域表領域表領域表領域

表および索引データ用の記憶域の割当てに使用される Oracleデータベースの論理部分。各
表領域は、1つ以上の物理データ・ファイルに対応する。すべての Oracleデータベースは表
領域 SYSTEMを持ち、その他の表領域を持つ場合もある。表領域は、関連する論理構造グ
ループ化するために使用される。

たとえば、通常は、管理操作を簡素化するために、表領域によってアプリケーションのすべ
てのオブジェクトがグループ化される。

複数の複数の複数の複数の Oracleホームホームホームホーム

1台のマシン上に複数の Oracleホーム・ディレクトリを所有できる機能。

プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（Inter-Process Communication: IPC））））

様々なノード上のインスタンス間のメッセージおよびデータ・ブロックの一貫読込みバー
ジョンを転送するオペレーティング・システム固有のコンポーネント。

分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（分散ロック・マネージャ（Distributed Lock Manager: DLM））））

Oracleリソースの割当てと変更を制御するためのロック・メカニズムを提供する、Oracle 
Parallel Serverソフトウェア。
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マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS））））

多くのユーザー・プロセスがごく少数のサーバー・プロセスを共有できるように構成された
サーバー。これによって、サポートできるユーザー数が増える。MTS構成では、多くのユー
ザー・プロセスがディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャに接続する。ディスパッチャは、複数のネットワーク・
セッションの着信接続要求を共通キューに送る。サーバー・プロセスの共有プール内のアイ
ドル共有サーバー・プロセスは、そのキューから要求を取り出す。これは、サーバー・プロ
セスの小さなプールが、大部分のクライアントを処理できることを意味する。専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバー
と対比。

リスナーリスナーリスナーリスナー

クライアントの着信接続要求のリスニングと、サーバーへの通信量の管理を担当する、サー
バー上の独立したプロセス。

リスナーは、クライアント要求を仲介して、要求をサーバーに渡す。クライアント（または
クライアントとして機能するサーバー）がサーバーとのネットワーク・セッションを要求す
るたびに、リスナーが実際の要求を受信する。クライアントの情報がリスナーの情報と一致
すると、リスナーはサーバーへの接続を許す。

リポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベースリポジトリ・データベース

Oracle Enterprise Managerから要求されるデータが格納されている Oracleデータベース内
の表の集合。これは、ノード上のデータベースとは別のデータベースである。

ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメント

コミットされていないトランザクションのデータ・ブロックへの変更を取り消すためのトラ
ンザクションを含む。また、トランザクションのロールバックおよびデータベースのリカバ
リを行うための読取り一貫性を提供する。通常、各ノードには 2つのロールバック・セグメ
ントがあり、インスタンス初期化ファイル initsid.oraの ROLLBACK_SEGMENTSパラ
メータによって名前が RBSthread_id_rollback_numberに変換されて識別される。
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